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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　前回のあらすじ




《人じん魔ま戦せん争そう》──長く続いた人ひと族ぞくと魔族の戦いは、二年前に勇者アレンとその仲間たちによって魔王が倒たおされ、人族の勝利で終結した。

　しかし世界は平和にならない。魔王が支配していた時代から、金が支配する時代へと変化しただけだった。

　魔王を倒した勇者アレンは、一度引退したものの再び世界平和のために冒ぼう険けんを始める。

　ただしそのままの姿では有名すぎて冒険もままならないため、《変へん化げの指輪》により仮の姿──〝ヨル・ブラッククロス〟として街から街へと旅を続けていた。

　ヨルはファルトラの街にて、レイチェル・エマーソンという国家騎き士しの少女と出会う。

　彼女の友人であるグラスウォーカーの女の子、ユニスが騙だまされている話をたまたま耳にしてしまったヨルは、つい口を出してしまう。

「あんた、騙されてるぜ？」

　最初はいぶかしがられるものの、詐さ欺ぎの手口を言い当てて信用を得ることになる。さらにレイチェルから〝青せい竜りゆう眼がん詐欺〟の解決を依い頼らいされることに。

　世界は平和ではない。魔王が放つ魔ま獣じゆうや魔族はたしかに脅きよう威いではなくなったが、金という魔王のせいで〝詐欺師〟というモンスターがはびこるようになってしまっている。

　モンスター退治は冒険者である自分の仕事だ。ヨルは〝青竜眼詐欺〟を解決し、さらに大きな詐欺に挑いどむことになる。

　ファルトラ南部の商工協会全体を巻きこんだ、離り宮きゆう建設にまつわる原げん野や商しよう法ほう……〝湖東の土地に急に巨きよ大だいモンスターが出現してしまった〟という不可解な事件だ。

　元仲間の一人である近この衛え騎士イライザ・ホワイトリーや、湖西の土地を所有する豹ひよう子し爵しやくイングリット・ドヴォールなどの助力もあり、事件を解決する。

　そして逃とう亡ぼうしようとする犯人ナイブス・ヒューガルテンを捕とらえるとき──ヨルは意外な人物と再会することになる。

　勇者の仲間の一人である混魔族デイーマンの少女シャノワールが、湖東の土地に巨大モンスターを出現させ、商工協会を危機に陥おとしいれた張本人だった。

　ヨルはかつての仲間が多くの人を悲しませる詐欺に荷か担たんしていたことに衝しよう撃げきを受ける。

　シャノワールは言った。

「わたしの勇者様、わたしを捨てたのは両親の次に、あなたなのよ？」

　彼女が目の前から去って行く。ヨルは世界を救っても救いきれなかった人たちのために行動を開始するのだった。










序章　シャノワール









『シャノワール』

　わたしを呼ぶ声が聞こえてきた。




　旧魔王領──

　ファルトラの街から西方が、そう呼ばれていた。

　かつて魔王が治めていたという以外には、人間ヒユーマンの領地とそう変わらない。

　森があって、川があって、山があって……

　ただ、資源だけは人間ヒユーマンの領地よりも豊富みたい。

　わたしは、旧魔王領にいた。

　ファルトラの近くの粗そ末まつな小屋で寝ね起おきしている。

　ベッドだけがある狭せまい建物で、五歩も歩けば壁かべから反対側の壁へたどりついてしまう。

　壁も天てん井じようも穴が空いていて、朝の光が小屋の中に差しこんでいた。

　昔、人間ヒユーマン側が造った魔王領内の拠きよ点てんの一つだ。

　このあたりは似たようなあばら屋が建ち並んでいて、今ではほとんど使われていない。

　近くを通る行商人も〝寝ね泊とまりすると魔王軍に殺された冒険者の亡ぼう霊れいが夢に出てとり殺される〟と怖こわがって避さけて通っているみたいだ。

　亡霊は見たことがない。

　むしろ、出てくれたらいいとすら思う。

　そうすれば、わたしは、悪夢を見ずにすむかもしれない──

　今日も悪夢で目覚めた。

　わたしは枕まくら元もとの水すい筒とうから水を飲んだ。

　頭の中で夢の内容がリフレインしていく。




『シャノワール』




　幻げん聴ちようだ。

　帰った先の村が滅ほろんだ。

　わたしにすべての責任を押しつけて、最さい期ごまでわたしを恨うらんで逝いった人たちの声が聞こえる。

　恨まれる声を聞くたびに、わたしは〝喰くう側〟にならなきゃいけない、と強く思う。




　もうずっと以前、勇者様やその他大勢と一いつ緒しよに旅をした。

　勇者様がわたしを呼ぶ声が聞こえる。

　彼の優やさしい声を聞くたび、昔のように弱い自分に戻もどってしまいたいと強く思う。




　わたしは起き上がって服を脱ぬいだ。

　汗あせまみれで気持ちが悪い。

　てきとうな布に水筒の水をたらして、体をぬぐった。

　体からべたつきがなくなって気持ちがいい。

　床ゆかにおいてあったローブを羽織る。

　フードをかぶってつよく目を閉じる。

　声は消えない。

　頭が割れそうに痛い。

　どちらかの声を消さないと、自分がバラバラになってしまいそう。

「……わたしの勇者様……やっぱりあなたに会いたいわ。そうよね。そうだわ」

　消さないといけない。

　そのために、勇者様に会わないといけない。

　わたしは目を開けた。

　身み支じ度たくをして小屋を出る。

　出来た目的を達成するために必要なことを、頭の中でまとめた。

　協力者は──いらないだろう。

　だって、いつもと同じこと。

　わたしの目的は、きっと誰だれにも理解されないし、共感もされないのだから。

















第一章　魔獣の卵詐欺









《グラン亭てい》──

　ファルトラの街にある大衆食堂だ。

　俺はいつものように、そこで昼食をとろうとしていた。

　カウンター席の端はしから店内を見回せば、あたりは喧けん噪そうに包まれている。

　内装は燻いぶされたように光こう沢たくがある木材でできていた。

　テーブル席がいくつかと、今俺がいるカウンター席という構成だ。

　面積的には広い店のはずだが、人でごった返しているせいで狭く見えた。

　料理の価格は安く、そのくせ量が多く、味がいいので、時間帯を問わず客が多い。

　客層はエルフ、ドワーフ、豹ひよう人じん族ぞく、グラスウォーカーなどの亜あ人じんが多く、俺のような人間ヒユーマンは少ない。

　俺はマスターへ声をはりあげて注文した。

「オヤジ！　昼食になにかてきとうなものをくれ！　あとエールも！」

　カウンターの中から「あいよ！」という元気のいい声が返ってくる。

　……そういえば、金は大だい丈じよう夫ぶだっただろうか。

　今日もまた日ひ雇やといの仕事にありつけなかったのだ。

　しかし、ちょっと前にやった日雇いの仕事で、何日かは生きていけることは計算済みだ。

　それにしては財さい布ふが軽い気がする……

　まさかな、と思いながら腰こしにぶらさげた財布の紐ひもを解いて、中身を見た。




　残金四〇〇Ｆフリスだった。




　ちなみにランチセットは五〇〇Ｆだ。

　当然、足りるはずがない。

　俺が冷や汗を流して固まっていると──

「お金ないんですか？」

　隣となりの席から、少女の声が聞こえた。

　視線を向けると心配そうな顔をしてこちらを見る視線とぶつかる。

　やたらと美しい。

　腰まで伸のばした長い金きん髪ぱつは、黄金を溶とかしたようにきらめいている。

　大きな瞳ひとみは宝石のような青だ。

　着ているものは動きやすさを優先したような肩かたの出ている衣服で、赤と白を基調とした色使いだった。

　彼女によく似合う色だが、趣しゆ味みで選んだものではないだろう。

　身につけたマントには鷲わしの紋もん章しようが刺し繡しゆうされており、彼女の身分が国家騎き士しであり、彼女の服がその制服であることを示している。

　レイチェル・エマーソン──

　ちょっとした縁えんがあって、よく食事を一緒にするようになった少女だった。

　俺は視線を落とす。

「……いや、その、ないはずは、ないんだが……」

　レイチェルがホッとしたように笑う。

「そうですよね。だって、半月前に商工協会から二〇億Ｆももらいましたもんね」

「……そうだな」

　たしかに、商工協会の依い頼らいを片付けた報ほう酬しゆうとしてその額をもらう話はしていた。

　だが、けっきょく多くを損そん害がい補ほ償しようや場所取りのための経費として返したので、俺の手取りはせいぜい一億Ｆ程度だ。

　しかし、レイチェルは知らない話だし、俺が二〇億Ｆ受け取ったと思っているだろう。

　彼女が笑う。

「ところでヨルさん、私、聞いた話があるんですけど」

「なんだよ」

　今はこの場をどう切り抜ぬけるか考えるので忙いそがしいのだが……

　レイチェルが含ふくむような笑えみを浮うかべ続けた。

「戦災孤こ児じなどをあずかっている孤児院に、合計で一億Ｆの援えん助じよがあったらしいですよ」

「……………………へえ、そうなのか。世の中には物好きもいるもんだな」

「本当ですよね。それでヨルさん、本当はお金ないんじゃないですか？　一億Ｆも寄付されたんだったら手持ちは残らないでしょう？　ほら、ジャベイル記き章しようの換かん金きんには手数料もかかりますし」

　ジャベイル記章とは、多額のＦを取引する際に使われる特とく殊しゆな金貨だ。

　一枚で一億Ｆの価値がある。

　しかし記章の状態では街で使用しにくい。

　教会に申しん請せいしてあれこれ手続きして一いつ般ぱんに流通している金貨と交換してもらうことで、初めて使い物になる。

　じゃあなんでわざわざ使えない硬こう貨かを用いるかというと、単純に一億Ｆ相当の金貨なんて重くて持ち運びが困難だからだった。

　だが、二〇億Ｆぶんのジャベイル記章を持っていたところで、一気に二〇億Ｆを交換してもらうことは、難しい。

　教会だって常に数億単位の金貨を置いているわけではない。もし多額の金貨を常に置いてあったとしたら、夜や盗とうなどに〝狙ねらってください〟と言っているようなものだ。

　だからいざ交換の段になると、金貨が置いてある街から交換する街へと金貨を運うん搬ぱんしてくるわけなのだが……

　一回で持ち運ぶことのできる金貨が、だいたい一億Ｆと少しくらいなのだ。

　なぜならば、金貨というのは当然金でできており、重い。

　一億Ｆだとおおよそ四〇キロほどになる。

　普ふ通つうの人が街から街へ運ぶには大変な重さだし、馬に乗り警備を従え……と考えるとそう大所帯にもできない。

　よってこのことを予想したであろうレイチェルが『一億Ｆも寄付されたんだったら手持ちは残らないでしょう？』と発言したのだ。

　なるほど、ちゃんと考えてしゃべっている。

　だが、その程度のカマかけにひっかかったりはしない。

　俺は肩をすくめた。

「とにかく俺には関係のない話だ」

「そうなんですか……うまく推理できたと思ったんだけどなあ」

　ガックリ肩を落とす。

　実のところそう大きく外れてもいないのだが、ことさら吹ふい聴ちようするようなことでもない。

　そして今、金がないのは事実である。

　……それにしてもおかしい。三日はもつはずの金銭が一日ちょいで消えてしまった。

　なにに使ったんだっけな……

　考えていると、レイチェルの向こう側から、ヒョコッとテーブルに身を乗り出す少女がいた。

　グラスウォーカーだ。

　うさぎのような耳と大人になっても小さな体が特とく徴ちようの種族で、年ねん齢れいがわかりにくい。

　桃もも色いろの髪かみを肩まで伸ばしている。

　顔立ちは幼く、ニコニコと見る者の毒気を奪うばうような笑顔をいつも浮かべていた。

　その小さな体に不ふ釣つり合いな大きすぎるリュックが足元に置かれている。

　あれは彼女の大事な商売道具が詰つまっているようなのだが、よくちっこい体であれだけでかいリュックを背負い続けられるものだなと見るたび感心する。

　ユニス──

　グラスウォーカーのならいとして苗みよう字じはない。

　彼女もまた、レイチェルのようにひょんなことからよく一いつ緒しよに飯を食うようになった少女だった。

「そういえばヨル～、武器屋のオジさんが『また来てくれ』って言ってたよ？」

「ん？　武器屋？」

「あれ？　このあいだお買い物に来たって……若いのにいい目め利ききだって褒ほめてたよ？」

「……そういえばそうだった」

　俺はようやく、思ったより財布が軽い理由を思い出す。

　理由は、腰にさげた剣けんだ。

　以前持っていた剣は、グリーンベヒモスを倒たおしたときに粉々に砕くだけてしまった。

　冒ぼう険けん者しやを名乗っている以上、武器を持っていないのは格好がつかない。
















　なので、日雇いで思った以上に稼かせげた日に、前のより丈じよう夫ぶな剣を購こう入にゆうしたのだった。

　……そのせいで今、飯代もないとか、計画性のなさに自分でおどろく。

　ユニスがほにゃほにゃ笑う。

「ちょっとオマケしといたって言ってたけど、使ってみた？」

「……そうなのか。たしかに値段にしてはいい剣だと思ったが……なんでまたオマケを」

　武器屋のオヤジとは初対面だったはずだ。

　少なくとも、前に使っていた剣はファルトラで買ってない。

　厚こう遇ぐうされる理由が思いあたらなかった。

　ユニスが嬉うれしそうに言う。

「あのね～、ヨルは商工協会の英えい雄ゆうなんだよ？」

「……英雄ねえ」

　なんとも微び妙みような気持ちになる呼ばれ方だ。

「だってヨルがいなかったらみんな石になっちゃうところだったからね～。商工協会のお店に来てくれたら、みんなサービスすると思うよ？」

「それは行きにくくなる話だな……いいか、俺は依頼を受けて、こなした。報酬はすでにもらってる。それ以上はいらない。商工協会の人にはそう伝えておいてくれ」

「依頼をこなしたのと感謝してるのは別だもん。あたしもヨルにはいっぱいサービスするからね～」

「……強引なことで」

　ため息をついた。

　レイチェルが笑う。

「まあまあ。ヨルさんは気乗りしないかもしれませんけど、みんな感謝してるんですよ。私だっていっぱい感謝してるんですよ？」

「むしろ俺は、あんたにゃすまないことをした気持ちでいっぱいだがな」

「なんでですか？」

「……いや、けっきょくあんたから借りた剣を砕いちまったからな」

　チラリとレイチェルの腰に視線を落とす。

　そこにはすでに新しい剣がある。

　だが、このあいだ俺が砕いてしまった剣は、祖父の代から伝わる品だったのだ。

　実際に大金が手に入ったとき、真っ先に金の使い道として考えたのが、〝レイチェルに剣を買って返すこと〟だったのだが……

　レイチェルが苦く笑しようする。

「あれはいいって言ったじゃないですか」

「たしかに前にも聞いた。先祖代々の剣だから同じ品質の物を買って返せばすむ話じゃないのもわかるが……」

「いえ、そういうことではなく……ヨルさんが使わなかったら、グリーンベヒモスを倒せなくって、街の人に被ひ害がいが出ていました。剣もきっと、街の人を助けられて本ほん望もうだったと思います」

「そっちがよくてもこっちがよくない。とにかく、いずれ返す。絶対にだ。それか、剣に代わるくらいのお礼をする」

　レイチェルが悩なやむような顔をしたあと、遠えん慮りよがちに切り出す。

「わかりました。じゃあ、私からお願いがあるんですけど」

「早さつ速そくか？　言ってみてくれ」

「商工協会の人からのサービスは、断らないでください」

「……なんでまた」

「〝そっちがよくてもこっちがよくない〟からですよ。商工協会の人も、私も、冒険者のみなさんだって、ヨルさんに感謝してます。なにかで返したいんです。その気持ちをどうか受け取ってください」

　微笑ほほえんで言い切った。

　俺は頭をガリガリと搔かく。

「……わかったよ。他ほかならぬあんたの頼たのみだ。まったくお人ひと好よしどもめ」

「ヨルさんだって」

「俺はちゃんと報酬を受け取ってる。ただ働きはしてねえよ」

「そうですね」

　優やさしい顔だった。

　なにか言ってやろうと頭を働かせていると、目の前にドンと料理が置かれる。

　今日のランチは、目玉焼き、豆のトマト煮にこみ、ソーセージ、野菜スープに固焼きパンというものだった。

　パンとスープ以外は一つの木皿にまとめて並べられていた。

　木のジョッキにはエールがなみなみと注つがれている。

　俺は用意された木製のフォークを握にぎって、目玉焼きに突つき立てた。半熟に仕上げられた黄身がとろりと流れて、横にある豆のトマト煮こみへかかった。

　フォークで黄身と豆を混ぜてから口に運ぶ。

　甘くネットリした卵の食感が、塩味と酸味強めに味付けされた豆のトマト煮こみの味を優しくしてくれている。

　嚙かめばプチプチと弾だん力りよくの強い大きめの豆が口の中ではじけて、飲みこむ瞬しゆん間かんまで楽しませてくれる。

　あいかわらずうまいのはいいんだが……

　金がないのに手をつけてしまった。

　前と違ちがってこの店にもけっこう通ってるから、ツケとか利くだろうか？

　マスターへ視線を向け、口を開く。

「うぐ、あの……その……だな」

　言いにくい。

　レイチェルがジッと俺を見た。

「……やっぱりお金ないんですか？」

「い、いや……」

「私でよければ出しますけど……ほら、商工協会を救ってくれたことに対する、お礼の一いつ環かんとしてです」

　金はないが、レイチェルにそこまでしてもらうのもなあ……

　悩んでいると──




　馬のいななきが、耳にとどいた。




　なにかと思って店の入口を振ふり返る。

　二頭立ての豪ごう奢しやな馬車が店に突っこんでくるところだった。

「おいおい……よっぽど腹でも減ってるのか!?」

　思わず身構える。

　このままでは入口をぶち破って店内に突とつ撃げきしてくるだろう。

　しかし、馬車が車輪を滑すべらせて、店の入口にピッタリ横付けした。

　驚おどろいていると、横付けされた馬車から転げ落ちるように女性が出てきた。

　豹ひよう人じん族ぞくだ。

　かなり身なりがいい。

　髪の色は明るいオレンジ色で、長い三つ編みにしている。

　服装はシャツにネクタイ、ハーフパンツという少年のようなものだ。

　馬車で酔よったのだろう、ふらふらした足取りで数歩進んだかと思うと、すぐに倒れて四よつん這ばいになった。

　俺は駆かけ寄る。

「おい、あんた、大だい丈じよう夫ぶか!?」

　豹ひよう人じん族ぞくの女性が俺を見上げた。

　彼女の顔には大きすぎるメガネが、ずるりと落ちる。

「く、黒い……怪あやしい……あ、あなた、ヨル・ブラッククロ……ぎぼぢわるいぃ……」

　俺を知っている様子だ。

　ともあれ今の状態じゃ話もできない。

「まずは落ち着け。誰だれか、この人に水を」

「おぎづがいありがどうございばすぅ……」

　今にも吐きそうな様子だ。

　ほどなくしてレイチェルが水を持ってくる。

「ヨルさん、これを」

「ああ、悪いな……ほら、これを飲んでちょっと落ち着け」

　豹ひよう人じん族ぞくの女性がひったくるように木製ジョッキを受け取る。

　そして、四つん這いのまま、一気に飲み干した。

「ぷはぁー！　おちつ……ゲホッ！　ゴホッ！」
















「そんな体勢で一気飲みするからだ！　落ち着け！」

「あ、い、いえ、落ち着きました。ていうか落ち着いてる場合じゃないんですよぉ！　あなたヨル様!?　ヨル・ブラッククロス様でございますか!?」

　服にすがりついてくる。

　俺はたじろぎながらうなずいた。

「そうだが……」

「ああ、よかった！　イングリット様のおっしゃっていたとおりの方ですね！」

「イングリット……ドヴォール卿きようか」

　商工協会からの依い頼らいをこなしたときに縁えんができた女子し爵しやくだ。彼女も豹ひよう人じん族ぞくで、やり手というか、傑けつ物ぶつだ。豹ひよう子し爵しやくの異名を持っている。彼女の知り合いだろうか？

　たしかに、この女性も豹ひよう人じん族ぞくだし、身なりも立派なので、ドヴォール卿の知ち己きでもおかしくはないだろう。

「あの、初対面でこんなことを言うのもどうかと思いますが、わたくしのお願い聞いてくださいますでしょうか!?」

「内容によるな」

「はい！　では申し上げます！　お金をください！」

「え？」

　思わず怪け訝げんな顔をしてしまった。

　物もの乞ごいか？　俺が二〇億Ｆを商工協会からもらったという話は、レイチェルと、ユニスと、それに商工協会の会長であるナンナくらいしか知らないはずだが……

　そもそも物乞いするほど金に困っているような身なりでもない。

　落ち着かせて、事情を聞いてみる必要がありそうだ。

　俺はため息をつく。

「わかった。話だけでも聞こう」

「はい！　ありがとうございます！」

　ペコペコと床ゆかに額を何度も叩たたきつける。

　なんだか厄やつ介かいそうな人だなあ、と俺は思うのだった。
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　カウンター席に戻もどった。

　俺は一番奥の席に座っており、隣となりには訪ねてきた豹ひよう人じん族ぞくの女性が座っていた。

　レイチェルとユニスは俺の背後に立って話を聞く体勢だ。

　豹ひよう人じん族ぞくの女性へ問いかける。

「その話っていうのは、この二人がいてもいいのか？」

　豹ひよう人じん族ぞくの女性が元気よくうなずく。

「はい！　それはもちろん！　国家騎き士しのレイチェル・エマーソン様と、商人のユニス様でございますよね？　ドヴォール卿はお二人のこともよく言っておいででしたよ」

　レイチェルが困ったような顔をした。

「どんなふうに言われているのかしら……」

「レイチェル様は、なにかを言われたときの反応がかわいらしいかただと、ユニス様はぼんやりしてかわいらしいかただと、それぞれ聞いております。たしかにかわいい感じのかたたちでございますね」

「あ、あはは……ありがとうございます……？」

　反応に困っているようだった。

　俺はため息をつく。

「で、まずは名前くらい教えてくれないか？」

　豹ひよう人じん族ぞくの女性がハッとする。

「これは失礼いたしました！　ひらにご容よう赦しやを！」

　ゴンッ、とテーブルに額を叩きつけた。

　俺は肩かたをすくめる。

「そんなに謝らなくていい」

「頭を下げるのは得意でございますよ！」

　言いながら、メガネを掛かけ直した。

「自じ慢まんにならねえな……で、名前は？」

「はい！　わたくしはパル・ミュリィと申します。イングリット様の部下と思っていただければ」

「今日は、ドヴォール卿からの遣つかいか？」

　しかし、あの豹子爵が人を寄よ越こして俺に頼みごとをするっていうのはちょっと考えにくい。

　依頼があるなら自ら来そうだ。

　そもそも、だいたいの問題事はあの人だったら独力で解決してしまいそうに思える。

　パルが首を何度も左右に振る。

「いえいえいえいえいえ！　むしろぉ……そのぉ……イングリット様には、今回の件は内密にしていただければなあ、なんて思っているんでございますが……」

「そんなに首を振ってたらメガネ吹ふっ飛ぶぞ……つまりあんた個人の依頼ってことか？」

「はい！　実はグリーンベヒモスの件についてイングリット様がヨル様を高く評価していましたもので、わたくしの抱かかえる問題も解決してくれるんじゃないかなあと思った次し第だいでございます……」

「高く評価、ねえ」

　まあ部下にならないか的なことも言われたから、そこそこ評価はされてたのだろう。

　パルが沈しずんだ顔で目を泳がせる。

「っていうか解決してもらえないとイングリット様に捨てられちゃう……」

「……話の内容と、報ほう酬しゆう次第だな。まずは、どういう問題が起こってるか言ってみろ」

「実はですね……詐さ欺ぎに遭あったのでございます」

　ため息まじりの声だった。

　と、背後から剣けん吞のんな気配がして、ちらりと後ろを見る。

　そこでは、レイチェルが怖こわい顔をしていた。

　俺は彼女に語りかける。

「レイチェル……あんたの正義感の強さは長所だが、内心が顔に出やすいのは短所だな」

　ハッとした顔になる。

「すいません……でも、詐欺って聞くと、どうしても……なんで人は人を騙だますんでしょうね。せっかく平和になったのに」

「せっかく平和になったから、儲もうけなきゃ損だと考えてるんだろ。とにかくあんまり怖い顔をするな。こういうときだけはユニスを見習え。大変な話を聞いても笑ってるだろ？」

　顎あごで指し示した。

　ユニスが首をかしげる。

「あたし？」

「そうだ。まぁ、あんたの場合は演技じゃなく、心の底からのほほんとしてるんだろうけどな……」

「そんなことないよ～」

「どうだか……んで、どんな詐欺で騙されたんだ？」

　視線をパルへ向ける。

　彼女が重苦しい表情で話を続けた。

「まずはわたくしの立場からなのですが、離り宮きゆう計画はご存じでございますよね？」

「ああ」

　それがらみでグリーンベヒモスを退治したのだから、知らない理由がない。

　ドヴォール卿から俺の話を聞いているパルも、当然俺がここでうなずくと思って一応確かく認にんしただけなのだろう。

　パルがつらそうな顔になる。

「その離宮計画には様々な物が必要になりますが……その中で、わたくしは工事のための道具などを精製するのに必要な、《魔ま獣じゆうの卵》の仕入れを任されてしまいまして」

　レイチェルが目を丸くした。

「《魔獣の卵》!?」

　普ふ通つうの生活をしている者には、馴な染じみがないか。俺は簡単に説明しておく。

「魔力を秘めた希少金属だ。魔王領で見つかるんだが……」

「これでございます」

　パルがテーブルに赤色の球体を出した。

　大きさは鶏にわとりの卵の四倍くらい。リンゴよりでかい。まさしく〝魔獣の卵があればこんな巨きよ大だいさだろう〟という雰ふん囲い気きがあった。

　俺は肩をすくめる。

「コレの最初の発見者が、〝魔獣の卵だ！〟と触ふれ回ったせいで、そう呼ばれるようになったんだが……〝魔獣の子供〟なんて見つかったことないし、最初から疑ってるヤツは多かったな」

　レイチェルが首をかしげる。

「じゃあ、これは本当は魔獣の卵ではないんですか？」

「だろうな」

　パルがうなずく。

「この《魔獣の卵》は、魔力を利用する道具の素材になるのでございます。《魔ま導どう器き》というのですが」

「あ、《魔導器》なら知ってるわ。道や建物を造ったりするわよね」

《魔導器》は普通の道具とは違ちがって、様々な効果が付ふ与よされる。魔王軍と戦争をやっていた時代には武器を造るのに使われていた。

　俺は赤色の球体をつつく。

「離宮計画が関係しているってことなら、工事のための道具に使うんだよな？」

「そうでございます。《魔導器》を用いれば工事が飛ひ躍やく的に効率よくなるのでございます。普通の道具で工事なんかしていたら、離宮が建つまでに国王陛下がお隠かくれになり、王女殿でん下かが熟女になってしまわれるかと」

「まぁ、そうだろうな」

「そのようなわけで、離宮建設計画において絶対に大量に必要になるのが《魔導器》であり、その素材となる《魔獣の卵》なのでございます」

「なるほどです」

　レイチェルが何度もうなずいた。

　目の付け所と行動の早さは、さすがやり手の豹ひよう子し爵しやくという感じだ。

　ふと疑問に思う。

「今の段階から離宮計画にどの程度〝嚙かめる〟かは、今後十年二十年どれくらい儲けられるかというのに直結する。つまるところ、あんたはドヴォール卿きように経済的な意味で尖せん兵ぺいとして期待されてるわけなんだろうが……そうは見えねえな」

「ですよねぇ……いえ、わたくし、実は一手に担になっているというわけではなく、何人かいるなかの一人なのでございますが……」

「なるほど、同じ仕事を複数人にやらせることで、競きそわせて熱意を上げ、誰だれかが失敗しても大損しないようにしてるのか。さすがはドヴォール卿だな」

　パルが痛そうにお腹を押さえた。

「ううぅ……ですが、この仕事ぶりで今後の進退が決まるという意味で、何人もいるから問題ないということもなく、胃が、胃が……」

「まぁ、機会を与あたえられたんだから胃が痛いくらいはしかたねえさ。で？」

「あ……それで、支し度たく金きんとして一〇〇〇万Ｆをいただき、この金額で最低でも一〇〇個の《火魔獣の卵》をそろえることが、お仕事だったのでございます」

《魔獣の卵》には属性がある。

　それぞれ《火魔獣の卵》《水魔獣の卵》《風魔獣の卵》《土魔獣の卵》となっており、属性によって色と用よう途とが異なる。

　工事などによく使われるのは《火魔獣の卵》、あるいは《土魔獣の卵》だろう。

　先ほど、テーブルに置かれた赤色の球体は、《火魔獣の卵》だ。

　ドヴォール卿は、パルと他ほかの何人かに《火魔獣の卵》を買ってくるよう命じたらしい。

「なるほど。同じ金額で多くそろえたほうが評価が高いのか」

「はい……それで、わたくしはなるべく安く仕入れられるお店を探したのでございます」

「ちなみに《火魔獣の卵》の相場はどれくらいなんだ？」

「どの属性でも一〇万Ｆほどでございます。もっとも、仕入れ値でございますから、商人ではない一いつ般ぱんの方がお求めの場合は、もう少しお高くなると思いますけれど」

「一〇万Ｆより安ければ安いほどいいってことだな……んで、安いところは見つかったのか？」

「はい。一〇〇個で八〇〇万Ｆ……つまり、一個八万Ｆというお店を見つけたのでございます」

「へえ……それは安いな」

「……そこで……騙されてしまったのでございますよよよよ」

　泣きそうな細い吐と息いきだった。

　同情はするが、言葉で慰なぐさめるだけなら他のヤツがやってくれるだろう。

　俺は解決策を編み出すため、さらなる事情をたずねる。

「どんなふうに？」

「先さき払ばらいでお金を納入する契けい約やくだったのでございますけれど、相手がいつになっても商品を持ってこないのでございます！」

「ま、安いだけあって信しん頼らい度どが低い、と。しかも先払いとか……それだけ聞くと騙されたほうが間ま抜ぬけって話で終わるんだが……」

　仮にもドヴォール卿から仕入れを任された立場だ。

　まさかなんの警けい戒かいもなく〝安い！　買い！〟と即そつ決けつしたということはないと信じたい。

　パルが身を乗り出す。

「きちんと契約は結んだのでございますよ！　《誓せい約やくの魔ま石せき》を用いて、違い反はんがあれば即そく座ざに石化するようにしましたし……」

「商取引としては最大の警戒だな。先払いなら当然の契約とも言える……で、条文を見せてくれるのか？」

「はい……こちらに」

　パルが懐ふところから一枚の羊よう皮ひ紙しを取り出す。

　受け取って中身を検あらためる。

　細々したことがたくさん書いてあるが、多くはどんな契約にも用いられる定型文だ。

　要点を抜き出すとこんなところか。




《火魔獣の卵》一〇〇個の取引における甲こう乙おつ双そう方ほうの条約。甲がパルで、乙が相手商人だ。





　・代金の八〇〇万Ｆは先払いとする。

　・期日までに該がい当とう商品がない場合、乙は甲へ取引額の倍額の違い約やく金きんを支払う。

　・納品期日については、乙が旧魔王領からファルトラに戻もどったあと、三日以内。

　・旧魔王領とファルトラ市との行き来の際、なんらかの事故があった場合は、




商品代金を返金のうえ、違約金は発生しないものとする。




　・本契約の有効期限は、契約が交かわされてから一ヶ月とする。






　有効期限が一ヶ月なのは、相手商人がファルトラ市から旧魔王領まで行き、商品を仕入れて戻ってくるまでにかかる時間がそれくらいだからだ。

　隊商を率いてファルトラ市と旧魔王領を行き来するならば、妥だ当とうだった。

　俺はパルに契約書を返す。

「これは、一つでも違反すれば即座に石化できるのか？」

　彼女がうなずいた。

「はい。先払いするだけあってかなり厳しい条件を設定したと思います。自分でも契約を結んでいるあいだに〝わたくしもけっこう商売上手になってきたかな〟と思ったほどなのでございますよ！」

「自信を持つのはけっこうだが、結果は？」

「…………八〇〇万Ｆを支払いましたが、商品は未いまだ納入されないのでございます」

　ガクリと肩かたを落とす。

　俺は首をひねった。

「現状だと〝石にしちまえ〟で済む話だが」

「それなのでございます！　こうしてご相談にあがったのも、実は相手がいっこうに商品を納入せず、しかもどんなに《誓約の魔石》に念じても石化されないから、困り果てておりまして……」

「石にならない？」

　おかしな話だ。

《誓約の魔石》は商取引において絶対の効力を発揮する。

　どんな事情があろうが、結ばれた契約を執しつ行こうしない者を石にすることができるはずだ。

　俺は考える。

「石化しないなら、相手は契約違反をしてないってことになるな」

「そんな!?　商品を納入していないのに!?」

　パルが目を見開いた。よほど意外なことを言われたかのような顔だ。

「他に可能性はあるか？」

「それは……相手がなんらかの妨ぼう害がい魔ま術じゆつを使っているとか……」

「《誓約の魔石》による石化は、妨害魔術で防止できるようなもんじゃねえよ。石化したけど治せるというようなぬるいもんでもない。そもそも一般的な石化魔術とはまったく別のもんだ」

　魔術で防止できる程度の石化なら、商取引で重んじられるはずがない。

　というよりも、暴力や魔術による契約への介かい入にゆうは、行った時点で即座に違反として石化させられる。

　契約は絶対だ。

　だからこそ、契約を果たさず石化もしない、という状じよう況きようがいかに特とく殊しゆかわかる。

　パルが青ざめて震ふるえる。

「しかし……このままでは契約自体が失効してしまうのでございます！　わたくしは八〇〇万Ｆを相手にみすみす差し上げただけということに……」

「契約自体の失効……ああ、有効期限が近いのか」

「あと一週間ほどでございます……わたくしも時間いっぱいまでは自力でがんばりたかったのですけど、このままではイングリット様にどう報告していいか……」

「捨てられちゃうんだったか？」

「それもおそろしいことなのでございますが……」

　口ごもる。

　俺は続きをうながした。

「なにか他に理由があるのか？」

「……はい。わたくしはなにをしても鈍のろくさくってですね……商売なんかも、あまり向いているほうではないのですが……」

「まあ、そんな感じだな」

「……イングリット様は、こんなわたくしを長く使ってくださり、今回は大きな機会も与えてくださったのです。それなのに、商品は一つもなく、支度金も無む駄だにしてしまい、あのかたの信しん頼らいを裏切ってしまいました」

　うつむいて唇くちびるを嚙んでいた。

　俺は頭を搔かいた。

「で、あんたはどうしたいんだ？」

「……商品が約束どおり納入されれば、文句はないのでございます」

「それは不可能だ」

「なぜ!?」

「わからないか？　あんたが結んだ契約には大きな〝穴〟がある……そして、相手が商品を納入してこないのに石化しない時点で、その〝穴〟を突つかれているのは間ま違ちがいない」

「あ、穴……？」

　パルが契約書を読み直す。

　レイチェルとユニスものぞきこんでいた。

　俺は肩をすくめる。

「一読してわからねえなら、たぶんわからねえよ。ようするに商品が納入される可能性はありえないってことだけわかっててくれ」

「で、では、お金を取り戻すだけでも……」

「どう取り戻したい？　契約にのっとって平和裏りに……ってのは不可能だ。強ごう盗とうでもするんなら話は別だが、さすがに国家騎き士し様の前で強盗の相談はまずいと思うぜ」

　チラリと背後へ視線を向ける。

　レイチェルがうなずいた。

「相手がいくら詐さ欺ぎを働いていても、犯罪はダメですよ！」

　俺は皮肉げに笑う。

「……ちなみにだが、相手は法律的な意味での詐欺はしてねえからな。契約を結んで、なにも違反してない。《誓約の魔石》が証明してくれてる」

「でも、パルさんは困ってますよね？」

「そうだな」

「だったら私は助けたいです」

「あんたはそういうやつだ。だが、今回話を持ち掛かけられてるのは俺だからな」

「……私からもお願いします。どうかパルさんを助けてあげてください」

「助けないとは言ってない」

　パルの瞳ひとみが輝かがやく。

「助けてくれるんでございますか!?」

「ただし！　只ただ働ばたらきはしねえぞ。そして、どう助かりたいか決めるのは、俺じゃなくて、あんただ」

「……どう助かりたいか……でございますか？」

「そうだ。あんたが金を取り戻したいなら、ちょっとした賭かけに出てもらうことになる。正規の方法で返金を求めるのは無理だからな……」

「強盗でございますか？」

「それがいいならそれでもいいが、さすがに犯罪に力は貸せねえぞ」

「では、どのような方法なら手伝ってもらえるのでございますか!?」

　身を乗り出して来た。

　俺は肩をすくめる。

「方法を聞くなら、前金をもらう」

「……いくらお支払いすればよろしいのでございますか？」

「ここの飯代でいい」

　レイチェルが苦く笑しようした。

「……ヨルさん、やっぱりお金なかったんですね」

「うるせえな。あんたらの相談に乗ったときにも相談料はもらったろ？　同じように相談料をもらうんだ。で？」

　パルに視線を向ける。

　彼女がうなずいた。

「わかったのでございます。方法を教えてくださいまし」

　俺はパルが持っている契約書を指差す。

「相手がやったのと同じ方法だ」

「……つまり、詐欺、でございますか？」

「法律的な意味では詐欺じゃねえよ。ただ、あんたが今回受けた被ひ害がいを詐欺というなら、詐欺かもな」

「つまり、相手を騙だまし返してくれるということでございますか？」

「そうだな。計画は考えてやる。実行するのはあんただ。そして、報ほう酬しゆうはもらう」

「おいくらお支払いすれば……」

「二〇〇万Ｆだな。そんくらいが妥当だろう」

「なる、ほど……」

「悪いが、まける気はねえぞ。この二〇〇万Ｆを支し払はらい俺の助力を得て、損をするか、得をするか、それとも振ふり出しに戻るかはあんたの商才次し第だいだ」

「……では、お願いするのでございます」

　思ったより早い回答だった。

　少しおどろく。

「自分で言うのもなんだが、そんなに簡単に託たくしていいのか？」

「八〇〇万Ｆを失っては顔向けできないですけど、あなた様に支払う報酬くらいでしたら、勉強代として適正だと思うのでございます」

「なるほど……ドヴォール卿きようがあんたに《魔ま獣じゆうの卵》の取り引きをさせた理由がなんとなくわかった気がする」

「……なんででございましょう？」

　損得の計算が早い。

　それに加え、俺の提示した額を〝勉強代〟と瞬しゆん時じに割り切ることができるのは、先々を見み据すえている証しよう拠こだ。

　……が、ドヴォール卿が教えていないことを俺が教えるのもおかしな話だろう。

　とぼけることにした。

「さてな。で、計画を話すが……後ろの二人はどうする？　聞いていくか？」

　視線を向ける。

　レイチェルが鼻息荒あらくうなずいた。

「聞きます！　私もヨルさんのお話を聞いて、勉強したいですから」

　ユニスがのほほんと笑う。

「おもしろそうだし、あたしも聞きたいな～」

　俺は笑う。

「遊びじゃねえんだがな……ま、いいか。それじゃあこれからやることと、できたら用意してほしいものについてだが──」

　説明を始める。

　最初は不思議そうに首をかしげていた三人だが……

　話を進めていくと、次第に納なつ得とくしたような顔になっていった。

　すべての解説を終えて──

　ユニスが、一言もらした。

「やっぱり冗じよう談だんみたいでおもしろいね！」

　まったくその通り。

　冗談みたいな契けい約やく破りに、冗談みたいな方法で返す──今回の詐欺返しは、そんな計画なのだった。
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　翌日──

　昼前に、俺の使っている宿屋に集合することにした。パルに用意してもらいたい物がいくつかあったからだ。

　宿屋《安心亭・日ひの出で町まち店てん》の二階の一室。

　レイチェル、ユニスとともに、宿屋の自室でパルを待っていた。

　椅い子すがないので、少女たち二人はベッドに腰こし掛かけて何やらおしゃべりしている。

　俺は壁かべに背中をあずけて立っていた。

　窓から見える外の景色は、強い日差しに照らされている。

　気温は高いが、空気が乾かん燥そうしているので過ごしやすい。道を多くの人々が行き来している。まさに〝平和〟って感じの光景で、魔王討とう伐ばつで苦労した俺としては、なかなか感かん慨がい深ぶかいものがあった。

　おしゃべりしている二人の少女に視線を戻もどす。

「……なぁ、あんたら、自分たちの仕事はしなくて大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　レイチェルがうなずく。

「はい。私は昨夜から昼まででしたから」

　夜勤明けだったのか。

「帰って眠ねむれよ」

「いえ、その……食堂でお昼を食べちゃったので、すぐ眠ったら太りそうだなあ、って」

　そんなこと言われるものだから、ついお腹のあたりを見てしまった。

　くびれのある細いウエストだ。

　充じゆう分ぶんに鍛たん錬れんをしているのだろう。

　俺はため息をつく。

「ちょっとくらい太ったって大丈夫じゃねえか？」

「そんなことないですよ！　少しの油断が大敵なんです！」

「お、おう、そうか……」

　あんまりの剣けん幕まくに気け圧おされる。

　逃にげるように、その隣となりにいるユニスに視線を向けた。

　ごろーん、と俺の借りているベッドに寝ね転ころがってくつろぎはじめる。商売道具の入った大きなリュックは床ゆかに置いていた。もう少し節度を持ってほしい。

　ユニスが俺の視線に気づいて顔をあげる。

「なに？　あたし太ってる？」

「そんなことはねえが……そっちは、仕事いいのか？　商人なんだから昼は稼かせぎ時だろうに」

「ん～……お仕事したいのはそうなんだけど、ヨルのやることも見てみたいんだよね。それに、あたしはお得意様を回るほうが得意だから、夕方は行かないし。大丈夫だよ～」

「あんたがいいなら、好きにすりゃいいけどな」

　ユニスが無意味に足をばたつかせる。

「好きにするよ～」

「ただし、俺のベッドでくつろぐな」

「なんかヨルのにおいって安心するよね～」

「そういうこと言うな」

　げんなりする。

　ユニスが不思議そうな顔をしたあと、俺のベッドでごろごろする作業に戻っていった。

　部屋の扉とびらがノックされた。

「入ってくれ！」

　俺が返すと、少々の間があり──おずおずと扉が開かれる。

　顔をのぞかせたのは、パルだった。

　彼女がおそるおそる部屋に入ってきて、ぐるりと室内を見回す。

「あ、あの……言われた物、用意してきました」

　肩かたから革かわ製のカバンをさげていた。

　そこそこ大きなもので、短剣くらいなら十本ほど束ねても入りそうだ。大きなリュックも背負っている。パルの小さな体にはかなり重そうで、ヒーヒーと呼吸を荒くしていた。

　俺は彼女に近づき、カバンを受け取る。

「中身、確かく認にんしてもいいのか？」

「は、はい！　大丈夫でございます」

　特に留め具や紐ひもで閉じられているわけではないので、普ふ通つうに蓋ふたを開く。

　中には、服と小箱が入っている。

　服は商人らしく見えるようにと俺が頼たのんだ物だ。パルに同行して詐さ欺ぎ返しの仕掛けを手伝う──というか、見守る予定なので、おかしくない衣い装しようを選んでもらった。

　そして、小箱だ。

　中を開けると、青色の《魔獣の卵》が入っていた。

　鶏にわとりの卵の四倍くらい。拳こぶし大というか、リンゴより大きい。表面が粗あらくゴツゴツした金属質の塊かたまりだった。全体がぼんやりと青く発光しているようにも見える。

　色が青なので、《水魔獣の卵》だ。水属性ということになる。パルが仕入れたい《火魔獣の卵》とは別のものだ。

「こいつが一つで、一〇万Ｆになるわけか」

　重い。同じ大きさの鉄の塊くらいの重さだった。

「ふぅ……ふぅ……とても重いのでございます」

「俺が背負ってくから、置いておいてくれ」

「よろしくお願いします」

　俺はうなずき、カバンの中にあった商人服を手に取る。

「それじゃあ、着き替がえるから」

「あ、はい。下でお待ちしております」

「そうしてくれ。あ、さっきも聞いたが、相手商人の居場所はわかってるんだよな？」

「えっと……はい。行方ゆくえをくらませる素そ振ぶりもないというか……相手の方は、とても堂々としておりますから」

　苦笑いだった。

「度胸はあんたより向こうのがありそうだな。それだけ自分のやった詐欺に自信があるんだろう……ま、やり口からだいたい性格も見えてくる。そこが狙ねらい目なんだけどな。じゃあ着替えてすぐ行く」

「あ、あの、よろしくお願いするのでございます！」

「料金分は働くさ」

　何度も頭をさげながら、パルが部屋を出て行く。

　レイチェルが一礼する。

「では私も外でお待ちしてます」

「ああ」

　二人が部屋からいなくなる。

　着ている黒ずくめの衣服を脱ぬごうとした。

　実のところ、俺は《変へん化げの指輪》を使うことで服装どころか姿まで変えられる。鳥や鼠ねずみにだってなれる。指輪が外れたら元に戻るという制限はあるが、いちいち衣装を用意してもらう必要はなかった。

　しかし、迂う闊かつに外見を変えると、〝どこで手に入れた服なのか〟と詮せん索さくされる可能性もある。面めん倒どうは避さけておく主義だった。

　完全に上半身裸はだかになり、黒色の服をベッドに投げる。

　そのときに気づいた。

「……おい、ユニス……なんであんたはまだそこにいるんだ？」

　ベッドで仰あお向むけになった体勢で、ユニスがこちらを見た。俺が投げた黒い服が身体からだにかかっている。

「……あれ？　みんなは？」

　目をこすっている。

　人の部屋のベッドでくつろぐどころか、眠っていたのか。こいつの警けい戒かい心のなさは本当に驚おどろくな。

「みんなは、とっくに外だ。着替えるから出てもらってる」

「……あ、ほんとだ。いないね～」

「わかったら見てないで外に行ってくれ」

「ん～……うん」

　しばらくベッドでぼんやりしていたが、ごしごしと目をこすって、のそのそとベッドをおりる。

　重そうなリュックを背負って、部屋から出て行った。

　以前はあのリュックがドアのところに詰つまった記き憶おくがあるのだが、今日はスムーズだ。中身が減っているのかもしれない。

　もしも、指輪で姿を変えていたら、ユニスに見られていたかもしれない。

「……最近の俺は、どうにも油断しすぎだな」

　平和ボケだろうか。もう少し気を引き締しめたほうがいいだろう。

　まだまだ世界は平和ではないのだから……
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　ファルトラの街、西通り──

　街の旧魔ま王おう領りよう寄りにあって、冒ぼう険けん者しやなど旧魔王領に向かう者たちが利用する宿屋や商店が多い。

　地面には石いし畳だたみが敷しかれ、石造りの建物が挟はさんでいる。

　昼を少し過ぎた時間帯なので、買い物客の混雑も一段落しているようだった。

　俺は商人の格好をしていた。地味なシャツの上に暗い色のベストを羽織り、固い生き地じのズボンを穿はいている。ちなみに色調が全体的に黒っぽいので、普ふ段だんと印象はあまり変わらなかった。

　レイチェルが俺をまじまじと見る。

「ヨルさんは商人服もお似合いですね。素す敵てきです」

「そうか？　あんたから見て違い和わ感かんがないなら、なによりだ」

　肩をすくめる。

　背中にはパルが持ってきたリュックを背負っている。それなりに大きくて重い。

　ユニスが服の裾すそを引っぱってきた。

「ね、ね、ヨル、似合ってるよ。リュックとか！　おそろい～」

「……ああ、そうだな」

　商人の格好をして、リュックを背負っているという点は、ユニスとお揃そろいだった。

　彼女が嬉うれしそうに俺の周りを回る。

「このまま本当の商人になるっていうのはどうかな？」

「そんなつもりはねえよ」

「でも、冒険者より安定するよ？」

「安定してる生活なんて、そんないいもんじゃねえぞ」

　俺は王宮での暮らしを思い出した。食事も寝ね床どこも極ごく上じようだったが、すぐに飽あきた。

　贅ぜい沢たくかもしれないが……相あい性しようというものがあるのだろう。俺には安定した生活は合わなかった。

　ユニスが頰ほおをふくらませる。

「ヨル、がんこ～」

「俺は自分の好きに生きてるだけだよ。……んで、パルから見て大だい丈じよう夫ぶか？　あんたのお供としてふさわしい格好になってるといいんだが？　今になって豹ひよう人じん族ぞくじゃないとダメなんて言わないよな？」

　パルが大げさに首を横に振ふった。

「いえいえいえいえ！　イングリット様の配下はたしかに豹ひよう人じん族ぞくが大半でございますが、人間ヒユーマンもいないわけではないのでございます！　あのかたは才能のある者がお好きでございますから……」

「ああ、そんな感じだな」

「……うう……わたくしはなぜあのかたに捨てられてないのでございましょう……？　不思議すぎて胃が……胃が痛く……」

「落ち着け。あんたが自覚してなくとも、ドヴォール卿きようなりにあんたを使う理由は必ずあるはずだ」

「……はい」




　青果店などがならぶ一角に出る。

　露ろ店てんが出ているようだ。

　パルがキョロキョロと周囲を見回したあと、俺の服をひっぱる。

「あ、あれです」

　少し離はなれたところに、布の上に商品を並べただけという露店があった。

　すぐには近づかず、様子をうかがう。

　客はいない。周囲の店が果実や干し肉などを並べているなかで、その店は生活用品以外を扱あつかっているからだ。頻ひん繁ぱんに買われるような物ではなかった。

　その露店がならべている品物は、遠目なので詳くわしくはわからないが……街中では見かけない珍めずらしい物が多そうだった。どうやら、旧魔王領でしか手に入らない物品を扱っているらしい。

　露天商の背後には、大きな鉄の箱がある。ちょっとしたモンスターの攻こう撃げきくらい耐たえてくれる頑がん丈じような箱だ。旧魔王領に行く商人ならではの装備だった。

　ああいう連中を〝箱屋〟と呼ぶ。

　人ひと族ぞくの街を行き来する普通の商人が荷馬車を使うのに対し、箱屋は馬の背に鉄箱を乗せて旅をする。

　あの箱屋に、パルは騙だまされたわけか。

「値札までは見えないが……そんなに安いのか？」

「交こう渉しようしたら、値引きしてくれたのでございますよ」

「そりゃそうか。大量に買うとなれば、ちょっと値下げしようって思うよな」

「イングリット様から預かった支し度たく金きんを……はぁ……」

　パルが肩かたを落とした。

　ドヴォール卿は厳しい人物らしい。このまま大金を失って、おめおめ戻もどったら、どんな仕打ちを受けるかわからないのだろう。

　あるいは、任された仕事を失敗したことが、パルの表情を暗くしているのか。

　俺は彼女の肩に手を置いた。

「なに、すぐ取り返すさ」

「あ……ヨル様」

「さて、仕し掛かけてやるか」

　パルが震ふるえながらうなずいた。

「は、はい……」

「緊きん張ちようするのは真実味があっていいが、事前に教えた交渉方針を忘れないでくれよ」

「大丈夫でございます……」

　何度も深呼吸を繰くり返す。

　俺は、レイチェルとユニスへ念を押しておく。

「あんたたちは離れたところにいてくれ。いいかレイチェル、相手の言動に腹が立ったとしても絶対に出てくるなよ？」

「な、なんで私にだけ注意するんですか？　ユニスは……たしかに、ユニスがそんなことするわけないけど……」

「あんたは正義感が強すぎるからな」

「やりませんよ！」

　心外そうに頰をふくらませた。隣となりで聞いていたユニスが笑う。

　俺はパルの背中を押した。

「あんたらを信じるぜ……よし、行くぞ」

　パルが緊張しまくって機械仕掛けの人形みたいにカクカクした動きでうなずいた。

　くだんの箱屋へと向かう。
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　客のいない箱屋の前に二人で立つ。

　店主は若く、線の細い男だ。ゆったりとした服を着ており、あぐらをかいた状態で座っていた。客がいないのに呼びこみなどもしない。

　箱屋が俺たちに気づいて顔をあげる。愛あい想そのいい笑顔を浮うかべた。

「やあ、いらっしゃい。今日も買い物に来てくれたのかな？」

　──なかなか、ふてぶてしいヤツだな。

　まさか自分が騙した相手であるパルを覚えていないはずもないだろうに。この面つらの皮の厚さは商人としては美点といえなくもないが。

　俺は笑顔を浮かべる。

「えー……実は先日の取り引きのことで、お話しさせていただきたく思いまして」

　箱屋が大げさにため息をつく。

「ああ、またその話……こっちが契けい約やくに反してるっていうなら、石にしていいって言ってるでしょ？　ま、できないだろうけど。それとも腰こしの剣けんでどうにかする気？　怖こわいな」

　顔には薄うすら笑いがはりついていた。

《誓せい約やくの魔ま石せき》の基本的な効果に〝不当な暴力による契約違い反はん〟を禁じるものがある。

　パルの依い頼らいで動いている俺が《火魔獣の卵》を出させる目的で剣を抜ぬけば、その場で石化されてしまう。

　それをわかっているから、箱屋は余よ裕ゆうぶっているのだ。

　俺は慌あわてたように首を横に振る。

「そんなまさか！　わたくしどもとしましては、穏おん便びんに、損失した金銭だけでも回収したいと考えているだけです」

「だーかーらー、話すことはないんだってば。回収もなにも、僕は正式な取り引きによってそこの人から八〇〇万Ｆのお金を受け取った。これは《誓約の魔石》が示してる事実だよ？」

「はい。それは重々承知しております。なので、こちらのパルから、新しい取り引きを提案させていただきたいのですが……」

「へえ？」

　箱屋の視線がパルへ動く。

　当然、警けい戒かい心のほうが強い表情をしていた。

　パルが緊張から浅い呼吸を繰り返す。

「せ、先日は取り引きについて文句をつけてしまい、申し訳ありませんでした！」

　大きく頭をさげた。

　箱屋が見るからに機き嫌げんよさそうになる。

　見下すように顎あごをあげた。

「いやいや。わかってくれたらいいんだよ。こちらも少し大人げない対応をしてしまったかもしれないね。反省してるから、どうか許してくれると嬉しいな」

　箱屋はニヤケ顔だった。

　反省を口に出すならせめて相応の顔をしろ、と言いたい。

　相手の反応からして、その性格は俺が予想していたとおりだったし、こちらの交渉方針に変へん更こうはなしだ。

　パルが深呼吸して提案を切り出す。

「それでですね、こちらとしては八〇〇万Ｆの回収をどうにかできないかと考えているわけです。実はあのお金はあずかったものでございまして、減らしてしまうと……おそろしいことがあるのでございます」

　青ざめた表情で身み震ぶるいしていた。

　……本当にドヴォール卿が怖いんだな。

　もし演技だけでここまで絶望的な表情ができるのなら、商人をやめて役者になれる。

　箱屋がさらに気をよくしたように頰を緩ゆるませる。

「それは大変だ。八〇〇万Ｆは大金だからね」

「はい……そこで、こちらから提供させていただきたいのは、《水魔獣の卵》なのでございます」

「……つまり、あなたから受け取った八〇〇万Ｆを使って、あなたから《水魔獣の卵》を買え、ということかな？」

「おっしゃる通りでございます。当方では《火魔獣の卵》を仕入れたいと考えているのでございますが、《水魔獣の卵》は余っているものでして」

「ちなみに、どのくらい持って来たんだい？」

　箱屋が身を乗り出す。

　パルがゴクリと生なま唾つばを飲みこむ。

「……ヨルさん、持って来た商品をこちらの方にお見せしてくださいませ」

　俺はうなずいて、背負ったリュックをおろした。中から木箱を取り出す。

「全部で一〇〇個、ございます。どうぞご確かく認にんください」

　木箱の蓋ふたを開ける。

　中には青い輝かがやきを放つ《水魔獣の卵》がごろごろ入っていた。

　箱屋が口元を醜みにくく歪ゆがませた。

　それから、わざわざ数を数えはじめる。

　しばらくして──

　箱屋が嬉うれしそうにうなずく。

「たしかに一〇〇個あるね！」

「はい！　それででございますね、これを、八〇〇万Ｆで買っていただきたいのでございます。《水魔獣の卵》一〇〇個の相場は一〇〇〇万Ｆです。お得ではありませんか？」

「う～ん……少し難しいかなぁ」

　箱屋が醜く笑った。

　パルが驚おどろいて目を丸くする。

「そんな!?　相場から考えれば破格の安さでございますよ!?」

「いや、商売の基本は〝安く買って高く売る〟じゃないか。僕としては、もう少し色をつけてほしいんだよ」

「……いったい、いくらであれば、ご満足いただけるのでございますか？」

「一〇〇個なら五〇〇万Ｆだね」

「なっ!?」

　パルが啞あ然ぜんとするのも当然だろう。

　交渉術として最初にふっかけるのはアリなのだが、それにしてもふっかけすぎだ。

　パルが悩なやむようにしばらく唸うなる。

「……それは、いくらなんでも、安すぎではないでしょうか？」

「こちらとしては〝話に乗らない〟っていう選せん択たくもあるわけだ。僕以外の取り引き相手が見つかりそうなら、どうぞご自由に」

　パルが唇くちびるを嚙かんだ。

「わ、わかったのでございます……それでは、《水魔獣の卵》を一〇〇個で五〇〇万Ｆで、売らせていただきます。ただし、二〇〇個で一〇〇〇万Ｆでお願いします！　どうしても、わたくしは、お金を返してもらいたいのでございます！」

　演技ならたいしたものだ。

　パルが必死の顔で、あまりに安すぎる取引を提案した。

　箱屋が嘲ちよう笑しようで口元を歪めた。

「よし！　交こう渉しよう締てい結けつだ！」

「つきましては《誓約の魔石》を使って契約を結んでいただきたいのでございますが」

「いいよ。大口の取り引きに《誓約の魔石》を使うのは常識だからね。約束破りは神様に石にされるもんだ」

　しらじらしい言葉だ。

　パルが肩を落としながら契約条じよう項こうを提案していく。

「こちらといたしましては、しっかり個数を用意いたしますので、契約を締結した段階から金額の変更はなし、即そつ金きんでお願いしたいのでございますが……」

　箱屋がうなずいた。

「八〇〇万Ｆを取り戻もどすのがそちらの目的だったからね。きちんと代金を──一〇〇〇万Ｆを支し払はらうよ。よかったね、二〇〇万Ｆも増えるじゃないか」

「ありがとうございます」

　とんでもない言いぐさだ。《水魔獣の卵》二〇〇個の相場は二〇〇〇万Ｆ。半額で取引しておいて、まるで恩を売ったかのようだった。

「そちらも約束どおり二〇〇個の《水魔獣の卵》を持ってくるのを忘れないようにね」

「はい。ちゃんと個数も明記しておくのでございます。二〇〇個、と」

　箱屋は勝ち誇ほこるような笑えみを浮かべている。

「さっそく取り引き──といきたいとこだけど、あいにくと一〇〇〇万Ｆも持ち歩いてないから、明日あしたでいいかな？」

「わかったのでございます。わたくしも、持ってきているのは一〇〇個だけでございますから、明日、太陽が沈しずむまでにそちらに引き渡わたす、という契約でいかがでございましょうか？」

「それでいいよ。待ち合わせは、ここに夕方で？」

「そのようにしていただければ幸いでございます……では、確認しつつ実際に条文を記しるしていきたいのでございます」

　パルが手荷物から羊よう皮ひ紙しと羽根ペン、インクつぼ。そして、《誓約の魔石》を取り出す。

　サラサラと条文を記していく。





甲こうがパル　乙おつが箱屋

甲は乙へ《水魔獣の卵》二〇〇個を金一〇〇〇万Ｆで販はん売ばいする。

取引の期限は契約の翌日、太陽が沈むまでとする。






　さらに、取引の場所と時間を明記した。

　結ばれた契約を二人が検あらためる。

　箱屋が満足気にうなずいた。

「まぁ、たいして複雑な内容じゃないし、問題ないね。それじゃ《誓約の魔石》に血を」

「はいでございます」

　パルと箱屋が《誓約の魔石》に、それぞれ血を垂らしていく。

　魔石が輝き、契約が締結された。魔石が二つに割れる。

　箱屋がニヤリと笑った。

「いい買い物ができて嬉しいよ。じゃあ、明日」

「はい……《水魔獣の卵》を用意してお待ちするのでございます。それでは」

　ペコリと頭をさげて、箱屋に背を向ける。

　俺も同じようにしてパルの後に続いた。
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　宿への帰り道──

　買い物客で賑にぎわう通りを四人で歩く。

「……いやぁ、レイチェルが飛びこんでくるんじゃないかと、冷や冷やしたぜ」

「そんな不安がられるほどだったんですか!?」

「あの箱屋、俺もどうかと思うくらいしらじらしいことを言ってたからな」

「たしかに腹が立ちましたけど……ヨルさんに、出てくるなって言われてましたから、絶対に行きませんよ」

「ああ、悪かったな。あんたは約束を守る女だ」

「ヨルさんは私の先生ですから！　詐さ欺ぎの！」

「人聞きが悪いな！」

「あ、そうですね」

　俺はため息をついた。

　レイチェルの反対側にいるパルへと顔を向ける。

「よくやったな。あそこまでコケにしてくる相手に頭を下げるのは、容易なことじゃねえだろうに」

　パルが苦く笑しようする。

「謝るのは慣れているのでございますよ……」

「……そうか。にしても名演技だったよ。相手がふっかけてきたときなんか、本気でもう少しまけてもらおうとしてたのかと……」

「いえ、本気でございました。せっかくなので、こういう不利な状じよう況きようでの交渉術を学ぼうかと。でも、全然なんにも思いつかなくって……結局は交渉で負けてしまったのでございます……はぁ……」

「こんな状況でも学ぼうとするとは……意外とタフなヤツだな……」

「商人でございますから」

　少し照れくさそうに、でも胸を張って言った。

　ユニスが両手を挙げる。

「パルはすごいね！」

「そんなことはないのでございます。こうして助けて貰もらってるばかりですから」

「でも、がんばれるのは、すごいと思うの～」

　ほわほわ、とユニスが言った。

　俺もうなずいた。

「ああ、努力できるヤツは嫌きらいじゃねえな」

「ヨル～、あたしも、がんばってるよ～」

「そうか？　まぁ、人それぞれのペースがあるよな。あんたも、がんばってると思うぜ。もうちょっとしたたかになってくれたほうが、俺は安心だけどな」

　いつか、俺がこの街から旅立つとき……

　ユニスのことが、少し心配になるかもしれない。それくらい、このグラスウォーカーの少女は危あやうかった。

　レイチェルのことも気にはなるが。

　ユニスがウサミミの生えている頭をこすりつけてくる。

「したたかなのはヨルがやってよ～」

　その小さな頭を、片手で押し返した。

「自分でやれ。俺がいつまでもこの街にいると思うな」

「ッ!?」

　レイチェルが息を吞のんだ。

　なにか言いたそうな顔をするが、その言葉も吞みこんだようだった。

　そういえば、彼女は俺に街から出て行かないでほしい、と言っていたか。

　しかし、永遠にこの街に留とどまるつもりはない。いつかは……

　俺とレイチェルの間の微び妙みような空気を打ち砕くだくように、明るい声でユニスがまとわりついてくる。

「え～？　ヨル、うちで働かないの～？」

「こんな能天気な店主のもとで商売をする気はねえな」

　ウサミミをつまむ。

　ふさふさだ。

　ユニスが不満げに頰ほおをふくらませた。




　歩いているうちに、いつも食事をしている《グラン亭てい》が見えてくる。

　肉を焼くいい匂においが漂ただよってきた。

　とりあえず、やることはやったし、メシを食べることにしよう。

　パルが不安げに言う。

「あの……これで大だい丈じよう夫ぶなのでございますよね？」

「さてな？　俺はべつに全知全能じゃねえ。失敗する確率がまったくないとまでは言わねえよ」

「でも、限りなく低い、と？」

「そのつもりで計画を練ってる。というか一番難しい部分は、あんたがさっき上手うまくこなしたばっかりだ。俺は心配ねえと思ってるぜ」

「……あまり実感がないのでございます。八〇〇万Ｆもの大金を取り戻すために特別なことをしたという、自覚と申しましょうか」

　なるほど。

　不安はわかるが……

　俺は笑顔を見せる。

「依い頼らい主ぬしにできもしないことをやらせはしねえよ」

「……は、はい」

「あんたなら……こう言っちゃなんだけど、謝ったり、絶望したり、気弱に応対したりができそうだと踏ふんだ。そして、その通りの行動をしてくれた。それだけだ」

「そういうものでございますか」

「明日、大金を手にして、改めて自分の仕事ぶりに満足すりゃいいさ。とりあえず、メシでも食べようぜ」

　彼女の背中を押すようにして《グラン亭》に入る。

　今日はやることをやった。

　下手に出歩いて箱屋と出くわしても面めん倒どうくさそうだ。

　しっかりメシを食って、ぐっすりと眠ねむることにしよう。

　ユニスが「ごはんー!!」と嬉うれしそうに声をあげる。

　レイチェルが体重を気にしつつメニューに悩なやむ。

　パルが「ここは私が出させてもらいます！」と言って、俺は「後こう悔かいするなよ？」と笑った。
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　翌日の夕刻──

　俺はパルと一いつ緒しよに待ち合わせ場所に来ていた。

　昨日と同じく西大通りの一角だ。

　周囲にはレイチェルとユニスも隠かくれている。物好きな二人だ。

　まだ相手は来ていない。

　パルが不安そうに周囲を見回す。

「……まさか、来ないなんてことはないですよね？」

「それはできねえ契けい約やくだろ。取り引きの期限と、その場で商品と金銭を交こう換かんする旨むねが契約段階で定められているな？」

「は、はい……」

「二つ合わせて〝期限までに指定された商品と金銭の交換ができなければ契約違い反はん〟ていうようになるはずだ。おまけに場所まで指定してるから、違反で石になるのは向こうになるな」

　この程度がわからないでもなさそうだが。

　パルがホッと息をつく。

「で、ございますよね……どうにも、穴がないと思っていた契約で裏切られたもので、不安になると言いますか」

「なるほど。ま、気持ちはわかるが、大丈夫だ……ほら、見ろ」

　前を指差す。

　そちらの方角から、二頭の馬がやってきた。

　一頭には箱屋が乗っている。

　もう一頭の馬の胴どう体たいには左右に一つずつ鉄箱がぶら下がっていた。おそらく、あれが取引に使う金だろう。

　一〇〇〇万Ｆというのは大金だが、重量的にはそこまででもない。人力でも充じゆう分ぶんに持ち運べる重さだ。馬ならばわけもないだろう。

　馬が俺たちの前で止まる。鞍くらにまたがっていた箱屋がひらりと地面に降りた。

　彼は周囲を見回し、不思議そうな顔をする。

「こんにちは、お二人とも。ところで……《水魔獣の卵》はどこだい？　それらしい物を積んだ馬車が見当たらないけど」

《魔獣の卵》はリンゴより大きい。

　二〇〇個も持ち運ぶとなれば、荷馬車は必要ないが、いつもユニスが背負っているくらいのリュックでも入りきらないだろう。

　しかし、俺たちは荷物らしい物を持っていなかった。

　俺はいつもの黒ずくめの格好で、腰こしには剣けんを提さげている。

　パルは《魔獣の卵》二〇〇個などとても入らないような小さな革かわの肩かた掛かけバッグを持っているだけだった。

　俺は片手を挙げる。

「こっちの商品は用意してある。そっちが金を持ってきたか確かく認にんさせてくれ」

「これだよ。なんなら一枚一枚確認するかい？」

　馬からさげた鉄箱の蓋ふたを開く。

　革かわ袋ぶくろを取り出して、足元に置いた。

　パルがしゃがみこむ。

「たしかめさせてもらうのでございます」

　けっこう時間がかかるかと思いきや、パルの手つきは俺も箱屋も目を見張るものだった。

　なにかの機械みたいに正確で高速で、一いつ瞬しゆんにして金貨を革袋から、別の革袋へと移していく。

「はい！　一〇〇〇万Ｆありました！」

　俺は口笛を吹ふいた。

　箱屋が拍はく手しゆする。

「たいしたもんだね。さて、じゃあ、僕に《水魔獣の卵》をもらおうか」

　俺はパルへ視線を向ける。

　彼女がうなずき、肩からさげた革のバッグを開く。

　中から青く発光する《魔獣の卵》を取り出した。

「これでございます」

「うん、たしかに《水魔獣の卵》だね……それが一個だけ？　見本はいいから早く二〇〇個を出してほしいな」

「はい……でございます……」

　ちらりと彼女が目配せしてきた。

　まだ不安がっているようだ。

　俺は歩み出て、パルから《水魔獣の卵》を受け取った。

「数は二〇〇個だったよな」

「うん、契約内容は、二〇〇個の《水魔獣の卵》の販はん売ばいだからね」

「シンプルな契約内容だ」

「そうだね。残りはどこ？　まさか用意できなかったとか言わないよね？　契約違反で石になりたいわけ？」

「まさか！　待ってろよ、今、用意するからな……パル、袋の用意をしてくれ」

　俺は唇くちびるの端はしを吊つり上げた。

　パルがいそいそと手のひらより少し大きい革袋を用意して、俺の目の前に立つ。

「こ、これでいいのでございましょうか……？」

　袋の口を開けてたずねてきた。

　俺はうなずく。

「ああ、絶対に動くなよ？　絶対にだ。怖こわかったら、目をつぶってろ」

　箱屋が首をかしげた。

「なにをする気だい？」

「言っただろ？　あんたに渡わたす個数を用意するのさ」

　俺は手にしていた《水魔獣の卵》を高く放ほうり投げる。

　腰の剣を抜ぬいた。

　箱屋が目を丸くする。

　放り投げた《水魔獣の卵》が、俺の眼前まで落ちてきた。

　剣を振ふる。

　久々に、持ってる特殊技能スキルの大おお盤ばん振ぶる舞まいだ。

　魔王と戦ったときくらいの本気だった。

　地味だけど。

　一瞬で終わり。派手な音も、爆ばく発はつも、ピカピカ光るのもナシ。

　俺は剣を鞘さやに納めた。

　何事もなかったかのように《水魔獣の卵》が、パルの用意した革袋に落ちる。すとん、と。

　そして、袋の中でバラバラになった。

　パルが相手に差し出す。

「どうぞ」

　袋を受け取った箱屋が、革袋の中を覗のぞきこんで、あんぐりと口を開けた。

「なああああ!?　《魔獣の卵》を剣で斬きった……!?　金属なんだぞ!?」

　俺は肩をすくめる。

「魔術と武技と、いくつか特殊技能を合わせて──まぁ、用意したのさ。渡す個数をな」

「ふざけるな！　こんな……こんなの許されるわけないだろ!?」

　箱屋が革袋を地面に叩たたき落とした。

《水魔獣の卵》の破は片へんが地面に散らばる。

　俺はわざとらしく、ため息をついた。

「あーあ。一〇〇〇万Ｆと引き換かえに得た大切な商品を、そんな乱暴に扱あつかって……」

「誰だれがこんなものに金なんか払はらうか！　こんな契約は無効だ無効！」

「なんでだ？」

　首をかしげる。

　箱屋が言葉に詰つまった。

「ほ、本気で聞いているのか……？　こ、こんなの、一個をバラバラに砕くだいただけじゃないか！　契約した個数に足りてない！」

「契約書に《水魔獣の卵》の大きさに関する記き載さいはなかったよな？」

「たしかにそうだが……ふ、普ふ通つう、《魔獣の卵》と言ったら、リンゴよりも大きい物を思い浮うかべるだろ!?　こんな細かく砕くなんて想像できるわけがない！」

「すごいだろ？　《魔獣の卵》を均等な大きさに分割するのは、けっこう難しいんだぜ？」

　ウィンクする。

　箱屋が顔を真っ赤にした。

「バカにしてるのか!?　たしかに契約書に記載はなかったが、普通に考えて《魔獣の卵》といったら、こんな小さいものじゃない！　こんな詐さ欺ぎを働いてどうなるかわかってるのか!?」

「どうなるんだ？」

「そ、それは……」

　口ごもる。

　勢いで言っただけらしい。

　俺は肩をすくめて、相手が思いつくことができなかった答えを教えてやる。

「いいか、相手の思いこみにつけこんで不義理をすると、信用を失うんだ。取り引きをする商人には〝わざわざ確認しないこと〟がある。受け取る《魔獣の卵》の大きさだってその一つだな」

「そうだ！　信用を失うぞ！」

　受け売りかよ。

　よほど混乱しているらしい。

　しかし、同情する気にはならなかった。

「商売は信しん頼らいで成り立つ。大口の取り引きの場合、決定的な裏切りを防止するために《誓せい約やくの魔ま石せき》を使ったりもするが……それだってあんまり細かすぎることは条文に記しるさないものなんだ。こまごま条文を定めるってことは、それだけ相手を信用してないというふうに見られてしまうからな」

「そのとおりだ……僕はそちらを信用して取り引きをしたのに、この仕打ち！　どう落とし前をつけてくれるんだ？」

　箱屋の顔にニヤニヤとした笑えみがはりつく。

　……なにを考えているか、手に取るようにわかる。

　俺は相手の言うことを予想して、先回りした。

「〝信用を裏切ったことを触ふれ回られたくなければ口止め料をもらおうか〟とでも言いたいのかな？」

「僕の信用を裏切っ……!?」

「あのなあ、あんたは自分のこと頭がいいと思ってるみたいだが、俺に見抜かれるようじゃ、まだまだ全然だぞ？　それに──どっちが先に不義理を働いたのか、まさかこっちが見抜いていないとでも思っているのか？」

「どういう意味だ!?」

「あんたのやった詐欺は、とっくにお見通しなのさ」

「なっ……!?　デタラメを……」

　箱屋が目を見開く。

　パルが身を乗り出した。

「そうでした！　そもそも、どうしてわたくしとの契けい約やくどおり《火魔獣の卵》を渡していないのに、この方は石にならないんでございましょうか!?」

「契約の〝穴〟を突つかれたのさ」

「な、なんのことだ……!?」

　箱屋が額に脂あぶら汗あせをかく。

　まだパルは気づけていないようだった。

　少し説明しようか。

「たしか、契約の条文はこんな感じだったな？」




《火魔獣の卵》一〇〇個の取引における甲こう乙おつ双そう方ほうの条約。甲がパルで、乙が相手商人だ。





　・代金の八〇〇万Ｆは先払いとする。

　・期日までに該がい当とう商品がない場合、乙は甲へ取引額の倍額の違い約やく金きんを支払う。

　・納品期日については、乙が旧魔王領からファルトラに戻もどったあと、三日以内。

　・旧魔王領とファルトラ市との行き来の際、なんらかの事故があった場合は、




商品代金を返金のうえ、違約金は発生しないものとする。




　・本契約の有効期限は、契約が交かわされてから一ヶ月とする。






　箱屋が汗あせをぬぐった。

「なにも、問題ないだろうが？」

「あんたにとってはな」

「どういうことなのでございますか!?　どこに〝穴〟などあるのですか!?」

「そこの箱屋の立場になって考えてみようか？　得するためには、〝石にされない〟〝商品を渡さない〟〝違約金を払わない〟〝契約金を返さない〟という条件を満たす必要がある。そうしたら、一つしかないだろ？」

　箱屋の顔色が青ざめる。

　パルが真しん剣けんな表情で見つめていた。

　俺は詐欺師を睨にらみつける。




「あんたは、本当は──旧魔王領になんか行ってないんだ」




　箱屋が後ずさりした。

　だらだら、と汗を垂らしている。

　パルが呆ぼう然ぜんとした。

「ありえません……契約をしておきながら、仕入れに行くことすらしないなんて……」

「しかし、それが一番、お得だろ？」

「で、でも……」

「もう一度、契約内容を思い返してみな。旧魔王領に行かなけりゃ、金をもらって商品を渡さずに済む。商品を渡す期限が〝旧魔王領からファルトラに戻ったあと、三日以内〟なんだからな」

　パルが視線を落とす。

　真ま面じ目めな商人である彼女には、ずいぶんショックだったようだ。

「もう説明は必要ないか？」

「は、はい……つまり、この契約には最初から、契約を結んでお金を受け取ったあと、旧魔王領に行かないっていう〝穴〟があったのでございますね」

「そういうことだ」

「契約自体の有効期限が終われば、もう旧魔王領に行ってもなんの不都合もなくなる」

「ああ、だから客も来ないのに、こんなところで露ろ店てんを開いてたわけだ」

　ビクッと箱屋が身体からだを震ふるわせた。

　俺は肩かたをすくめる。

「最初に言ったよな？　こいつから《火魔獣の卵》を受け取ることは不可能だ、って。なにせ相手は《火魔獣の卵》を仕入れに行ってないんだから。持ってないんだ」

「そういうことだったのでございますね……」

「これが、今回の詐欺の全ぜん貌ぼうさ。名前をつけるなら──〝魔獣の卵詐欺〟ってところか」

　パルは怒おこっていなかった。

　むしろ、悲しんでいる。

「そんなこと……だって……そんなことをしたら……」

「商人としての信用を失う。商人として末永く取引をしていくんなら致ち命めい的てきだ……いちいち条文に〝商品を仕入れに行くこと〟なんて記さないのは、行くのが当たり前だからだ。だが、こいつは行かなかった」

「あなたそれでも商人なんですか!?」

　パルが激高する。

　箱屋が体中をぶるぶると震わせ──

　突とつ如じよ、哄こう笑しようした。

「あははは！　そうだよ！　行かなかったんだ！　どいつもこいつもバカだからね！　こんな単純な言葉遊びで八〇〇万Ｆも手に入る！　チョロいもんさ！」

「そんなことでこれから先、どうやって商売をしていく気だったんですか!?　信用を失えば取引してくれる人なんていませんよ!?」

「そんなのは後で考えればすむことだ。まずは大金を手に入れて自分の店を持つ……取引先なんてそれから見つければいいだけの話なんだよ。頭の出来がお前とは違ちがうんだ！」

　パルが歯は嚙がみした。

　俺はつっこみを入れる。

「同じような手口で自分が騙だまされてちゃ世話ないけどな」

　箱屋が顔を引きつらせた。

「グッ……」

「ひとつ聞きたいんだがな？　あんたは、バカだと思って騙したこの子が、何者か知ってるのか？」

　箱屋がパルを見た。

「な、何者か？」

「こいつは、豹ひよう子し爵しやくイングリット・ドヴォールの子飼いなんだぞ……？」

「なんだと!?」

「部下を詐欺にかけられて、あのプライドの塊かたまりみたいなドヴォール卿きようが黙だまってると思うか？　楽して八〇〇万Ｆの金を手に入れたことで、あんたの悪名はリフェリア王国中に広がることになるんだ……これから先、商人としてやっていけると本当に思ってるのか？」

「ううぅ……ッ!?」

　奇き妙みようなうめき声をあげる。

　肩を震わせて、目が真っ赤に充じゆう血けつしていた。

「ひょっとして知らなかったのか？」

「い、いや、だって……たしかに豹ひよう人じん族ぞくではあるけど……」

「旧魔王領にはこの街の西門を通って行くよな？　で、街の西側を通行するにはドヴォール卿に通行料を支し払はらうわけだ。箱屋のあんたが、卿の機き嫌げんを損そこねるのは、あんまりうまくないんじゃねえかな？」

「……あ、あがが……ちが……ぼく……知らなくて」

　箱屋は息も絶え絶えだった。

「頭の出来が違う、が聞いてあきれるな。相手のことも知らずに騙すなんて。取り引きのときに聞き出せたはずだぜ？」

「そ、そ、それでも！　八〇〇万Ｆは払わないぞ！　僕は仕入れなんか行かない！　今回の一〇〇〇万Ｆだって払うもんか！　こ、こんな、一個の《魔獣の卵》を斬きり裂さいただけなんて！　《誓せい約やくの魔ま石せき》が認めるはずがない！　ぼ、僕は！　覚かく悟ごして商人をやってるんだからな！」

「覚悟してんのか……仕方ねえな……そろそろ日が落ちるぞ？」

　周囲が薄うす暗ぐらくなる。

　西を見れば、ファルトラ市を囲む城じよう壁へきの向こうに太陽が消えていく。

　契約の期日は〝太陽が沈しずむまで〟だ。

　──《誓約の魔石》に認められなかったほうが石にされる。

　一個の《魔獣の卵》を分ぶん割かつして〝二〇〇個だ〟と言い張るヨルの側か。

　二〇〇個の《魔獣の卵》を受け取りながら〝金は払わない〟とする箱屋のほうか。

　箱屋が頰ほおをひきつらせながら、こちらを見下すように顎あごをあげた。

「い、今からなら契約を解除してやってもいいぞ？　いくら《誓約の魔石》とはいえ、契約者双そう方ほうの同意があれば一度結んだ契約だって解除できる……」

　俺はうなずいた。

「……ああ……しかし、こっちにその必要はねえよ。あんたは、もう少し商売ってもんを学んだほうがよさそうだな。まぁ、石になっちまったら、それは無理になるけどな。覚悟、あるんだろ？　太陽が沈むまで静かにしてたらどうだ？」

「ぐがぐぐぐ……ぼ、僕は、頭がいいんだ。覚悟だってある……商人として大成する才能ある傑けつ物ぶつなんだ……なぜ、こんなことに!?」

　顔を青ざめさせ、ガタガタ震えながら言った。

　俺は声を低くする。

「待つと決めたなら黙って待てよ。俺はあんたが石になったあと、正当な権利として一〇〇〇万Ｆを回収するから。八〇〇万Ｆを返してもらうのはあきらめる」

「じ、自分たちが石になる可能性は考えないのか……？」

「ありえない」

　断言する。

　箱屋がうなった。

　……おいおい、本気で払わない気か？

　正直、ヨルは焦あせる。

　このままだと……

　パルが、俺のほうを見つめる。

「……」

「どうした？　怖こわいか？」

「いいえ。ヨル様を信じるのでございますよ」

　彼女の声は震えていた。

　しかし、一歩も引くつもりがないのは間違いなかった。

　箱屋が後ずさりする。

　ギュッと彼が目を閉じて、つぶやく。

「……わ、わかった」

　俺はため息をついた。

「大声で頼たのむぜ。神様に聞こえるくらいな」

「か、金は、払う！　払います！　だからぁ……どうか石にはしないでくださいィッ!!　ドヴォール卿にも言わないでくださいィ、お願いします！　お願いします！」

　箱屋が地面に頭を押しつける。

　俺は視線をパルへと向けた。

　彼女が箱屋の前でしゃがみこんだ。

「わたくしは、あなたにお金を騙しとられたこと、生しよう涯がい、忘れません」

「ヒッ!?」

　もう箱屋は涙なみだと鼻水をたらして大変なことになっていた。

　パルの様子は穏おだやかに見えるが、やられたことを思えば激げき怒どしていても不思議はない。

　自分の進退が危なくなったことに加え、世話になったドヴォール卿の期待を裏切るところだったのだ。

　許せなくても仕方がないだろう。

　パルが深々と頭を下げる。

「いい勉強をさせていただきました」

「は？」

　箱屋が目を見開く。

　パルが笑った。

「ですので、あなたも今回のことを糧かてに……どうか、まっとうな商人として、これからがんばってほしいのでございます。今後は信用第一の取り引きをいたしましょう。どうか、ごひいきによろしくお願いいたします」

「……う、ぐ……ううううう……うわあああああああああ……ごめんなさいぃぃぃ。ごめんなさいぃぃぃぃ……あり、ありがとう……ありがとうございますううぅぅぅ！」

　とうとう、箱屋がわんわん泣きだした。

　どこかから、少女たち二人が泣く声が聞こえてくる。レイチェルとユニスだろうか？

　パルの優やさしさに、思わず涙が出たらしい。




「やれやれ……どいつもこいつも甘いこって」

　先ほど、安あん堵どの吐と息いきをついたことを俺は忘れることにして、そう肩かたをすくめた。

　まったく、なんてことだろうな。

　俺の周りには、お人ひと好よししかいないようだった。
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　箱屋から一〇〇〇万Ｆを受け取り、俺たちは引き上げた。

　搾しぼり取れば《火魔獣の卵》の取り引きで、あと八〇〇万Ｆを取ることもできたが、それはしていない。

　甘いことだが、パルはそういうやつだった。

　その後──

　隠かくれていたレイチェル、ユニスと合流した。

　東地区へと向かう。

　パルが俺に向けて何度も頭を下げた。

「ありがとうございます！　ありがとうございます！　これでイングリット様に顔向けできそうです！」

「わかったわかった……だが、あんたの仕事はこれからだぜ。そもそも《火魔獣の卵》を安く仕入れるのが目的だったろ？　現時点であんたは他ほかの競争相手より一ヶ月近く出で遅おくれたわけだからな」

　わかっているとは思うが釘くぎを刺さしておく。

　パルがしゅんとした。

「それはそうですけど……でも、今回、騙されて騙し返したことは、きっとお金では買えない価値のあることだと思うのでございます」

「俺は騙し返した労力を金に換かえてほしいがな。いくら頭を下げられても、それとは別に報ほう酬しゆうはもらうぜ」

「わかっています。いくら拝んでも拝みきれないほど感謝をしているのでございますよ」

「ああ、金貨で示してくれ」

　レイチェルが俺の様子を笑って見て言う。

「すごいことをしたっていうのに、ヨルさんは本当に素っ気ないですよね」

「当事者だと気づきにくいことを傍ぼう観かん者の立場から教えてるだけさ」

「私なんて、今回はヨルさんと同じ立ち位置だったはずなのにさっぱりわかりませんでしたよ」

　ほえー、と感かん嘆たんしたように口を開けていた。

　俺は頭を抱かかえる。

「……あんたは素す直なおなお人好しだからな」

「えっと、褒ほめられてます？」

「賞賛と受け取っておいてくれ。そのほうが面めん倒どうくさくなさそうだからな」

「わかりました！　ありがとうございます！」

　嬉うれしそうに礼をした。

　皮肉が通じないのは果たして欠点か美点か微び妙みようなところだ。

　ユニスが俺の服をひっぱる。

「ねえねえヨル～」

「なんだよ」

「あたしもね、今回は勉強になったよ」

　真しん剣けんな顔でうなずいている。

　珍めずらしい。

　俺は興味深く思ってたずねた。

「どんなところがだ？」

「……信用があれば取引先と長い付き合いができるし、やっぱり商人に大事なのは信じる気持ちだよね！」

「そうだな」

「あたしのやりかたは間違ってなかったんだよ！」

「いや、もう、なんか……」

　たしかにそうなんだが、そうじゃない。

　しかし、上手うまく言葉にならなかった。

　ユニスがニコッと笑う。

「ヨルのおかげで、また大切なことがわかったよ～。ありがとね、ヨル！」

「……もういいや。あんたはそのままでいてくれ」

「うん！」

　力強くうなずかれる。

　俺は全身が脱だつ力りよくするような感覚を覚えた。

　……ま、たしかに、ユニスにはこのままでいてほしい。

　きっと苦労するだろうけれど。

　得するばかりが正解じゃないだろう。

　世界中がユニスみたいなやつだらけになれば、その世界はきっと平和で幸せになる。

　俺は大きく伸のびをした。

「ああ、腹が減ったな。いつもの食堂で夕飯でも食うか」

　パルがひときわ大きく頭をさげた。

「わたくしは、さっそく《火魔獣の卵》の仕入れがありますので、これにて失礼するのでございます。この場で報酬をば」

　報酬額は二〇〇万Ｆだった。

　ちょうど、今回の件でパルが儲もうけたぶんだ。

　俺はうなずく。

「そうか。んじゃあ……レイチェル、ユニス、先に《グラン亭てい》に行っててくれ。金の話なんでな」

　二人がうなずいた。

　レイチェルが「三人ぶん、頼んでおくから、早く来てね？」と言った。

　またあとでねーとユニスが手を振ふる。




　俺はパルと二人きりになり、通りの片かた隅すみに身を寄せた。

　大金の取り引き場所としては、少々不用心だが……

　だからこそ、こんなところで二〇〇万Ｆも受け渡わたしているとは誰だれも思わないだろう。

「んじゃ、もらっておこうか？」

「はい。こちらになるのでございます」

　パルが小さな革かわ袋ぶくろに金貨を詰つめて手渡してくる。

　中身を確かく認にんした。

　たしかに、二〇〇万Ｆ──金貨が二五枚、入っていた。ずっしりと重い。

「重いな」

「それはもう」

　俺は革袋の中から一枚だけ金貨を取り出した。一枚で八万Ｆになる。

　そして、パルへ革袋を返した。

　パルが目を丸くする。

「えっ!?　そんな！　これを受け取るわけにはいきません！」

　大げさに首を横に振る。

　予想はしていたが、やっぱり納なつ得とくしないか。

「まぁ、一番難しくて重要な仕事は、あんたがやっただろ？　服を用意したり、バラバラにした《水魔獣の卵》のぶんもあるし……」

「必要経費は依い頼らい主ぬしが出すのが当然でございます！」

「いや……俺の財さい布ふは小さいんだよ。あんまり多くもらっても破れちまう」

「それでは、新しい財布を今すぐ用意いたしますので！」

「悪いが、気に入ってるんだ。この財布も……このやり方もな」

「ううぅ……そうでございますかぁ……」

「まぁ、なんだ……それは、俺からの応おう援えんってやつだ。そいつで遅おくれを取り戻もどして、がんばれ」

「あ、ありがとうございます！　ありがとうございます！　ありがとうございます！」

　パルが何度も何度も頭を下げた。

　俺はパルに背を向ける。

「じゃあな。成功を祈いのってるぜ」

「本当の本当にありがとうございましたッ！」

　大声で感謝されるのは照れくさい。勇者をやっていた頃ころは、街に行くたびに、こんな調子だったが……

　慣れないものだ。

　俺は振り返らずに、その場を後にする。

　いつまでもパルから視線が注がれているのがわかった。
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《グラン亭》──

　もう辺りは夜になっている。

　ぺこぺこの胃い袋ぶくろをさすりながら店内へ入った。

　報酬をもらうまではほぼ無一文だったので、やっと飯にありつけるわけだ。

　すでに、レイチェルとユニスが待っているはずだった。いつものカウンターにはいないから、テーブルのほうか？

　店の真ん中に、二人の姿を見つけた。

　いや、二人だけではない。

　やけに目立つ格好をした女性が、酒をあおっているのを発見する。

　赤いドレスを身にまとった豹ひよう人じん族ぞくのようだ。耳や尻尾しつぽ、長い髪かみは炎ほのおのような赤で、瞳ひとみも同じ色だ。

　見るからに店の雰ふん囲い気きに合っていない高貴で妖よう艶えんなその美女に見覚えがあった。

　俺は思わず叫さけんでしまう。

「ドヴォール卿きよう!?　なんであんたがこんなとこにいるんだよ!?」

　レイチェルとユニスのいる中央のテーブルで、かぱかぱと酒をあおっていたのは、ドヴォール卿だった。

　俺を見て牙きばをのぞかせる。

「おお、待ちわびたぞ、ヨルよ。ささ、来るがいい。わらわが酒を注ついでやろう」

　手招きされる。

　もう、俺のぶんの杯さかずきも用意されているようだ。

　逃にげても仕方ない。

　俺は大人しく招きに従った。

　店の中央の丸いテーブルを四人で囲む。
















　この店において、国家騎き士しであるレイチェルはかなり浮ういているが、ドヴォール卿ほどではなかった。

　周囲の視線が集まっており、居い心地ごこちの悪さを覚える。

　俺は半眼で彼女を見た。

「なんであんたがここにいるんだ？」

　ドヴォール卿が楽しげに杯を掲かかげた。

「ふっふっふっ……どこで酒を吞のもうが、わらわの自由であろ？」

「屋や敷しきでグラスをかたむけてるあんたは想像できても、大衆食堂でジョッキを片手に上じよう機き嫌げんなあんたは、目の前にしてても想像できねえよ」

「珍しいものが見れて幸運じゃな。ほれ、杯を持つがよい」

　うながされるままに木製ジョッキを持った。

　ドヴォール卿が、瓶びんに入った赤い酒をなみなみと注いでくれる。

　エールみたいな量を寄よ越こしたが、こんなにいっぱいグビグビ吞むような強さの酒ではない。

「入れすぎだ」

「おや、吞めないのかえ？」

「……まぁ、吞めないとは言わねえけど」

　俺は注がれた酒を一気に吞み干してから、質問する。

「ひょっとしてあんた、俺に用事か？」

「なんじゃなんじゃ、そこまでいい吞みっぷりをしておいていきなり本題を切り出そうとは、ヨルは女の扱あつかいをわかっておらんのう」

「……うるせえな」

　いろいろと思い出してしまう。

　シャノワールのこととか……

　ドヴォール卿がテーブルに肘ひじをついた。

「部下が世話になったようじゃな」

「……パルか。やっぱりこっちを監かん視ししてたのはあんたの手の者か」

「気づいておったか！　いや、見事見事。さすがじゃな！　ほれ、もう一いつ杯ぱい……うん、もう瓶が空じゃな。店主！　新しい瓶を持って来い！」

　はいよ！　という野太い声がカウンターから返ってくる。

　レイチェルが緊きん張ちようがちに声をだした。

「あ、あのお……今回の件、全部見てらしたんですか？」

　ドヴォール卿がうなずく。

「うむ。部下を競きそわせている最中じゃからのう。あの子らの行動は逐ちく一いち監かん視しし報告させておるわ」

「じゃあ、詐さ欺ぎに遭あう前にどうにかできたんじゃ……」

「できたかもしれんのう。しかし、そこでわらわが手を出しては子らの成長が見こめんでな。詐欺に遭うのも一興じゃろうて」

「そんな……冷たいです」

　怒おこったような声だった。

　ドヴォール卿が笑ったまま、しかし目だけを爛らん々らんと輝かがやかせる。

「人間ヒユーマンの騎士よ、聞くがいい。よちよち歩きの赤あかん坊ぼうが立ち上がろうとしておる。しかし立つというのは危険じゃ。転びもする。ふらふら歩きでぶつかりもする。そんなとき、貴様が親ならなんとする？」

「……それは……」

　口ごもる。

　俺は答えを引き継ついだ。

「見守るのが正解だな。いつまでも四よつん這ばいじゃ生きていけねえ……自立するには苦労も怪け我がもあるもんだ。手を出したくもなるが、見守るのが赤ん坊のためだ」

　ドヴォール卿が楽しげに手を叩たたく。

「そういうことじゃ……とはいえ、今回ヨルの手を借りてしまったのは予想外ではあったがのう。止とめようかどうしようか迷ったがこれも一つの判断と思うて止とめなんだ。それにパルでは八〇〇万Ｆを取り戻すのは手に余るのも事実じゃろう」

「行動力があることはわかったんだし、いいんじゃねえか」

「甘いのう。ともあれ……パルが世話になった。わらわからも礼を言わせてほしい」

　彼女が頭を下げた。

　まさかドヴォール卿から直々に礼を言われるなんて思ってなかったので、少し戸と惑まどう。

　俺は視線を逸そらして鼻を鳴らした。

「ふん……ま、たんに仕事をしただけさ」

「ついてはわらわからも、そなたに報ほう酬しゆうを支し払はらわせてくれ」

「悪いな。俺の財布はさっき受け取った報酬でパンパンなんだ。これ以上ははち切れる」

「困ったのう。では、そなたに払う報酬で宴えん会かいでもするか……皆みなの衆！　本日の食事はヨルのおごりじゃ！　存分に食べ、吞むがいい！」

　周囲から歓かん声せいがあがった。

　マスターへの注文が殺さつ到とうしだす。

　俺は頰ほお杖づえをついた。

「素す直なおにあんたからのおごりにしとけよ」

「そなたに渡わたすはずの報酬で支払うのだから、そなたのおごりじゃな。そなたも好きに飲み食いするがいい」

「まぁ……そういうことなら甘えておくか。こっちにも酒と食い物をくれ！」

　忙いそがしそうにしているが、オヤジはいつも通り「あいよ！」と野太い声で返事をした。

　ずいぶんと騒さわがしくなる。

　ユニスがドヴォール卿に話しかけた。

「そうそう、イングリットのこと、ナンナが探してたよ？」

　商工協会の会長のことだ。前に離り宮きゆう建設の詐欺にかけられたときの被ひ害がい者しやで、そのときは、どうにかこうにか助けられた。ドヴォール卿の世話にもなった。

　ナンナとドヴォール卿は冒ぼう険けん者しや時代にパーティーを組んだ仲だったらしい。

「……左様か」

　歯切れが悪い。

　ユニスが首をかしげる。

「離宮建設予定地を決めるときに協力してもらったからお礼をしたいって……でも捕つかまらないって言ってたよ？」

「……うむ、そうか。気が向いたらわらわから訪ねよう」

「今ヒマなら、あたし、呼んでくるよ？」

「いや、その必要はない」

　どうやら会いたいとは思っていないようだった。

　不仲ではないはず。むしろお互たがいを気き遣づかっているように見えるのに、どうしてだろうか。

　俺は不思議に思った。

「あんたとナンナは、昔一いつ緒しよに冒険してたんだったよな？　そのときになにかあったのか？」

　ドヴォール卿が唇くちびるをとがらせる。

「う、む……いやな、わらわもナンナも、今では立場のある身ではないか」

「子し爵しやく様だな」

「しかしナンナとは長く冒険をしておっての……あやつは、子供のころのわらわを知っておるのじゃ」

「幼なじみなのか？」

「少し違ちがう。ナンナはわらわにとって、姉のような、母のような……そんな存在じゃ」

「そうだったのか。てっきり同じくらいの歳としかと思ってたぜ」

「グラスウォーカーほどではないが、ドワーフの女性も年ねん齢れいがわかりにくいからの」

「たしかにな」

　グラスウォーカーは子供の姿のまま、どれだけ歳を取っても大人の容姿にならない。

　ドワーフの女性は身長こそ低いものの、顔つきも体つきも成長する。しかし、他種族からすると、年齢がわかりにくいのは確かだった。

　他ほかにもエルフは寿じゆ命みようが三〇〇年くらいあって、二七〇年くらい若々しい姿のまま老いないので、やっぱり年齢不ふ詳しようだったりする。

　豹ひよう人じん族ぞくと混魔族デイーマンは、人間ヒユーマンに近い歳の取り方をするのだった。

「あるいは……わらわが年とし増まに見える、と言いたいのであれば、ヨルの寿命は存外に短かったということになるが？」

「いやいや、そんなこと思っちゃいねえよ」

　女性に歳の話を振ふるのは、魔王を倒たおした勇者にだって危険なことだった。

　ユニスが首をかしげる。

「そんなに歳ってわからないかな？」

「同じ種族の者たちには、そうでもないかもしれぬが……他の種族から見ればわかりにくいこともある。わらわはナンナの年齢を知らん。わらわが子供のころからすでにあの容姿であったし、あの性格なので正直に言わずごまかすゆえな……」

「それが会いたくない理由なのか？」

「べつに歳のことなど、どうでもよい。それより、あやつは会えばわらわに礼を言うじゃろ？」

「だろうな」

「それが気に入らぬ。貴族だからと敬語を使われたり、恩人だと感謝されたり……そんなのは、わらわとナンナではない。そもそも、離宮建設の件を解決したのはヨルじゃ。しかも、あのヒューガルデンの青二才にしてやられていたら、ファルトラ市は亜あ人じんの住めない街にされておった。わらわたちは協力してモンスター退治をしたようなものじゃ」

「なるほど。いろいろ考えてるな」

「左様、つまり、今はどんな顔をして会えばいいかわからぬ」

　俺は苦く笑しようした。

「昔の仲間ってのは、会うまではどう話していいか戸惑うかもしれねえが……いざ会ってみたら自然と昔みたいに話せるもんだ。そこまで気負うことはねえよ」

「そういうものかの？」

「あんたとナンナなら大だい丈じよう夫ぶだろう」

　きっと会えばすぐに打ち解けられる。

　俺とイライザはそうだった。

　もちろん──もちろん、時間が経たって変わってしまう関係もあるけれども。

　変わってしまったものだって、きっと昔みたいに戻もどれるだろう。そうであることを願う。

　妙みように感傷的な気分だ。

　一気に強い酒をあおったせいで、酔よっているのかもしれない。

　少し悩なやんでいるあいだに料理が運ばれてくる。

　ドヴォール卿きようが酒さか瓶びんを手にして、俺に話しかけた。

「そなたの言う通り、難しいことを考えるよりも直接会いに行ったほうがいいかもしれんのう」

「ああ……そう思うぜ」

「よし、酔った勢いで訪ねてみるか……というわけで、そなたも吞のめ！　わらわが前後不覚になるまで付き合うがよい！」

「……あんた、たぶんかなり強いだろ？」

「そうでもないぞ？　酒瓶を……そうじゃな、三本も空けるころには……」

「めちゃくちゃ強いじゃねえか」

「ほろ酔いじゃ」

「三本でほろ酔いなのかよ！　強いなんてもんじゃねえな」

　げっそりする。

　まあ、焚たきつけてしまったのは俺のような気もするし、付き合うとするか。

　それに、せっかく世界が平和になったのだから、飲み明かす夜があってもいいだろう。
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　深夜──

　ようやくドヴォール卿に解放されて、俺は帰路についていた。

　左右にはレイチェルとユニスがいる。

　どうやら国家騎き士しとして夜中に小さなかわいい女の子（ユニス）を一人で帰らせることはできない──ということらしく、送っていくつもりのようだった。

　で、俺は国家騎士の女の子を夜中に一人で帰らせるのは忍しのびないので付き合っている。

　ひとまず、三人でユニスの家を目指し歩いていた。

　レイチェルが謝罪する。

「すいませんヨルさん、付き合ってもらっちゃって」

　俺は首を横に振った。

「夜中にあんたを一人で騎士宿舎まで帰らせる不安を思えばどうってことねえよ。自覚ないかもしれないが、あんただって俺から見れば〝かわいい女の子〟だからな」

「よ、ヨルさん、酔っ払ぱらってます？」

　うわずった声だった。

　顔も赤い。

　俺は鼻で笑った。

「そっちこそ酔っ払ってるのか？　顔が赤いぞ？」

「私は酔ってませんよ！　もう、びっくりしたなあ……」

　ふう、と息をついていた。

　俺、おかしなことでも言ったかな？

　ユニスが明るく笑った。

「平和だね～」
















「……なんで突とつ然ぜんそんなこと言い出したかわからねえが、たしかに平和だな」

　静かな夜だ。

　人通りもなく、明かりも乏とぼしい。

　遠くの見えない静かな闇やみの中を三人で歩いて行く。

　この静せい寂じやくは、たしかに〝平和〟と呼ぶにふさわしかった。

　レイチェルが呼吸を整えてから言う。

「それにしても……ドヴォール卿はちゃんとナンナさんのお宅にたどり着くことができたんでしょうか？」

　付き添そえなかったことを気に病やんでいるらしい。申し出たのだが、ドヴォール卿に「ついてきたら八やつ裂ざきじゃ」と断られたのだから仕方がない。

　おそらく、ナンナと会うところを見られるのが恥はずかしかったのだろう。

　俺は気楽に言った。

「ま、大丈夫だろ。護衛はいっぱいいたしな」

「え？　誰だれかいましたっけ？」

「気づかなかったのか？　客に紛まぎれてたり、物もの陰かげから見てるやつらがいたろ……？」

「そうなんですか!?」

「そりゃな、子爵なんだし、しかも上流階級に敵が多いんだ。たった一人で酒場に来て酔い潰つぶれる寸前まで吞むなんてことはありえないだろ」

　誘ゆう拐かいや暗殺の可能性はいつでもあるのだ。

　まして豹ひよう子し爵しやくは亜人であり女性であるのに貴族で、人族の領地と旧魔王領のあいだを通る者から通行料を徴ちよう収しゆうできる権利を持っている。

　他の貴族よりも、よほど狙ねらわれる要素が多かった。

　レイチェルが感心したように言う。

「いろいろ大変なんですね……」

「そうだな」

　静かに見えても裏になにがあるかわからない。そういう時代だ。

　……今日くらいは面めん倒どうなことを忘れて、ユニスの言うような平和を実感してみようと思ったんだが、どうにも気苦労の絶えない性しよう分ぶんらしい。




　静寂な夜の道を歩いて行く。

　あれこれと三人で雑談を交かわしながら。

　カツンコツンと石いし畳だたみを靴くつで叩たたく音は、どこかリズミカルで面おも白しろい。

　俺たち三人は歩ほ幅はばも違っていて、奏かなでるテンポも違っていた。

　だが、ある一定の間かん隔かくで足音が重なることがある。

　カツンコツン、カツンコツン、カツンコツン。

　次の一歩で足音が重なるな、と会話しながらも、ぼんやり意識の端はしで足音を聞いていた。

　三人の足が同時に地面を叩く。




　夜のファルトラ市に轟ごう音おんが響ひびき渡わたった。




　足音が関係──あるはずがない。

　震しん動どうすらともなう、とてつもなく重い音だった。

　ドン、とか、ドゴン、というよりも、落らく雷らいじみたピシャアアアンという音が近い。

　俺は酔いも吹ふっ飛んで、音のしたほうを見る。

　街の西側。

　ファルトラ市をぐるりと囲む城じよう壁へきは、八角形をしている。その角には、巨きよ大だいな塔とうが建っているのだが……




　西側にある塔のひとつが、炎ほのおと煙けむりに包まれている。




　俺は駆かけだしていた。

　レイチェルに名前を呼ばれる。

「ヨルさん！」

「家に帰ってろ！」

「そうはいきません！」

「好きにしろ！」

　彼女は国家騎士だった。街に異変があれば、駆けつけるのが当然か。

　しかし、近づいてほしくない。妙な胸むな騒さわぎがした。

　そのうえユニスまで一いつ緒しよについてくる。彼女こそ商人なのだから危険に近づくなと言いたかったが、押し問答している暇ひまはなかった。
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　ファルトラは城じよう塞さい都市だ。

《人じん魔ま戦せん争そう》のときには、人ひと族ぞくの最前線拠きよ点てんとして使われていた。

　多くの冒ぼう険けん者しやや兵士たちがこの街から魔王領──今では旧魔王領と呼ばれている場所へと旅立ち、戦果を挙げ、逃にげ帰り、あるいは散っていった。

　ファルトラ市には三つの壁かべがある。

　一つは中央地区を囲むもので、防犯用のものだった。二つ目は昔使われていた外がい壁へきで、今は半はん壊かいしている。街が広げられて、もう意味がなくなった。

　そして、三つ目の壁は街の外周を囲む、高くて分厚い巨大な城壁だ。

　堅けん牢ろうな石壁と、その外側にある水をたたえた堀ほりは野や獣じゆうや野や盗とうから市民を守っている。

　さらに、魔族や魔ま獣じゆうに対する備えもあった。

　結界が街をおおっているのだ。

　中央地区にある魔術師協会の塔を起点として──城壁の八つの角に建っている八本の塔を使って駆く動どうする。

　巨大な儀ぎ式しき魔術だった。

　この結界は魔王や魔族や魔獣など、それらに関かかわるものを遮しや断だんする効果を持っている。それにより、ファルトラ市は《人魔戦争》において人族の最前線とされたのだった。

　つまり、城壁の八本の塔は、街を外敵から守るために、欠かせない重要な施し設せつということだ。

　その塔のひとつが、中なか程ほどの高さから、なくなっていた。

　あるべき高さまで塔がない。

　積み上げられた巨大な石の建物が……

　まるで積み木の塔を子供が倒たおしたかのように、あっさりと崩くずれ去っていた。

　こぼれた上側の部分は、城壁の外にある堀に落ちて、そこを埋うめてしまっている。

　自然に崩れたわけではなさそうだ。

　ものすごい力で押されたのか、一部の石が圧あつ壊かいしている。

　おそらくは、風系の魔術による攻こう撃げきか、あるいは魔獣か召しよう喚かん獣じゆうによるものだろう。

　すでに大勢の人が集まっていた。

　人ひと垣がきを押しのけて前に出る。

　動どう揺ようする市民たちを、自警団とか駆けつけてきた地方騎士やら軍人やらが、なだめたり近づかないよう押し戻もどしたりしている。

　国家騎士であるレイチェルがいるおかげで、俺は崩れた塔に近づくことができた。




　レイチェルが驚おどろいて口元を押さえた。

「塔が!?　これじゃ……街が……」

　魔族は姿を見せなくなった。ここ最近は、魔獣も姿を減じている。

　しかし、どれもいなくなったわけではなかった。

　魔王はいなくても、魔に連なる存在が全すべて消えたわけではない。それらの危険から街を守るためには結界が必要なのだ。

　俺は確かく認にんする。

「レイチェル、この塔がなくなったら、街を守る結界はどうなる？」

「き、消えちゃいます。そう魔術師協会から聞かされています。だから、なにがあっても壊こわされないように、夜でも自警団の人たちが警備してたのに……」

「まぁ、この有様だと自警団とか関係なさそうだな」

　塔を破は壊かいできるほどの魔術師なり魔獣なりが相手では、武器を持っただけの市民に塔を守ることはできなかっただろう。

「ふむ……」

「ヨルさん、なにかわかりますか？　私、こんなの、わけがわからないです！」

「落ち着けば、あんたにもわかることはあるさ。石の砕くだけた様子や、塔の崩れ方を見れば、大きな力で内側から押されたのは確実だろ？」

　しかし、長らく平和に暮らしてきたレイチェルには、あまりに衝しよう撃げきが大きすぎたのだろう。まだ動揺している。

「……内側から……街の中にいる誰かが、塔を壊した……って言うんですか!?」

「そういうことになるな」

　俺は自分が手に汗あせをかいていることに気づいた。

　冷静だと思っていたが……

　さすがに、この事態には、少しは緊きん張ちようしているらしい。

　なにせ結界がないときに魔獣が攻せめてきたら、城壁を突とつ破ぱされて街中が戦場になってしまう。ファルトラ市が陥かん落らくしたら、その後ろには、より戦う力のない人族の街が、いくつもあった。

　数え切れないほどの人族が、命を落とすことになるだろう。

　魔王討とう伐ばつをしていた頃ころでさえ、ここまでの事態に陥おちいったことはなかった。

　深呼吸して、冷静さを取り戻す。

　もう魔王は倒した。

　魔獣や魔族は力を失い、数を減らしている。

　状じよう況きようは悪いが、自分がいれば、なんとかなるはずだ。

　そう、わかっているのに──なんだとも言えない不気味な予感が、胸に渦うず巻まいていた。

　ユニスが不安げに俺を見上げる。

「……ヨル……どうなっちゃうんだろ？」

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　ほとんど無意識にそう答えていた。

　その言葉は、悪い予感を覚えている自分自身を安心させるために言ったのかもしれない。








第二章　壊れる安寧









　翌日──

　俺は今日も仕事を探しに冒険者協会へ行く。

　周囲のものよりひときわ大きな建物で、入口はいつでも開放されていた。

　中へ入って様子をうかがう。

　酒場も兼かねた一階には、普ふ段だんであれば多くの冒険者が集つどっているのだが……

　今日は、閑かん散さんとしていた。

　中にいるわずかな人々も、どこか声をひそめるように話をしているだけで、おどろくほど静かだ。

　俺は周囲で交かわされる会話に耳をそばだてた。

　聞こえてきたのは、入口近くのテーブルでジョッキを傾かたむける、エルフの女性と人間ヒユーマンの男性の声だ。




「ねぇ知ってる？　西側で塔とうが倒れたんですって……」

「ああ、反乱だっけ？」

「違ちがうわよ。たしか魔獣が攻めてきたらしいわ。空を飛ぶワイバーンの姿を見た人がいるんですって」

「俺が聞いた話じゃあ、旧魔王領に行った奴やつらが徒党を組んで王国に攻めてきたって言われてたぞ」

「なんにせよ物ぶつ騒そうなことね」

「そうだな……違う街へ移動したほうがいいだろうか」

「バカね、こういうときだから大きな仕事があるかもしれないじゃない。大きく稼かせぐチャンスかもしれないわよ？」

「……あんまり危険なのはやりたくないんだけどな」

「大丈夫よ。あなたは私が守るから」




　どうでもいい話になってきたので、聞き耳を立てるのをやめた。

　なるほど、この閑散とした状況は塔が壊れたせいか。

　街の様子もどことなく静かだったのは、すでに噂うわさが広まっているからだろう。

　ま、あんだけ派手にぶっ壊れてりゃ嫌いやでも目につくか。

　俺は壁に掛かかっているボードを見た。

　依い頼らい書しよが張り出してある。

　貼はってあるのは〝薬草採取〟や〝魔術の家庭教師〟など、いつもと変わらず平和なものばかりで安心する。

　まだ塔が破壊された影えい響きようは、冒険者たちへの依頼にまで及およんでいないようだ。

　ある意味、平和ボケなんだよな。

　しばらく平和が続いたから、結界が消えたからって大おお騒さわぎするような人は、そう多くなかった。そもそも、それほどの小心者なら、ファルトラ市より王都に近い街に住むこともできるのだから。

　さて、手て頃ごろな仕事はあるだろうか？

　塔が壊されていることは心配だったが、生活費を稼ぐことも必要なのだった。

　おしゃべりに興じている冒険者が多いので、今日は仕事が選べそうだ。

　それぞれを詳くわしく見ていると──
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　のほほんとした声が聞こえる。

　冒ぼう険けん者しや協会の入口のところから、ユニスが手を振ふっていた。ウサミミが左右に揺ゆれる。

　俺はそっちへと向かった。

「どうした、ユニス？　たまたま通りがかったのか？」

「ううん、ヨルを捜さがしてたんだよ～」

「俺を？」

　眉まゆをひそめる。

　ユニスが俺を捜していたということは、商工協会がらみでまたなにかあったのか？

　彼女が切り出す。

「あのねあのね、大変なことになったんだよ～」

「……あんまり大変そうには見えねえが、あんたがそう言うなら、なるべくなら聞きたくないくらい大変な事態が起きてるんだろうな」

　こいつがこんなことを言うときは、国王が絡からむくらいの大事が起きてるからな。

　嫌な予感を覚えながら言葉を待つ。

　ユニスがちょっと悩なやむように唇くちびるに指をあてた。

「ううんと……信じてもらえるかわからないくらい大変なことなんだけど」

「あんたがそこまで言うのか……怖こわすぎるんだが」

「あのね、モンスターが出たの」

「……なんだ、そんなことか」

　魔ま王おうが倒たおれたからといってモンスターが全ぜん滅めつしたわけではない。

　力を失いはしたが魔ま獣じゆうはまだまだいるし、〝強力で害悪な野生動物〟という意味でのモンスターだっている。

　ユニスがバタバタと手を振った。

「違うの違うの。街の西側に出たの」

「そりゃ出るだろうよ。あっちには旧魔王領だってあるし……ああ、壁かべが壊れてるから普段より大変とかいう話か？」

「そうじゃなくって！　たくさんなの～！」

「……いまいち要領を得ないな」

「とにかく、来て！」

　腕うでを引っ張られる。

　ユニスがこれだけ慌あわてるというのは珍めずらしい。

　日ひ雇やといの仕事はあきらめて彼女についていくことにする。

　それに、こいつの説明よりも、実際に見たほうが早いだろう。
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　西門──

　人々が集まり、異様な雰ふん囲い気きに包まれていた。

　この場所からだと、壊こわされた塔も見える。

　夜中には詳しいところまでわからなかったが、明るい時間に見ると破は壊かいの爪つめ痕あとは〝すさまじい〟の一言に尽つきた。

　崩くずれた石が、完全に堀ほりを塞ふさいでいる。

　塔の周辺には、鎧よろいを着こんだ兵士たちが立っている。あれは、地方騎き士しだろう。領主直属の騎士たちだった。不用意に近づくと、崩れかけた石が落ちてきたりして、危ないからだ。

　地方騎士は一いつ般ぱん市民よりは充じゆう分ぶんに強いが、失われた結界の代わりに街を守るだけの力はなかった。野次馬を近づけないために立っているだけだ。

　外から、西門の内側へ──荷車を引いたドワーフの男が、すごい速度で走ってきた。こちらに向かってくるのに気づく。

　俺はユニスの肩かたをつかんで引き寄せた。

「ぼさっ、としてると危ねえぞ？」

　ユニスがぽすんと腕の中に収まる。

　ドワーフの荷車が、すぐ近くを速度を落とさずに通り過ぎていった。

　ウサミミをピクピクさせて笑う。

「えへへ。ありがと」

「気をつけろ……にしても、なんの騒ぎだこりゃ？」

　先ほど通り過ぎた荷車を引いたドワーフのようなヤツが、他ほかにも目についた。

　西の門から、逃にげるように飛びこんでくる。

　よく見ると大半は農夫だ。

　街の外にある畑を耕している者。あるいは、旧魔王領へ行商に出る箱屋などだった。

「……どういうことだ？」

　旧魔王領から荷物を運んできたという様子ではない。

　それは、箱屋などの姿を見ればわかる。長旅をしてきたあとは、みんなボロボロで髭ひげが伸のびてたりするものだ。

　むしろ今朝、出発したような者たちに見える。

　出たばかりで、あわてて戻もどってきた？

　ユニスがばたばたと腕を振る。

「だから～！　モンスターがたくさん出たんだってば～」

「……どこにだよ」

「街の西だよ～。ほら、こっち～！」

　のんびり言っている感じなので、たいしたことではないように感じてしまう。

　しかし、これでもユニス的にはかなり慌てているらしい。

　俺は言われるがまま、見張り用の塔とうへとあがる。

「こんなとこ勝手にあがっていいのか？」

「お届け物があるって言ったから～」

　ユニスは意外と顔が広くて、兵士の中にも知り合いがいるようだった。

　とくに見み咎とがめられたりしない。

　俺たちは塔から西の地平線へと目を凝こらした。

　なだらかな起き伏ふくのある平原が広がっている。

　畑のための小屋があった。

　その先に、川を跨またぐように《ウルグ橋きよう砦さい》がある。ここからだと、灰色の小さな四角にしか見えないが……

　そして、地平線ギリギリのところに、森が見えていた。

　ファルトラ市の西には、平原と川を挟はさんで、広大な森が広がっているのだ。

《人ひと喰くいの森》と呼ばれている。

　踏ふみ入れた者は、生きて帰ることがない──というのは大おお袈げ裟さだが、平原とは比ひ較かくにならない強さのモンスターが棲せい息そくしていた。迷うと命がないのは確かだろう。

　そこには、召しよう喚かん獣じゆうと契けい約やくするのに適しているという《星ほし降ふりの塔とう》もうっすらと見えていた。あの森から先は、旧魔王領だ。

　今でも、腕に覚えのある冒険者たちが何人も挑いどみ……

　帰らぬ者もいる場所だった。

　その森が、いつもと違う。いつもなら、昼間は地平線に緑色の線として森が見えている。

　しかし、今日はうっすらと黒色の線になっていた。

　……雨雲でもかかっているのか？

　俺は目に意識を集中させる。

　草原に住むグラスウォーカーと同じくらいまで視力を高めることができた。




　黒色の線は、無数のモンスターだった。

「なんだありゃ!?」

　思わず見張り塔から、身を乗り出してしまう。

　兵士たちが、ギョッとして制止する声をあげた。

「お、おいッ！　戻れ！」

　しかし、それに構っている余よ裕ゆうはなく、俺は塔の縁へりのうえに立ちあがっていた。

　その程度で見えるものは変わらないが。

　間ま違ちがいなかった。

《人喰の森》の前、おそらく《星降の塔》のあたり──

　数十体や数百体ていどじゃない。万を超こえるモンスターが、見間違いでもなんでもなく、そこにいる。

　しかも、大型モンスターも多かった。前に戦ったグリーンベヒモスほどではないが、森の木々よりも背が高いほどの個体が数多く確かく認にんできる。

「……おいおいおいおい……どうなってんだよ、あれは!?」

　思わずうめいた。

　ユニスが俺の服を引っ張った。

「ね、ね、いっぱいいるでしょ？」

「いっぱいなんてもんじゃねえ……クソ、あんな大群にここまで接近されてるのに、どうして俺が気づかなかったんだ!?」

　自分で自分に怒おこる。

《人じん魔ま戦せん争そう》当時であれば、これだけ近寄られる前に察知できたはずだ。平和ボケが深刻なのか……

　さもなくば、あの大群が一いつ瞬しゆんで突とつ然ぜんあの位置に出現したか？

　俺は街の様子を思い出す。

　まだ何が起きたのか把は握あくできず、迫せまっている危機を認識することもできず、ただ混乱している人たち。

　ここに、あのモンスターたちが攻せめてきたら……

　──間違いなく街は壊かい滅めつする。

　塔が壊されて結界がなくなっている今、あれほどの大群を防ぐ手段は、なかった。

　呆ぼう然ぜんとしていると、塔の番兵がやってきた。

「おい！　いいかげん帰れ！　見世物じゃないぞ！」

　俺はうなずく。

「たしかに見世物にするには、刺し激げきが強すぎるな……やたらと見せないほうがいいぜ。モンスターのあんな大群は《人魔戦争》のときにも見たことがない。あれから街を守るには、リフェリア王国の全軍が必要になるだろう」

「わかったら帰るんだ！　今なら、特別に処しよ罰ばつはしないでおいてやる！」

　兵士に腕をつかまれる。

「いや、待て……なにかおかしい……」

「なにを言ってるんだ!?」

「ヨルの邪じや魔ましたら、め～だよ～」

　ユニスがかばってくれたが、彼女も腕をつかまれた。

「商人さんも塔をおりなさい。必要な物を届けてくれるのは助かるが、今は緊きん急きゆう事態なんだ。あれを見ればわかるだろう？」

「もう帰るよ～」

　俺は西の地平線を睨にらんでいた。

「なにかが、ひっかかる……」

　つぶやいた。

　無視できない不可解さがある。

　どうして、モンスターが軍隊のように整然と整列しているのか？

　なぜ、あの位置に集まっている？

　あれらは個体としては強いが、行動はバラバラのはず。

　ファルトラ市の結界が消えたタイミングを見計らったかのように集合しているのは、あまりに不自然だった。

　これでは──まるで──




　魔ま王おうが復活したかのようだ。




　俺の腕うでをつかんでいる兵士が怒ど鳴なる。

「とにかく帰れ！　ええい、どういうことだ!?　これだけ引っ張っているのに、びくとも動かせない!?」

「あ……そうだな……」

　つい我を失っていた。

　ユニスも心配そうな顔をしている。

　あまり揉もめると、あとあと面めん倒どうな事になるだろう。

　職務熱心な兵士に、あまり迷めい惑わくをかけるのも悪いので、そろそろ戻ろうかと階段のほうへ振ふり向いたところ──

　大勢の兵士がのぼってきた。鎧よろいを見ると、どうやら地方騎き士しだ。

　そいつらに守られている人物が、こちらに向かってくる。

　人間ヒユーマンの女性だった。

　おそらく、歳としは二十代半ばか。

　白色の軍服を着ており、マントを羽織っている。厚手の軍服でわかりにくいが、体つきは豊かで、女性にしては背が高い。白に近い銀ぎん髪ぱつの巻き毛を頭の後ろで一本に束ねていた。

　焦しよう燥そう感かんのある目つきで、俺を見る。

　右手には杖つえを握にぎっていた。

　──誰だれだ？

　西へ視線を向け、地平線を見てため息をついた。

　俺のほうへと歩いてくる。



















「君が、ヨル・ブラッククロス……と名乗っている冒ぼう険けん者しやかな？」




　相手の目的を探さぐるために、観察する。

　女性のすぐ横に、見知った少女の姿があった。

　他の地方騎士たちとは、あきらかに格好が違ちがう。目立つ赤と白の服装は、国家騎士のものだった。

　レイチェルだ。彼女が真ま面じ目めな顔で一歩前に出た。

「あの、ヨルさん、ここにいるということはすでにご存じと思いますけど……《星降の塔》近くに出現したモンスターの大群のことで、領主様が、お話があると……」

「領主だと？」

　杖をついた女性に視線を戻す。

　彼女が目を伏ふせて会え釈しやくした。

「火急の状じよう況きようにつき、細かい段取りははぶかせてもらう。私の名はベアトリス・ショウグレイヴ──この街の領主をしている」

「……そうか、今は、あんたが領主なのか。ずいぶん若いんだな」

　以前〝勇者アレン〟としてこの街を訪おとずれたとき、領主は壮そう年ねんの男性だった。

　平和になって替かわったのだろう。

　あるいは、前領主の娘むすめとか──そういうのかもしれない。

　ベアトリスが品定めするように俺を見る。

「噂うわさに聞くとおり物もの怖おじしない男だな。国家騎士エマーソンの紹しよう介かいにより、あなたに相談したいことがある。私に時間をくれないか？」

　領主直々のお願いか。

　おそらく、あのモンスターの大群に関することだろう。聞かない理由はなかった。

「いいけど……そいつは、アレに関かかわることなんだよな？」

「無論、そのつもりだ。私も、今、初めて見たところだがな」

　なるほど、ベアトリスはモンスターの大群を自分の目で確かめに来たわけか。そこで、俺を見つけて声をかけた、と。

　少なくとも怠たい慢まんな領主ではなさそうだな。

「わかった。話を聞こうか」

「では、屋や敷しきへ。外でしたい話ではないのでな」

　ベアトリスが踵きびすを返す。

　周りの地方騎士たちが合わせて配置を変えた。

　動きを見れば、だいたいどれくらいの強さかはわかる。悪くない練度だ。

　しかし、これくらいの騎士が一〇万人いたとしても、あの大群に対しては時じ間かん稼かせぎにしかならないだろう。

　実際には一〇〇〇人もいるかどうか……

　意味のない思考だった。

　軍隊には頼たよれない。

　肩かたをすくめて、俺はベアトリスの後を追う。

　当然のようにユニスもついてきた。

「えへへ」

「……あんた、状況、わかってるか？　なに笑ってんだ？」

「だって、ヨルがやる気になってるでしょ？　だったら、どんなピンチもだいじょうぶって気がするんだ～」

「……さすがに、今回ばかりは、わかんねえよ」

　俺は肩をすくめた。

　ビクッ、と震ふるえたのは隣となりにならんだレイチェルだった。

「や、やっぱり、無理なんですか？　ヨルさんでも……？」

「いや、まぁ、あきらめるには早すぎるだろ。まずは領主の話ってやつを聞いてみないとな」

　事態が事態のせいか、レイチェルはかなり動どう揺ようしているようだ。




　最後に、もう一度、俺はモンスターの大群へと視線を向けた。

　……やはり違い和わ感かんがある。

　もう塔とうは破は壊かいされて結界はなくなっている。

　どうして、モンスターの大群はあんなところに集まって留とどまっているのだろうか。なにかを待っているのか？　その理由が気になった。




　　　　[image: †]




　領主の館やかた──

　門番つきの大きな門をくぐって、屋敷へと案内される。

　煉れん瓦が造りで、三階まであった。

　地方騎士たちは屋敷の外に待機していた。

　ベアトリスに先導されて、玄げん関かんをくぐり、長い廊ろう下かを奥へと向かう。ついていくのは、俺とレイチェルとユニスだけだ。

　毛足の長い赤色の絨じゆう毯たんを踏ふみながら、三階へと移動した。

　重厚な扉とびらを開け、一室に招かれる。

　執しつ務む室か。

　部屋の中央に、会議用とおぼしき長テーブルと、いくつかの椅い子すがある。

　そして、奥に執務机が置かれていた。

　壁かべにびっしりと本ほん棚だなが並んでいる。政治や経済にまつわる本が多く見られた。平和になったから並べられている本も変わったのだろう。それにしても、軍事に関わる本が見当たらないのは少し気になったが。

　ベアトリスが会議用テーブルの一番奥の席に座った。

「座りたまえ」

「長話をしてる暇ひまはねえんだがな……？」

「私も時間を無む駄だにする気はない。一時間も必要ないだろう」

　俺はうながされて、彼女の向かい側に座る。

　左右に、レイチェルとユニスが座った。

　タイミングを見計らったように部屋にメイドが入ってきて、お茶が出される。メイドは一礼して立ち去った。

　お茶に手をつけずに、ベアトリスが話を切り出す。

「まず、ここまで来てもらったことに感謝する」

「くだらねえ用件じゃないことを祈いのるぜ」

「ヨル殿どのにとって、くだらない用件ではないと信じたいな。なにせファルトラ市の……いや、リフェリア王国の存亡が懸かかっている。あなたは人ひと族ぞくの存亡を〝くだらない〟と断じる者だろうか？」

「……俺のことは、どこまで知ってる？」

　この街で、ヨル・ブラッククロスを名乗って行ったことで、領主からの相談を受けそうなことといえば──

　グリーンベヒモスを退治したことくらいだろう。

　しかし、その件は〝国家騎士と冒険者で協力して倒たおした〟ということにしてあるはずだ。

　果たして、ベアトリスは真実を知っているのだろうか。

　いや、領主であれば、俺がグリーンベヒモスを倒したことくらいは知っていてもおかしくない。

　問題は、それ以上のことだ。

　もしも、俺が〝勇者アレン〟だとバレていた場合は、面倒なことになりそうだった。

　ベアトリスが俺の質問に答える。

「ヨル殿は、グリーンベヒモスを一いち撃げきで倒したそうだね？」

「否定はしねえけど……」

　俺は隣にいるレイチェルのほうを見た。

　うっ、と彼女がうつむく。

「……ごめんなさい」

「やっぱり、あんたが話したのか」

「……だって、こんな事態を解決できそうな人、ヨルさんしか知らなかったんです。でも、領主様の許可がなければ、西門から出ることも許されません」

「そうらしいな」

「この街の最高権力者である領主様と、私が知るかぎり最も優すぐれた知ち恵えと実力を持つヨルさんが力を合わせるしかない、と思ったんです。あんなモンスターの大群をどうにかするには……」

「どうにかできるといいけどな」

　俺は肩をすくめた。

　ベアトリスが話を進める。

「ヨル殿は、魔ま王おうを討とう伐ばつした勇者アレンたちと旅をしたこともあるとか。それは、心が善ぜんであり、実力があることの証あかしではないかな？」

　レイチェルからの情報を鵜う吞のみにしているなら、俺が勇者アレンであることは気づいていないか。

　協力するのはかまわないが、実は正体が勇者アレンだとバラす必要はない。

　ベアトリスの言葉には、とくに返さないことにした。否定もしない。

　俺は指先で高級そうなテーブルをつつく。

「レイチェルから、もっと大切なことを聞いてないのか？」

「なにかな？」

「俺は何かを頼たのまれたときに、只ただじゃ受けねえんだ。俺に依い頼らいをするなら報ほう酬しゆうを用意してくれよ？」

「それは聞いていなかったな……だが、もとより対価なしに使おうなどとは思っていない」

「わかってりゃいいさ。じゃあ、本題だ。俺になにを頼みたいんだ？　冒ぼう険けん者しやを呼んだんだから、依頼があるんだろ？」

　ベアトリスが胸を張って、依頼を口にする。




「ヨル殿に、街の西側に出たモンスターの大群を倒してほしい」




「無理だな」

　簡潔に即そく答とうした。

　ベアトリスがうなる。

「ずいぶん簡単にあきらめるのだな」

「悪いが、その依頼が本気なら、あんたの無知と無策を批判せざるを得ないぜ。領主にしては若く見えるが、戦争を知らないわけでもねえだろ？」

　魔王討とう伐ばつは二年前のことだ。

　もちろん、終戦の少し前には、最前線を魔王領側へと押しこんでいたが、それでも彼女の歳としなら戦時を経験しているはずだった。

「私が領主になったのは二年前でな、それまでは前領主の下で政治を学んでいた。前線には出ていないが、軍事についても最低限の知識は身につけているつもりだ」

　……実戦経験はナシか。

「俺が見たかぎりじゃ、大型モンスターだけで一〇〇体くらいいたぜ？」

「大型モンスターというと、先日《湖東》に出たグリーンベヒモスのようなものかな？」

「おいおい、ありゃ城みたいなもんだ。ならべるって大きさじゃねえよ。脚あし一本が塔ほどもある。ファルトラ市と比ひ較かくしたら、中央地区が丸々グリーンベヒモスの図ずう体たいと同じくらいだ」

「そ、そんなにか……いささか誇こ張ちようではないのか？」

「信じる信じないは好きにしてくれ。魔ま獣じゆうは倒すと消えちまうしな」

「しかし、それほど巨きよ大だいな魔獣が《湖東》にいればファルトラ市からでも……いや、あそこは山の向こう側か……ふむ」

「グリーンベヒモス戦は、対魔獣戦じゃなく攻こう城じよう戦みたいなものだ。まぁ、いい。西の森に、そこまで巨大なモンスターは見かけなかった。しかし、数が尋じん常じようじゃない」

　ベアトリスが重々しくうなずいた。

「そのようだな」

　なかには、人族どころか、他ほかのモンスターにさえ襲おそいかかるような凶きよう暴ぼうなヤツもいた。どうして大人しく集団行動しているのか……？

　ため息をつく。

　考えれば考えるほど考えたくない考えになっていった。

　ベアトリスが質問してくる。

「軍隊を使えばどうだろうか？」

「あんたの騎き士したちは、なかなかの練度に見えた。あれが一万人もいれば時じ間かん稼かせぎはできるだろうな。倒すわけじゃねえぞ？　時間稼ぎ程度だ。うまくいったら追い返すくらいはできるかもしれねえ」

　撃げき破はしようと思ったら、一〇万人は欲ほしい、か……？

　戦争が終わってから二年が経たっている。軍隊は縮小され、戦争を経験した兵士たちの多くは故郷に帰っていた。

　もちろん、まだ二年だ。

　呼び集めれば、再び兵士たちを集められるだろう。

　しかし、再訓練が必要だった。練度を取り戻もどすのに四年はかかる。

　いや、非現実的か。

　あの地方騎士くらいの練度の兵士を一〇万人なんて──二年前の、人族の軍備が最も増強されていた時代でも、難しかっただろう。

　王都や、その他の辺境都市の守りを捨てて国中の人族の兵士をかき集めて、どうか？　というくらいだ。

　──英えい雄ゆうって呼ばれるくらいのヤツが、一人あたり一万人ぶん働けば……いや、さすがに無茶かな？

　とにかく、この時代においては、夢物語だった。

　充じゆう分ぶんな戦力は用意できない。

　そもそも、あれほど多くのモンスターが出現していることが、ありえないのだから。

　ベアトリスが腕うで組ぐみをした。

「つまり、あのモンスターの大群から街を守る手段は、人族にはない……ということか？」

「あの大群を、俺が一人で止められたとしても……街を守りながらってのは無理じゃねえかな。戦ってるうちに、街が焼け野原にされてそうだ」

「ありえる状じよう況きようだな」

　納なつ得とくした様子でベアトリスがうなずいた。

　俺は首をかしげてしまう。

　──まさか、本気で俺一人に討伐してほしい、と思ってたわけじゃないよな？

　いくらなんでも戦いを知らなさすぎだ。

　それとも、〝勇者と共に旅をしたことがある冒険者〟というのは、それほど超ちよう常じよう的てきな存在だと思われているのだろうか？

　あんな地平線に黒色の線として見えるようなモンスターの大群を──単身でどうにかできる、と期待してしまうほど。

　不可能に決まってる。

　いや、不可能と言ったら、勇者が現れるまでは、魔王討伐も不可能だと思われていた。

　俺だって〝戦ってみたら仲間のおかげでなんとかなった〟けれど、戦っている最中に何度もダメかと思うほどだった。

　それほど魔王は強かったのだ。

　今でも思い出せる。

　まるで空間に穴が開いたかのように一いつ切さいの光を反射しない真っ黒な布に全身を覆おおった、魔王の姿。そして操あやつられる無数の魔術と、無む尽じん蔵ぞうの魔力。

　ヤツは剣けんも操り、姿さえも変化させた。

　百の姿、千の魔術、万の軍勢。

　あれだけの数のモンスターを整然とならべて指揮しているとすれば、それは……

　ベアトリスが尋たずねてくる。

「ヨル殿どのには、なにか案があるか？」

　あれば言ってる……と返したいところだが、こちらからも意見は出しておこう。

「……解決策ってわけじゃねえが、あの大群について気になってることはある」

　ベアトリスが身を乗り出した。

「ふむ、なんだ？」

「モンスターの大群のなかには、かなり好戦的なヤツもいる。そいつが、あんなところで集まって、おとなしくしてるっていうのが引っかかる」

「ふむ……どういうことが考えられるのだ？」

「ここからの話は多分に想像が入るが……〝誰だれか〟の意図を感じるんだ」

　横で黙だまっていたレイチェルが驚おどろきの声をあげる。

「あれが人じん為い的なものだっておっしゃるんですか!?」

　俺はうなずく。

「可能性はないでもない。人為的というか〝人並みの知ち恵えを持った者〟の計画の一部という感じだが……」

「つまり、魔族ということですか？」

　レイチェルは緊きん張ちようした面おも持もちだった。

「……魔族、か」

　彼らは人並みか、それ以上の知恵がある。しかも、人ひと族ぞくにはないような力を持っていた。

　魔獣を操ることができる者もいる。

《人じん魔ま戦せん争そう》の最中だったら、まず間ま違ちがいないと断言できるのだが……

　俺は首を横に振ふった。

「どれほど強力な魔族だとしても、その力の源となる魔王がいなくては、昔のような力は発揮できない。あれだけの数のモンスターを操るのは不可能だ」

　レイチェルがあごに指を当てて考える。

「あ、それなら、グリーンベヒモスのときみたいに、誰かが召しよう喚かんしたとか？」

　……シャノワールか。

　たしかに優すぐれた召喚術士であればモンスターを召喚して従えることも可能だろう。

　しかし、俺は否定する。

「ならんでたのは、召喚獣ではなかったな」

　この世界には、人型ではない存在として、野獣・魔獣・召喚獣がいる。

　野獣は人族に飼われていない獣けものだ。

　そして、魔獣は魔王の力によって発生すると言われている。育つ過程がなく、倒たおすと死体も残らず消しよう滅めつする。

　召喚獣は召喚術士により召喚されるものだ。魔術の効果時間だけ、この世界に留とどまり、戦せん闘とうで撃破されても、一定時間経たつとまた召喚できるようになる。

　無論、この世界には例外もあった。シャノワールは魔獣召喚なんて妙みような魔術を使うことができる。服従させた魔獣を召喚する魔術だ。

　前に《湖東》へ、グリーンベヒモスなんてものを召喚したのは彼女だった。

「まぁ、それにしたって、あんな大群を召喚して維い持じするのは不可能だ。レイチェルは召喚術のことは詳くわしいか？」

「…………いえ」

「前々から思ってたんだが……あんた見かけによらず脳筋だよな」

「召喚獣への対処法はちゃんと覚えてますよ!?　魔ま術じゆつ師しを狙ねらうんですよね!?」

「そうだな。まぁ、優すぐれた召喚術士は優れた指揮官でもある……術者自身が狙われるようなヘマはしねえだろうが……あのな、召喚術ってのは、召喚するときだけでなく、召喚してる間も、ずっと魔力を消費するんだ。あんな大群を召喚して維持するのは、人族どころか魔族にだって無理なんだよ」

「そ、そうなんですね」

「ああ、魔王討とう伐ばつに参加できるくらいの召喚術士が、モンスターの数だけ必要になるぞ」

「そんなにいるわけないですね」

　しゅん、とした声だった。

　俺はうなずく。

「ああ、あれが魔獣召喚ってのは考えにくい。魔獣を召喚できるってだけですごいのに、それが多数なんてありえないよな」

「……でも、だとしたら〝人為的〟なんて不可能じゃないですか？」

「不可能なはずだ。だが、誰かの意志を感じる。グリーンベヒモスのときも感じていた。結果、あれは人の業わざで成された事件だったわけだ……」

「手段がわからないからといって、自然に起きたことだと考えるのは早計なんですね」

「そのとおりだ。あまりにも〝流れ〟が綺き麗れいすぎる。塔とうが壊こわされて結界がなくなったのに合わせて、待っていたかのようにモンスターの大群が登場した。偶ぐう然ぜんとは思えない」

「たしかに……でも、それじゃあ、何者が……」

「こんなことができるヤツが、この世界に、たった一人だけいる」

「えっ!?　そんな人いるんですか!?」

　レイチェルばかりか、ベアトリスまでが身を乗り出した。

「それは誰だ？」

　俺は努めて冷静に言う。

「まだ確証はないし、本当に可能性でしかない。なにより〝一人〟と言っていいのかわからないんだけどな……」

　そして、思い浮うかんだ者の呼び名を、俺は口にする。




「──魔王だ」




　レイチェルは息を吞のみ、ユニスがビクッと身体からだを震ふるわせた。

　ベアトリスが信じられない、と首を横に振る。

「ありえない……魔王は倒されても、しばらくすると復活する……という歴史が繰くり返されてきた。しかし、いくらなんでも二年で復活というのは早すぎる」

「そうだな」

「数十年か……長ければ、数百年はかかるはずではないか？」

「今回だけ異様に復活が早かった──ということも考えられるぜ？」

「それは、そうだが……」

　俺は動どう揺ようする三人を落ち着かせるように、穏おだやかな声で言う。

「まぁ、魔王かもしれねえ。しかし、違うんじゃねえかとも思ってる。あれだけのモンスターの大群を率いることができるのは、この世界だと魔王くらいだろう。しかし、もしも魔王が復活したとしたら──結界のないファルトラ市を前にして、どうして動かないでいる必要がある？」

「あ……たしかに……」

　レイチェルが思案顔になった。

　ベアトリスもうなずく。

「魔王なら、人族の街を見み逃のがす理由がないな？」

　うんうん、とユニスまでうなずいたが、こっちはわかっているのかどうか、わからなかった。

　俺は別の可能性も考えていたが、それは言わないでおく。

　──魔王は享きよう楽らく的で気まぐれだった。

　無尽蔵の魔力と、常識を逸いつ脱だつした能力を持つがゆえ、魔王は常識的な行動を取らない。

　あえて不利を望むこともあるし、必要なことをしないこともある。損得が人族の感覚とは異なっているのだった。

　俺は直接戦ったから、そのあたりのことがわかっている。

　しかし、〝モンスターの大群を率いることができるのは魔王しかいない。そして、攻せめてこないのは魔王の気まぐれ〟だなんて……

　絶望しかなかった。

　その可能性はあるが、だとしたら結界のないファルトラ市は放ほう棄きして逃にげるしかない。

　リフェリア王国の半分を焼かれたとしても、ひたすら東に逃げる以外に、人族が生き延びる術すべはないだろう。

　今、モンスターの大群が攻めてきたら、俺は間違いなく〝逃げろ〟と叫さけぶ。

　俺一人だけでも、時じ間かん稼かせぎくらいはできるはず。

　そして、魔王討伐のときの仲間が、再び戦ってくれるなら、一方的に人族の国が滅めつ亡ぼうに追いこまれることはない──と信じる。

　信じるしかなかった。

　……せめて、魔王と戦ったときの装備一式、持ってきておけばよかったな。

　俺はベアトリスに言う。

「さっき、モンスターの大群を倒してほしい、と依い頼らいしたよな？」

「そうだが……無理と断られたな？」

「俺一人で倒すのは無理だ。しかし、事態の解決なら、請うけ負おわないこともない。あんたが約束を守るならな」

「どのような約束かによる」

「この件については、俺の言うことを聞くことだ。勝手に軍隊で攻めこむのは論外だし、偵てい察さつを出したりするのもナシだ」

　話を聞くかぎりベアトリスは戦争が得意ではない。

　放ほうっておいたら、ファルトラ市の軍隊に、冒ぼう険けん者しやや国家騎き士しまで合わせて、あのモンスターの大群に突とつ撃げきしかねない──と俺は危き惧ぐした。

　ちょうど、グリーンベヒモスが現れたとき、商工会の連中が冒険者を雇やとって退治に出かけたのと同じだ。

　地平線の色を変えるほど無数のモンスターたちに、一万かそこらの軍勢で突撃したら、わざわざ餌えさを与あたえるようなものだった。

　少数の偵察だってそうだ。モンスターの中には、平原なら馬より速いやつが何種類もいる。

　早まった真似まねをさせないために必要な約束だった。

　同じ約束を前回はナンナと結んで、結局は破られてしまったのだが……

　失敗は繰り返せない。

　それと、あのモンスターたちが〝復活した魔王の率いている魔王軍〟だとしたら、街の連中に避ひ難なんを指示しなければならなくなる。

　俺が街の広場で「モンスターが来るぞ、逃げろ！」と叫んだところで、どれほど意味があるだろうか？

　より多くの人の命を救うためには、この領主からの信しん頼らいを得ておく必要があった。

　ベアトリスが思案する。

「全すべてを委ゆだねろ、と言うのか……難しいな」

「早く決めろ。こうしてる間にも、モンスターの大群が動きだしているかもしれない」

「断れば、ヨル殿どのは協力しない、ということか？」

「手に余る事態なのに権力を手放さないバカは、《人魔戦争》のときにも大勢いた。あの戦争を戦い抜ぬいて俺が学んだのは──話の通じないバカは相手にするだけ時間の無む駄だ、ということだ」

「バ……」

「あんたが、そんなバカじゃねえことを期待してるがな。ファルトラ市の戦力じゃ、あの数のモンスターとは戦えない。王都に助けを求めるか、この街を捨てて逃げるか……取れる手段は、それくらいじゃないか？」

「情報は収集している」

「そんなのは〝取れる手段〟のウチに入らねえよ。〝なにかやれることはあるか？〟って訊きかれて、〝相手を見ることと、音を聞くことができる〟って言うようなもんだ。あんたのスケジュール帳には〝目を開けて周りを見る〟って書いてあるのか？」

「う、むむ……」

　ベアトリスが黙だまりこんだ。

　ファルトラ市の街並みを見れば、ここが商業的に成功していることは疑う余地もない。

　この領主が経済において有能であることは確実だろう。

　しかし、軍事においては、きわめて不安だ。

　不安しかない。

　そして、この状じよう況きようは〝戦時〟と言ってもいいくらいだった。

　ベアトリスには任せておけない。

「……王都には、助けを求めてるんだよな？」

「先ほど、モンスターの大群を見たから、今から報告書を出すところだ」

　俺は目眩めまいがした。

　たった二年で、ここまで平和ボケするものなのか。

　いや、俺だって、さっき大群を自分の目で見て、ようやく状況を把は握あくしたところだ。

　たとえレイチェルが言ったとしても、あれほどの大群が出現したなどと、信じられなかっただろう。

　俺と同じように見張り塔から状況を把握したベアトリスが、今から行動に移るのは仕方のないことか。

「すぐ王都へ遣つかいを出してくれ。ただし、持たせるのは報告書じゃなく、増ぞう援えんの要よう請せいだ。王都の守備隊を出せば、その日のうちに精せい鋭えいが一万人以上、動員できるだろう」

　いざとなれば、街の人々が避難するとき、それを守るための戦力が必要だった。

　ベアトリスが首をかしげる。

「詳くわしいのだな……しかし、いきなり増援の要請を？」

「モンスターが攻めてきてから要請しても遅おそいからな。王都からファルトラ市まで、部隊が到とう着ちやくするのに一〇日はかかる」

「それまで持ちこたえるため、ファルトラ市に駐ちゆう留りゆう軍ぐんがいるのではないかな？」

「志は立派だな。でも、結界がある場合の話だろ？　まぁ、まず報告を出したいなら好きにしろ。状況を知れば増援を寄よ越こす。今のリフェリア王は内政は下手糞くそだけど、軍事については有能だから」

　王都近くの農耕に適した平地を演習場に使ってしまうような王だが、それだけに戦略眼は高い。

　この状況を報告したら、俺が期待する行動を取ってくれるだろう。

　すなわち、戦うためではなく、避難する人々を守るための部隊を送ってくるはずだ。

　まだベアトリスは考えこんでいた。

　──権力に固こ執しつするタイプだと、面めん倒どうだな。

《人ひと喰くいの森》の前に陣じん取どるモンスターたちよりも、この領主のほうが難敵になる可能性を考えて、俺は内心でため息をついた。

「どうするんだ？」

「……本当に、魔ま王おうが復活したのだろうか？」

「そいつを調べるのも含ふくめて、俺が引き受ける。一人じゃ無理なことは協力を要請する。ただし、この件について全権を任せてくれるなら、だ」

「邪じや魔まをする気はないが」

「あんたが良かれと思ってやったことが、結果として俺の足を引っ張る可能性が怖こわいんだよ」

「どういうことだ？」

「昔の話だが──俺は、とある村を守るため、暗くら闇やみのなかで魔ま獣じゆうに対する罠わなを作ってた。まぁ、暗いから大変だったが、灯あかりをつけたら魔獣に見つかっちまう」

「罠を作っていたのなら、当然だな」

「ところが、気を利きかせた村人が松明たいまつに火をつけて手元を照らしてくれた」

「それは……愚おろかしいな……私が、その愚かな村人だと？」

　ベアトリスが表情を険しくした。侮辱されたと思っただろうか。

　俺は肩かたをすくめる。

「さっきも言ったよな？　そんなバカじゃねえことを期待してる。だからこそ、あんたの手に余る事態なら、俺に任せろって言ってんだ」

　彼女はレイチェルのほうを見た。

　意見を求められた、と感じたのだろう。レイチェルがうなずく。

「私は、ヨル・ブラッククロスさん以外に、この危機を乗り越こえられる人はいない、と思っています」

「なるほど。私ではなく、彼のほうが適任かな？」

「そ、それは……!?　……いえ、正直に言って、適任だと思います。領主様はファルトラ市を見み違ちがえるように綺き麗れいな街にして、治安を高め、豊かにしてくださいました。でも《湖東》のグリーンベヒモスを倒たおしてはくださいませんでした」

　ベアトリスが視線を落とした。

「……そうだな。たしかに、私が解決できなかった問題を解決したのはヨル殿だ」

「俺に任せるか？」

「うむ。この件に関しては」

「よし！　街の西側には誰だれも行かさないようにしてくれ。もう、そうしてるみたいだけど、軍隊だろうと冒険者だろうと、小規模な偵察だろうと……ナシだ」

「わかった。例外は認めないよ」

「残ってる塔とうに見張りを立てて、モンスターたちに動きがあれば、すぐ俺にわかるようにしてくれ」

「軍の警けい鐘しようを鳴らすようにしよう。街のどこにいても聞こえるはずだ」

「それでいい。あとは、俺のほうで動いてみて……必要があれば連れん絡らくする」

　レイチェルが伝令を買って出る。

「私、ヨルさんと一いつ緒しよに行動しますから」

「ん？　まぁ、いいか……俺は領主の館やかたなんて、あんまり出入りしたくないからな」

　ベアトリスも承知した。

「ヨル殿に任せるとは言ったが、なんら状況がわからないのは困る。国家騎士であるエマーソン殿から報告がもらえるなら助かるな」

「任せてください」

　どうやらレイチェルは、俺からの伝令役で、領主からのお目付役になったらしい。

　いくら〝この件については任せる〟と言っても、信用しきれないのは当然だ。

　ベアトリスが軍隊をモンスターの大群に向かわせるのが怖かったので、それを防げるのなら、どうでもよかった。




　ベアトリスが尋たずねてくる。

「さて、依い頼らいは受けてもらえたわけが……条件を一つ決めていなかったな？」

「ん？　なんだ？」

　他ほかに何かあっただろうか？

「先ほど、自分で言ったではないか。ヨル殿は只ただ働ばたらきはせぬのだろう？」

「ああ、そうだな」

　言ってはみたが、正直、それどころではなかった。

　適当に尋ねる。

「もしも、あのモンスターの大群を一人で片付けたら……いくら出せるんだ？」

「今、ファルトラ市が自由にできる予算は三〇〇億Ｆフリスだ」

「んじゃ、それでいい」

「なっ!?」

　ベアトリスが腰こしを浮うかせた。

　高すぎる、か？

　俺としては心外だった。

「あのモンスターの大群が襲おそってきたとき、その金でなにかできるのか？」

「いや……難しいだろうが……」

「……なんてな。冗じよう談だんだ。まだ相手の素す性じようもわかってない。報ほう酬しゆうについては、もう少し調べてから話をさせてもらうぜ」

　彼女が安あん堵どしたように息をついた。

　どうにも、危機感がなくて困る。

「言っとくけど、魔王が復活していたら、そんな金額じゃどうにもならないぜ？」

「ううぅ……」

　頭を抱かかえるベアトリスを残して、俺は席を立った。

　レイチェルも追いかけるように立ちあがる。

「どこ行くんですか？」

「方針は決まった。ここに居ても仕方ないだろう。情報収集に行くんだ」

「そうですね」

　ああ、そうだった──

　俺はベアトリスに念を押しておく。

「王都から援えん軍ぐんが来る前に、あのモンスターの大群をならべている何者かから要求があるかもしれねえ」

「要求だと!?　魔王が!?」

「……慌あわてるなよ〝何者か〟だ。まだ魔王と決まったわけじゃねえ……どんな確実そうなことでもそのときは勝手に判断しないで、俺を呼ぶようにな。場所は《安心亭・日ひの出で町まち店てん》の二階だから」

「把握した。必ず遣いを出そう」

「頼たのむ」

　俺はレイチェルとユニスを連れて、領主の館の外に出た。




　相変わらず、西門のあたりは騒さわがしい。

　通りを歩きながら、レイチェルが尋ねてくる。

「さっきの話ですけど……〝何者か〟って、なにか心当たりがあるんですか？」

「どうだろうな？　確信はない。しかし、奇き妙みようだと思わないか？　街をいつでも殲せん滅めつできる状態にしておいて、モンスターをならべてるだけ、なんて──ファルトラ市の住人たちが人質にとられているのと同じだ」

「あ……!!」

「拘こう束そくはされていないし、街から離はなれることだってできる。しかし、全員が今すぐに街を離れるなんてできるわけがない。住み慣れた場所を捨てるのは簡単じゃないからな」

　みんな、それぞれ事情があるだろう。

　レイチェルが思案する。

「モンスターの大群を率いてるのは、魔王じゃないかもしれない──ということですか？」

「わからねえから、それを今から調べるんだ」

「そうですね」

　魔王がありえないほど短期間で復活して、モンスターの大群を引き連れて現れた。なんらかの手段で塔を破は壊かいして──気まぐれによって攻せめてこないでいる？

　可能性はあるが……

「違うな」

「なにが〝違う〟んですか、ヨルさん？」

「魔王軍と戦ってたときとどうにも違うんだ。この一件は、モンスターの大群を前にしてるってのに……むしろ、詐さ欺ぎ師しを相手にしているときと同じ臭においがしやがる」

「詐欺師……ですか？」

「ああ、わかってる。そこらの詐欺師に、あんなことはできやしない。だが、たった二年で魔王が復活するなんてのも、妙みような話なんだ」

「たしかに、そうですね……」

「こんなに早く魔王が復活するなんて、ありえない。しかし、魔王以外にモンスターの大群を率いるなんて、ありえない……矛む盾じゆんしているように思えるが……ありえないことは、なにも起きていない……と考えると、意外と正解が見えてくるかもしれねえな」

「う、う？」

　レイチェルが首をひねった。

　俺は西のほうを睨にらんだ。




　ユニスがこちらを見上げてアクビした。

「ふわぁ～、お話、終わったの？」

　これだけ切せつ迫ぱくした状じよう況きようで、俺が見習いたいくらいの神経の太さだった。

「終わったが……あんたは何をしに来たんだ？」

「この街のピンチだからね～。あたしだってなんかしたいよ」

「心強いね」

「うん、がんばるよ～」

　レイチェルが不安そうに尋ねてくる。

「……この街は、大だい丈じよう夫ぶですよね？」

「俺は気休めは言わないことにしてるんだ」

「……はい」

「だが、手て抜ぬきをするつもりはない。全力を尽つくすことだけは約束する」

「はい！」

　嬉うれしそうに顔をほころばせた。

　まるで、もう解決したかのような笑え顔がおだ。

　ふと昔の記き憶おくが蘇よみがえってきた。まだ俺が勇者と呼ばれるよりも前のこと──

　最初に助けた相手が、こんなふうに笑っていた気がする。








第三章　命の要求









　夕刻──

　一人で宿屋に戻もどってきた。

　レイチェルは、俺に同行することを騎き士し団長に報告するために、詰つめ所しよへ戻っている。

　ユニスは、ナンナが心配しているだろうから、と南地区の商店街へ向かった。

　ベッドに寝ねそべり、天てん井じようを仰あおぐ。

　軽く見回ってみたが、街の様子は酷ひどいものだった。

　モンスターの大群が襲しゆう来らいするのではないか、という恐きよう怖ふから、治安は悪化し、経済活動は停止している。

　店は閉められ、東に逃にげる者も後を絶たなかった。

　いざこざも増えている様子だ。身勝手な者たちが起こす騒そう動どうを収めるため、自警団も地方騎士も国家騎士も奔ほん走そうしている。軍隊まで駆かり出される始末だった。

　みんな、不安なのだろう。こんなときに人手を割さかれるのは、迷めい惑わくなことだったが……

　──様子を見てくるか？

　いや、俺が一人で様子を見に行ったとして、それがキッカケでモンスターの大群が動きだしたらマズイ。時じ間かん稼かせぎくらいはできるだろうが……倒たおしきるのは無理だ。街を守りきれない。

　どうしたものか？

　一人でいると深くまで思考できるが、一つの場所で思し索さくが留とどまってしまうような感覚があった。

　部屋の扉とびらがノックされる。

　領主からの伝令かもしれない。

　もしかしたら、モンスターの大群に動きがあったのだろうか？

　ベッドのうえで、上体を起こす。

「入っていいぞ」

　扉が開いた。

　訪おとずれた人物が意外すぎて、俺は息を吞のんだ。

　雪のような白い髪かみの少女だ。

　肌はだも異様なほどに白く、顔立ちも整っているので、まるで陶とう器き製の人形のようだ。

　背は低くて体つきはほっそりしている。身体からだを包むのは体型がわかりにくいローブだが、それでも細さは隠かくせない。

　赤い瞳ひとみが、ジッと俺を捉とらえていた。

　俺はうめくように彼女の名前を呼ぶ。




「シャノワール……!?」




「こんにちは、わたしの勇者様……お久しぶりかしら？　お久しぶりね」

「あ、ああ……」

「どうしたの？　とてもおどろいた顔をしているわ」

　しゃべりながら、彼女は当たり前のように近づいてきた。そして、ベッドに──俺の隣となりに腰こしをおろした。

　肩かたが触ふれ合うような距きよ離りだ。昔、一いつ緒しよに冒ぼう険けんしていた頃ころのように。

「驚おどろいてるよ、当たり前だろ」

　すこし前のことだ──

　シャノワールは詐さ欺ぎに荷か担たんしていた。商工協会の人々を破産させるような詐欺師に手を貸していたのだ。

　幸いにも騙だまされた人たちは助けることができたが……

　彼女は主犯を見捨てて、俺の前から去っていった。

　こんな唐とう突とつに再会するだなんて！

　シャノワールが首をかしげた。

「わたしの来訪は意外かしら。嬉しいわ。わたしの勇者様……あなたでも驚くことがあるのね」

「俺は、けっこう、あんたに驚かされてると思うがな？　今日はどうした？　俺の顔を見に来たってわけじゃないんだろ？」

「そうね……その新しい姿も素す敵てきよ。素敵だわ。でも、わたしは素顔の勇者様のほうが好きかしら。好きだわ」

「はは……」

　今の俺は〝勇者アレン〟の姿ではない。金きん髪ぱつで筋肉の塊かたまりのような体格の男ではなかった。〝ヨル・ブラッククロス〟は黒髪でどちらかといえば瘦やせている。

　シャノワールが小首をかしげた。

「わたしを捕つかまえるかしら？」

「ん？　ああ、そういや、あんた……なんで、詐欺なんか手伝ったんだ？　村での出来事はイライザから聞いたけど……」

「……おしゃべりな竜騎士ドラゴンナイトは逆さ吊づりだわ」

「ちゃんと理由を言うんだ」

「だから、言ったでしょう？　わたしは〝喰くう側〟になることにしたの。手を組む相手を間ま違ちがえたけれど。間違えたわ。でも仕方ないでしょう？　だって、わたしの勇者様がこの街にいるなんて知らなかったんですもの」

「シャノワール……他人を不幸にしても、自分は幸福になれない」

「あら、恐こわい顔ね？　わたしを捕まえるの？　それは楽しそう。楽しそうだわ。でも、今は、わたしの用事を済ませてもいいかしら」

「……なにかあるのか？」

「なかったら来ないわ」

「そうだよな……」

　昔は、理由なんてなくても、一緒にいたのにな。

　シャノワールが肩を寄せてきて、すぐ近くから俺を見上げてくる。

「ねぇ？　わたしの勇者様……知ってるかしら。知ってるわよね？　塔とうが壊こわれて結界が消えて、森の前にはモンスターの大群……大変なことになっているわ」

「俺たちが一緒に冒険してた頃だって、ここまでヤバイ状況は少なかったよな」

「わたしの勇者様は、どうするのかしら？」

　上うわ目め遣づかいで問われる。

　俺は素直に答えることにした。

「どうにか被ひ害がいを出さずに解決するつもりだ……今の俺は報ほう酬しゆうなしじゃ動かないようにしてるが……さすがに放ほうっておける事態じゃない。誰だれかが困ってるなら助けるつもりだよ。今までと同じようにな」

　拳こぶしを握にぎりしめる。

　シャノワールがかすかに笑った。

「素敵だわ、わたしの勇者様。人を愛しているのね。世界を愛しているのね。安心したわ。あなたが変わっていなくて」

「……もしかして、シャノワールは手伝いに来てくれたのか？　それなら、俺は嬉しいんだがな？」

　彼女は不思議そうに首をかしげた。

「どうして？」

「……さすがに、あれだけ多くのモンスターは、俺だけじゃ防げないからさ」

「わたしの勇者様……求めてくれるのは嬉うれしいのだけれど、その期待には残念だけれど、応こたえられないの」

「理由を教えてもらってもいいのか？」

「気になる？　そうよね。そうだわ。ええ、教えるわ。もうやめられないの。はじめてしまったから」

　また何かよからぬことをしているのか？

　しかし、それなら、どうして？

「わざわざ俺のところに来たのは、どうしてだ？　用事ってのは、あんたがしてる事に関係あるのか？」

「ええ、あるわ。あのね、わたしの勇者様──秘密の話なのだけれど」

　彼女が声をひそめた。

　耳元で、かすれるような声で、シャノワールがささやく。




「塔を壊して、モンスターを出現させたのは、わたしなのよ？」




　あまりにも衝しよう撃げき的な告白だった。

　俺は頭が真っ白になる。

「な、に？　いや、でも……」

　なにか言わなければいけないのに、頭の中でまとまらなかった。

　シャノワールがベッドから立ち上がる。

　俺を正面から見つめた。

「どうしたの、わたしの勇者様？　戸と惑まどっているわね。おかしいわ。わたしの勇者様は、敵を前にして戸惑うほど心の弱い人だったかしら？」

「……敵、なのか？　あんたが、俺の？」

「そうよ。あなたの敵。人ひと族ぞくの敵。どうしたのかしら、わたしの勇者様は？　信じられないのなら──街にモンスターを突とつ撃げきさせようかしら？　どれほど殺したら、わたしのことを信じてくれるのかしら？」

　彼女が笑う。

　──信じられない。

　信じたくない。

　かつて、人族を守るために一緒に戦った仲間が、今は敵になっただなんて。

　本当に変わってしまったのか？

　もう元には戻もどれないのか？

　彼女を仲間だと思っていた気持ちが、泥どろ沼ぬまに沈しずむように落ちていく。

　その一方で、俺は〝勇者〟だった。

　頭のどこかで冷静に思考する。

　シャノワールの言っていることが真実ならば、彼女は放っておけない脅きよう威いだ。

　この二年間で、比類なき召しよう喚かん術じゆつ士しとしての実力を身につけた。

　半はん端ぱな覚かく悟ごで対たい峙じしたら、負ける。

　俺は深呼吸をした。

　それから、シャノワールを真っ直すぐに見み据すえる。

「もう大だい丈じよう夫ぶだ。これからはちゃんと、あんたへの対策を考える」

「たまらないわ、わたしの勇者様……あなたと敵対した者は、こんなに素敵な顔を見ていたのね」

「バカなことはやめるんだ、シャノワール」

「……バカなこと？　それはなあに？」

「詐欺の片棒を担かついだり、街の外に大量のモンスターを並べたり、そういうことさ」

「そう、勇者様は大人しい女の子が好みなのね」

　楽しげに顔をほころばせる。

　俺も応じるように口の端はしを歪ゆがめた。

「今のあんたよりは大人しいほうが好きだな……で、どうしたらバカなことをやめる？」

「どうしようかしら。どうしたらいいかしら。わたしの勇者様、わたしはあなたに勝ちたいの。だから、わたしを満足させるか、諦あきらめさせればいいんじゃないかしら？」

「また曖あい昧まいで抽ちゆう象しよう的てきな……」

「わたしの勇者様には、わたしのやっていることが、わかるのかしら？　わかっているのかしら？」

　リズミカルに首を二度かしげた。

　俺はうなずく。

「……いくつか可能性は考えていたが……大量のモンスターを出現させた今回のことが、〝人質事件〟だってのは、候補の一つではあったな」

　ただし、人族にあの数のモンスターは操あやつれないはず。まだ疑問は残っていた。

　とはいえ、手段を解き明かすよりも重要なことがある。

　相手の目的だ。

　シャノワールは〝あなたに勝ちたい〟と言った。

　だとすると──

　彼女は楽しそうに歌うように言う。

「可能性は考えていた？　本当かしら？　本当なのね。だってわたしの勇者様だもの。きっと何でもお見通しなのでしょうね」

「どこまで読めてるか、わからねえけど……あんたの要求は、俺の命ってことでいいのかな？　目的が〝俺に勝つ〟だったら、これ以上に、はっきりした要求はないと思うんだが……どうだ？」

　どうして、俺に勝ちたいなんて言いだしたのかは、わからなかった。

　恨うらまれているのか？

　それなら、せめて恨んでいる理由くらいは教えてほしいものだが。

「残念、外れよ？　明快なのがあなたの美点。情じよう緒ちよがないのがあなたの欠点。わたしの望みはもっと複雑、ただ殺すだけじゃつまらない」

「……そういえば、あんたは、わかりにくいやつだったな」

「わかりにくいかしら？　わかりにくいのね。あなたはいつだって単純な答えを求めるもの。わたしはいつも心の隙すき間まにピッタリはまる答えを求めているだけなのに」

「やれやれだ。降参するよ。もうすこし、わかるように教えてくれ」

　両手を挙げる。

　シャノワールが目を細めた。

「降参しちゃうのかしら？」

「これは〝人質事件〟で、あんたは犯人で、今は要求を聞いている。ところが、あんたは抽象的なことしか言わない。これじゃ、具体的に何をしたらいいのかわからない。俺の命が欲ほしいわけじゃないんだろ？　それじゃ何が欲しいんだ？」

「本当に、情緒がないのね、わたしの勇者様。もっと遊んでくれないの？　もったいないわ。せっかく楽しいお遊びなのに、一回負けてすぐ降参……そういうところが嫌きらいなところよ」

「要求はなんだ？」

「一つ、二つ、三つ、四つ、五つ、六つ、それから七つ、八つ……あるいは九つ、おまけに十とお」

　シャノワールが楽しげに指を折っていく。

「……なにを数えてるんだ？」

「あなたの大切な人たちよ。竜騎士ドラゴンナイト、戦士、魔銃使いマギガンナー、治癒魔術師ヒーラー。あと、王様、王女様。騎き士しに商人、全部で八つ。あるいはもう一つ商人に、おまけに子し爵しやくも……もらおうかしら？」

「もらう？」

「命よ」

「……ッ!?」

　絶句する。

　明確に名前を出してはいないが、並びからだいたい誰のことを指しているかは、わかった。

　竜騎士ドラゴンナイト、戦士、魔銃使いマギガンナー、治癒魔術師ヒーラー──俺とシャノワール以外の勇者たちのことだ。一いつ緒しよに魔ま王おう討とう伐ばつのために旅をした仲間のことだった。

　王様と王女様は言うまでもない。リフェリア王と、公式には俺と婚こん約やくしたことになっている王女アンジェリカだ。

　そして、騎士に商人──おそらく、レイチェルとユニスを指すのだろう。

　最近、俺が親しくしている。客観的に見て〝大切な人たち〟と言われそうな人物は、他ほかに思いつかなかった。

　となると、彼女の言う〝もう一つの商人と子爵〟は、商工協会の会長ナンナと、ドヴォール卿きようのことだろうか？

　あの二人はレイチェルやユニスほど親しい間あいだ柄がらではないが……




　命をもらう？




「……なにを言ってるんだ？」

　シャノワールが俺の頰ほおを撫なでる。

「おどろいているわね、わたしの勇者様。今日は二度目よ？　もうその表情は飽あきたわ。新しい顔を見せてちょうだい？」

「俺に勝ちたいっていうのが望みじゃねえのか？　なのに、そんな回りくどいことして……そんなことに、どんな意味があるってんだ!?」

「あら、今度は怒おこったの？　いい表情ね。いい感情だわ。覚えてるかしら、わたしの勇者様？　わたしがまだまだ小さいときに、あなたのもとを飛び出して、一人で依い頼らいを受けたこと……」

「当然だろ」

　自分の実力を示すため、シャノワールは仲間たちに黙だまって難しい依頼を受けて、一人で冒ぼう険けんに出たことがあった。

「ねえ、わたし、あなたのことが大好きよ。でも、あなたといると苛いら立だつときがあるの。あなたは頭がよくって、多くのことに理解があるわ。でも、昔から損得の計算が立ちすぎるのよ」

　無表情でこちらをにらむ。

　静かに話しているのに、妙みような迫はく力りよくがあった。

　それだけ彼女が心から伝えたいと思っている言葉だから、か

「……気を抜ぬいたら、命を落とす。俺たちは、そういう場所にいただろ？」

「わたしが初めて一人で受けた依頼、わたしは怪け我がをしても成し遂とげたかったのよ。なのにあなたは、わたしにやらせなかった。依頼をとりあげて、けっきょくあなたの力で終わらせてしまったわ」

「放ほうっておいたら、怪我じゃ済まなかっただろ……当時のあんたは未熟で、あれは難しすぎる依頼だった」

「命の危険があるのが、冒険でしょう？」

「俺は、あんたを守りたかったんだ」

「あなたには、きっとわからないのでしょうね。報ほう酬しゆうは少なくて、怪我なんてしたら収支はマイナスだったかもしれないわ……でも、目には見えないものが得られた」

「命より大切なものなんか、ないだろ」

「そうかしら？　そうなんでしょうね。あなたの中では。いいえ、多くの人の中では」

　興味を失ったように、フッと俺から離はなれていく。

　俺は思わず呼び止とめた。

「シャノワール！」

「……今夜は、一人だけでいいわ」

「なにがだ？」

「わからないのかしら？　わからないのね。〝要求〟のことよ。最初から全部を殺してもらおうだなんて、そんなひどいこと言わないわ。次の朝日が昇のぼるまでに、あなたの大切な誰だれかを死体にして持ってきて。一人だけでいいわ」

「そんな要求を吞のめるわけがないだろ？」

「《星ほし降ふりの塔とう》で待っているわ。この街にいる誰かなら、朝日が昇るまでに殺すなんて、簡単よね」

「俺が従うと思ってるのか？」

「従わないの？　従わないのね。それなら、あの大群を動かすわ。それが、わたしの勇者様の望みなのでしょう？　自分の手を汚よごすよりも、この街を戦場にするほうが……」

　シャノワールが背を向けた。

　俺は胸に痛みを覚える。

「……もしも、あんたが街にモンスターを放つというなら、俺は……あんたを倒たおさなきゃならない」

「できるのかしら？」

　肩かた越ごしにこちらを振ふり返る。

　俺は、そばに置いてある剣けんを摑つかんだ。

　狭せまい部屋だ。シャノワールとの距きよ離りは一足ぶんもない。

　魔術を使う暇ひまなど与あたえる余地もなかった。彼女が次に息を吸うより早く、斬きることができる。

　きっと一いつ瞬しゆんで終わる。

　彼女の命を奪うばう気ならば……




　俺の手から、剣が落ちた。




　無理だ。かつての仲間を斬るなんて、できるはずがない。

「なあ、シャノワール……このやりかたじゃ決着がつかないぞ。いっそのこと俺を殺せ。なにがあろうと俺は手の届く全員の命を守ろうとする……そして、俺の決断に結果が伴ともなわなかったことはないって、あんたなら知ってるだろ？」

「あなたが守ろうとするなら、わたしは殺そうとするわ。あなたが助けようと手を伸のばすなら、わたしは救いを求める者を増やすわ。そうやってあなたかわたし、どちらかの心が擦すり切れて壊こわれるまで……ずっとずっと戦い続けましょう？」

「俺たちは強くなりすぎた。そんなことしたら冗じよう談だんじゃなしに人ひと族ぞくの全部を巻きこむぞ」

「かまわないわ。わたしは人族の全部を殺すことにする。だから、あなたは守ればいいんじゃないかしら？　わたしの勇者様」

「なにを言ってる……それじゃ、まるで……俺たちが命いのち懸がけで倒した──」

「そうよ、まるで、魔王だわ」

　シャノワールが扉とびらへと近づく。

　俺は彼女へと近づく。

「まだ話は終わってないだろ？」

「あなたの心を縛しばる存在が魔王しかないのなら、わたしはよろこんで魔王になるわ……さよなら、わたしの勇者様。次に会うときは……あなたが誰かを殺しているかしら？　いいえ、きっとそんなことにはならないわね。わたしが人族を殺しはじめるときだわ」

　俺は彼女に手を伸ばす。

　しかし、シャノワールがきっぱりと言う。

「触ふれるなら、わたしを殺すのね？　勇者様？」

「……ッ」

「だって、わたしはここにいたって、モンスターたちに命令を下せるもの」

　召しよう喚かん獣じゆうなら、術者の声の届く範はん囲いでしか活動できない。

　あるいは、単純な命令を与えて遠くまで向かわせることしかできない。

　しかし、あれほど多くのモンスターを率いることは、人族には不可能なことだ。

　──つまり、シャノワールは俺の知らない魔術を使っている。

　もしかしたら、もう彼女は魔王になってしまっているのかもしれない。

　俺の躊ちゆう躇ちよを嘲あざ笑わらうかのように、シャノワールは悠ゆう々ゆうと部屋から出て行ってしまった。




　俺はその場に立ち尽つくす。

　とある思いが、再び脳のう裏りを過よぎった。

　少し前に、イライザに打ち明けたときには、〝お前だけはそんなことを言うな〟と言われてしまったけれど……

　やっぱりぬぐいきれない。

　俺たちは──

　魔王を倒すために旅をしていたときが、一番幸せだったんじゃないだろうか？




　　　　[image: †]




　遠えん慮りよがちにドアがノックされた。

　視線を向ける。

「誰だ？」

「わ、わたしです……」

　ドアを開けたのは、レイチェルだった。

　俺はうなずく。

「騎士団長と話はついたのか？」

　誰かと会話できる精神状態ではなかったが、努めて平静を装よそおう。

　レイチェルが部屋に入ってきて、しっかりと扉を閉めた。

　うつむいて遠慮がちに切り出してくる。

「あの、私……もっと前に戻もどってきてたんです……」

「……そうか」

「だけど、ヨルさんの部屋に、入って行くのが見えたので……」

　視線を泳がせている。

　レイチェルの気まずそうな表情の意味を理解した。

「……安宿だからな。扉を閉めても話し声は聞こえたか」

「ご、ごめんなさい！　立ち聞きなんて！」

「いや、いい。むしろ、あんたの立場なら当然だ。全部、聞いてたのか？」

　なにより、レイチェルが近くにいることに気づかなかったとは……

　我ながら動どう揺ようしすぎだった。

　人混みの中ならともかく、部屋の前で聞き耳を立てている者がいるかどうかくらい、気づかなくては。

　──今は、いないな。

「え、えっと、さっき部屋から出て行った女性ひとが、《人ひと喰くいの森》の前にモンスターの大群を集めてるって、本当なんでしょうか？」

「そうらしいな。やってないことを、やってる……なんて恥はずかしい噓うそをつくやつじゃないから」

「この街を人質にして、ヨルさんに……誰かの命を要求していることも……あの、その中に、私とユニスが入ってます、よね？」

「……ごまかしても仕方ねえな」

「あの……」

「言ってくれ」

「はい……あの女性ひとは、シャノワール様ですよね？　魔ま王おうを倒した勇者様の仲間のお一人の」

「そうだな」

「あ、あの……それで、シャノワール様が……ヨルさんのことを〝わたしの勇者様〟って呼んでいたんですけど……？」

　上うわ目め遣づかいにこちらを見る。

　観念して全身の力を抜いた。

「ああ、そうだな……」

　シャノワールは俺を〝わたしの勇者様〟と呼んだ。

　もう正体を隠かくしとおすのは無理だろう。

　魔王を倒した者は全員が〝勇者〟と呼ばれている。しかし、そう呼ばれている者たちが、〝勇者〟と呼ぶ相手は一人しかいなかった。

　すなわち、魔王討とう伐ばつパーティーのリーダーである〝勇者アレン〟だ。

　レイチェルがおずおずと尋たずねてくる。

「もしかして、ヨルさんは……魔王が討伐されたとき、そのパーティーに参加していたんですか？」

「……ああ、そういうことだ」

「つまり、勇者様の仲間として数えられていない〝七番目の勇者様〟ということですよね？」

「ああ、そうだ、俺こそが………………ん？　なんだって？　すまないがもう一度言ってくれるか？」

　なんだか妙みような言葉が聞こえた気がした。

　レイチェルが興奮気味に言う。

「ヨルさんは、七番目の勇者様だったのですね！　みんなは、勇者様たちは六人で魔王に挑いどんだと思ってるけど、本当は七人だった!?」

「ま、待て待て待て。なんでそうなる？　シャノワールは俺を〝勇者様〟って呼んでたんだぞ？　あいつが勇者と呼ぶ相手は一人しかいないだろ!?」

「たしかにそうですけど、ヨルさんの見た目は勇者アレン様とは全然違ちがいますから。私、知ってますから」

「ん……ああ……そっか……そうだよな」

　なるほど、レイチェルは〝アレン〟のときの俺と会ったことがあるんだった。

　彼女は《変へん化げの指輪》の存在は知らないわけだから、ここまで完かん璧ぺきに姿を変える方法があるなどと思わない。

　彼女にとっては、〝何か知らない方法で〟アレンが変身していると思うよりも、俺が七番目の勇者だと思うほうが現実的なのだ。




　そりゃそうか……人は自分の知識の中だけで、物事を推測する。




　ふと、何かが引っかかった。

「……自分の知識の中だけで……俺の知識の外に──」

　レイチェルが顔を近づけてくる。

「もしかして、ヨルさんはシャノワール様にとって大切な人なのでは!?　だってアレン様を差し置いて〝わたしの勇者様〟って呼ぶくらいですもの！」

　こんな状じよう況きようだってのに……

　街のことはともかく、自分の命を差し出せと言われているのに、タフなやつだ。

　まぁ、ある意味、救われた気がした。

　いつもどおりのテンションに、俺の調子も戻ってくる。

　……落ちこんでたら事件が解決するってんなら、この世に困ってる人なんていないだろ。

　誰だれより、俺が前を向かねえとな！

「あんたって、本当に勇者たちが好きだよな」

「もちろんです！」

「シャノワールのことも、まだ好きか？」

「変わりません。どうして、塔とうを壊してモンスターを集めたり、ヨルさんに人殺しを要求してるのかはわかりませんけど……きっと、なにか事情があるはずです」

「俺に勝ちたいらしいぞ？」

「ケンカしたんですか？」

　しばし、考えこむ。

　これはケンカなのか？

「……まぁ、ケンカなのかもしれねえな」

「それなら仲直りしましょう。ヨルさんたちは一いつ緒しよに旅をして、一緒に戦って、魔王を倒たおしたパーティーじゃありませんか。その絆きずなは他人が想像できないくらい強いはずです」

「いや、どうかな？　けっこうケンカは絶えなかったぞ。シャノワールとイライザなんか、よく──」

　昔を思い出して、俺は口元を緩ゆるめた。

　さっきまで、落ちこんでどうしようもなく沈しずんでいたのに。

　不思議なものだ。

　世界最高の治癒魔術師ヒーラーだって、鬱ふさぎこんだ心を浮うき上がらせる術は持たない。

　それを、こいつは無意識にやっちまうんだから。

　俺は床ゆかに落とした剣けんを拾った。

「ありがとな、レイチェル」

「えっ!?」

「なんとかしねえとな……このままじゃ、あいつは本当にモンスターを街に突つっこませてくる」

「そ、そんな……」

「やると言ったら、やる。そういう意志の強さがなかったら、魔王なんて倒せてねえのさ。今回は、その意志の固さが迷めい惑わくなんだけど」

　レイチェルが、しゅん、と肩かたを落とした。

「そうですか。仕方ありませんね。もしも、ヨルさんがどうしても解決策を思いつけないなら、朝までに私を差し出してください」

「なに!?」

　彼女は目め尻じりをぬぐった。

　本気で言っているのか？

「それくらい、ヨルさんを信じてるってことです。でも、覚かく悟ごはありますから。国家騎き士しになったときから、人々を守るために命を捧ささげるつもりで……」

　震ふるえていた。

　けれども、真っ直すぐに俺を見ていた。

「あんた……本当にお人ひと好よしだな」

「自分にできることから、逃にげたくないんです。それだけですよ」

「心意気はわかった。しかし、あんたが死んでも街は救われねえ。いや、誰かが死んで、他ほかが助かるなんてのを俺は認めねえ」

「ヨルさん……」

　シャノワールの言葉にショックを受けて、停止していた思考が動きだす。

　モンスターを操あやつっているのが彼女だとして、どう解決する？

　この街の戦力はアテにならない。

　住人を避ひ難なんさせるのも、すぐには無理だ。

　時じ間かん稼かせぎは？　俺一人では確実とは言えない。

「……やっぱり妙な話だな」

　どう考えても、たった一つの解決策しか、残っていなかった。

　もう本当に──




　俺がシャノワールを殺す以外に方法がない。




　あいつは今回の計画において〝逃げ道〟を用意していない。

　さっきここに来たときもそうだったし、時間の設定についてもそうだ。

　俺に〝シャノワールを殺す〟以外の選せん択たく肢しを与あたえないようにしているように感じられる。

　どういうことだ？

　……俺に勝ちたいんじゃなかったのか？

　街のためにレイチェルを死なせたりはしない。

　同じように、シャノワールを殺して、万事解決なんて……

　そんなのが解決と言えるか？

　俺はじっくりと考えた。

　そして、先ほど、ちらっと頭に引っかかったことも思い出す。

　この世界には、俺の知識の中にない力もあるに違いない。そして、その能力は、これまでの行動から推測できる。

　例えば、俺の《変化の指輪》は分身とかはできない。俺がヨルの姿で、勇者アレンと並び立つなんてことはできないんだ。

　レイチェルが心配そうに顔を覗のぞきこんでくる。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　俺は、彼女の頭をなでた。

　わわっ!?　と驚おどろいてレイチェルが目を丸くする。

「な、なにすんですか!?」

「あ……すまねえ。気を悪くしたか？」

「そんなことないですよ。ちょっとびっくりしたけど……どうしたんですか？」

「あんたに、助けられたよ」

「え？　私、なにかしましたか？」

「……とにかく、俺が助かったんだ」

　失意の泥どろ沼ぬまに沈んでいた俺の心を、引っ張り上げてくれた。

　そして、昔のことを思い出させてくれた。俺たちが仲間で、一緒に冒ぼう険けんしていたときの気持ちを……

　ついでに、ちょっとしたヒントもくれたしな。

　──だから、あとは俺の仕事だ。

　俺は大きく両手を挙げた。

「はぁぁぁぁ……手て詰づまりだ！」

「え？」

「いろいろ考えてみたけど、すぐには解決策が思い浮かばない」

　そう言って、ベッドに倒れこんだ。

　レイチェルが心配してくれる。

「そ、そうですか……じゃあ、やっぱり、私が……」

「バカなこと考えるな。それは絶対に必要ねえ。他のヤツにも言うなよ？　だいたい、あんたの次はどうする？　翌日はユニスを差し出すのか？」

「そんなのダメです！」

「だろ？　まぁ、なんか思いつくだろ。でも、今はダメだ」

「私に、なにかお手伝いできることはありませんか？」

　グリーンベヒモスのときも、この調子でついてきてしまった。結果としては助かったが、今回はダメだ。

「まぁ、なにか思いついたら連れん絡らくする」

「私、ヨルさんに同行すること、騎士団長に許可をもらいました。領主様との約束でもあります」

「いや、見張られてたら、浮かぶ考えも引っこんじまうよ。少し一人にしてくれ。そうだな……《グラン亭てい》にいてくれよ。なにをするにしても、腹ごしらえで寄ると思うし」

　レイチェルは不満そうな表情だったが、納なつ得とくしてくれたようだ。

「わかりました」

「すまねえな。まぁ、心配しないでくれ。街は守るし、あんたを犠ぎ牲せいにもしない」

「……私が心配してるのは、ヨルさんが一人で無茶しないかってことだけです」

「はは……しねえよ」

　意外と見み透すかされている。

　しかし、ここは譲ゆずれなかった。

「あと……シャノワールのことは……内密にしてほしいんだが」

　勝手なお願いだとは思うが、下手に騒さわがれると厄やつ介かいだ。

　魔王を倒した英えい雄ゆうが、人ひと族ぞくを脅きよう威いにさらしているなんて話が広まったら、人々の混乱と恐きよう怖ふは《人じん魔ま戦せん争そう》と同じか、それ以上になる。

　レイチェルがうなずいた。

「約束します。絶対に言いません」

「助かる。あとは俺のこともな？　勇者がどうこうってあたり……目立つのは嫌きらいなんだ」

「わかりました！　ヨルさんが勇者様の仲間であることは、秘密にします！」

「……ずいぶん嬉うれしそうだな？」

「とっても嬉しいです！　勇者アレン様と一緒に戦った人が、目の前にいるなんて！」

　この勇者マニアめ。

「やれやれ……じゃあ、俺は一人で考えたいから」

「わかりました。あの……ヨルさん……絶対に、無茶はしないでくださいね？」

「ありがとうよ」

　レイチェルが不思議そうな顔をした。

「なんだか今日は、やけにヨルさんに感謝されたり褒ほめられたりする気がします」

「いつもと同じさ」

　感謝はしている。

　別れの言葉を交かわして、レイチェルが部屋を出て行った。




　俺は閉じられた扉とびらを見つめる。

　完全にレイチェルの気配が遠ざかった。

　剣を手にする。

　──さて、シャノワールに会いに行くか。








幕間　酒宴









　夜──

　領主に報告を終えたレイチェルは、遅おそめの夕食をとるため《グラン亭》に来ていた。

　開け放たれたドアから店内に入って、違い和わ感かんを覚える。

　いつも騒がしい店ではあるが、今日は特に熱気があるのだ。混雑状じよう況きようは満席を超こえて立ち食いの客までいるくらいだ。

　レイチェルは首をかしげてしまう。

　もしかすると、街が危険な状況に陥おちいっているせいで、みんな大勢いるところに集まってくるのだろうか？

　──不安がってるせい？

　空いている席は見当たらない。

　しかし、ヨルから《グラン亭》に行っているように言われたのだ。

　ここにいないと、彼が手立てを思いついたとき、連絡が取れないだろう。

　どうしたものか──と店内を眺ながめていると、店の中央あたりの人だかりから、聞き慣れた声がした。

「あつい～……つぶれる～……」

　幼い少女の声だ。

　レイチェルは思わず声をかける。

「ユニス!?」

「あ～……その声は、レイチェル!?」

　彼女の言葉に、店内にいる他の客たちの視線が一いつ斉せいにレイチェルへと向いた。

　次々と声をかけられる。

「やあエマーソンさん！　ささ、もっと奥へどうぞ！」

「いらっしゃい！　昨夜に続いて今日も宴えん会かいだよ！」

「エールを吞のむかい？　それとも食事？」

「ささ、こっちの席に座っておくれよ」

　人ひと垣がきが割れて道ができる。

　レイチェルは混乱しつつも笑え顔がおで挨あい拶さつを返した。勧すすめられるがままに、店の奥へ向かう。

　人混みのなかで、ユニスの姿を見つけた。

「……なんの騒ぎなの？」

「あのね～、今日は商工協会で宴会なの」

「なにかお祝い事？」

「そうかな～？　どうだろ？」

　街がこんな状況だから、むしろ決起集会とか、雰ふん囲い気きを明るくするための酒宴とか、そういうノリだろうか？

　ユニスの説明では、よくわからなかった。

　隣となりのテーブルから声がかかる。

「おお、レイチェルではないか！　ヨルは来ておらんのかや？」

　そこにもまた、見知った二人がいた。

　片方は赤いドレスを着た豹ひよう人じん族ぞくだ。

　大人びた妖よう艶えんな雰囲気の持ち主で、こんな混雑した大衆食堂がまったく似合わない高級な衣い装しようを着ている。

　しかし、本人がリラックスしているせいか、それほど浮ういていなかった。昔は冒険者だったらしいから、そのせいか。

　もう片方は地味なシャツにスカートという服装に、青いエプロンをつけたドワーフの女性だった。

　パッと見ただけでは幼い女の子という感じだが、彼女が〝女性〟と呼ばれるべき年ねん齢れいであることをレイチェルは知っていた。

「ドヴォール卿きように、ナンナさん？」

　肩かたを並べて座る二人の女性が、にっこりと笑みを浮かべた。

「昨日ぶりじゃな。息災か？」

「はい……ドヴォール卿も、お元気そうですね？」

「まぁのう。昨夜のヨルの助言に従い、今は旧交を温めておるところなのじゃ」

　赤い液体がなみなみと注つがれたジョッキで、隣りん席せきを示す。

　ナンナがうなずいた。

「お久しぶりね、レイチェルさん。あれから半月くらいかしら？」

「はい。その節はお世話になりました」

「あらあら、助けられたのは、こちらなのだけれどね？　ヨルさんはお元気かしら？　ナンナさんとしては、気楽に商店街へ顔を出してくれると嬉しいのよ？」

「元気ですよ。今は、ちょっと忙いそがしいみたいですけど……」

　領主からの依い頼らいで動いていることは言わないほうがいいだろう。

　ドヴォール卿が肩をすくめた。

「ベアトリスが泣きついたのじゃろ？」

「は、はい……そういえば、ドヴォール卿は領主様と懇こん意いにされているのですよね」

「うむ。この街を鉄臭くさい前線基地から、巨きよ大だいな商業都市へと変えたのは、ベアトリスと、わらわと……そして、先代ヒューガルテンじゃ」

「そうでした」

「……まぁ、頼たよる相手を間ま違ちがえることもあるがな」

　少し前にあった、事件のことを言っているのだろう。

　領主は、王都から離り宮きゆう建設の話が来たとき、ヒューガルテンという貴族を頼ったらしい。

　しかし、その男は領主から得た情報を利用して、南地区の商工協会を潰つぶし、この街から亜あ人じんを排はい斥せきしようとしたのだ。それは領主の本意ではなかったようだが……

　ドヴォール卿が鼻を鳴らす。

「ふんっ……ベアトリスは金かね儲もうけのセンスはあるが、戦いくさというものを知らん。今回のような状況であれば、できる者を頼るしかなかろう……そういう意味では、まぁ、正解じゃろうな。この状況をなんとかできるとしたら、ヨルしかおらん」

「なんとか……できますよね？」

「信じるしかあるまい」

　ナンナが頰ほおに手を当てて微笑ほほえんだ。

「ベアトリスさまは、まだお若いもの……そうでなくても、誰だれにでも得手不得手はあるものよね？　イングリットも頭がいいけれど意地っ張りだから。そういえば昔、なんでもないダンジョンで油断して毒を受けたんだけど、言わずにいたものだから……」

　ドヴォール卿が珍めずらしく嫌いやそうな顔をした。

「昔の話はよすがよいわ」

「あらあら、はいはい」

　ナンナが楽しげにジョッキを傾かたむける。

　その隣に座っているユニスが、お皿のうえのチーズをつまんだ。

「おいしいよ～？　ほら、ナンナ、おいしい～」

「あらあら、ありがとうね。ぎゅっ」

　酔よっているのかもしれないが、ナンナがユニスを抱だき寄せた。

　あまりに平和な光景だ。

　レイチェルは不思議だった。

「……あの、ドヴォール卿やナンナさんは……恐こわくないんですか？」

　もしかすると、この酒宴は恐きよう怖ふを忘れるために、やっているのだろうか。

　ナンナが相変わらず微笑みを浮かべている。

　ドヴォール卿が声をあげて笑った。

「モンスターの大群か！　上等じゃな。しかし、なにが来ようと《湖西》の土地を手放すことはせん。攻せめてきたなら、最後の一兵になろうとも徹てつ底てい抗こう戦せんあるのみ！　とうに腹はくくっておるわ」

　ナンナがうなずいた。

「そうねえ。ナンナさんたちは、この街で大切なものを抱かかえすぎたみたいなのよ？　今さら街を捨てて逃にげるなんてできないわ。もちろん、他ほかの人たちが逃げる時じ間かん稼かせぎくらいはするつもりだけどね？」

　まるで、今日の天気の話でもするかのように、のほほんとした表情だった。しかし、決意は固い。

　彼女たちは命いのち懸がけの戦争を生き抜ぬいてきたのだ。

　とっくに戦う覚かく悟ごを決めていたのか。

　周りにいる客たちから、口々に陽気な声があがる。

「おおよ！　我ら一同、永遠にイングリット様についていきます！　たとえ数万のモンスターだろうと、《湖西》の土地を簡単に通すつもりはありませんぞ！」

「てやんでえ！　こちとら商人だぜ！　モンスターだろうと、只ただで物をくれてやるわけにはいかねえなッ!!」

　そんな威い勢せいのいい言葉が、いくつもあがった。

　みんな、不安や恐怖は、当然ながら感じているだろう。

　しかし、ただ悲観したり怯おびえているばかりではなかった。

　レイチェルは身み震ぶるいする。

　この街と、この街の人たちを尊いものと思う。

　だからこそ、守りたかった。

　その力があるのは、おそらくヨルだけだろう。この事態を引き起こしたシャノワールに対たい抗こうできそうなのは……

　また、頼ってしまう。

　もちろん、自分だって、全力で挑いどむ覚悟はしている。しかし、自分の剣けん一本でどうにかできる事態ではなかった。

　レイチェルはため息をつく。

　ユニスがウサミミをピクリと動かした。

「レイチェル、どうしたの？」

「ん？　あ、えっと……結局、私はヨルさんに頼っちゃってるな、と思って」

「悲しいの？　レイチェルもギュってする？」

「それはいいわ。悲しいわけじゃないのよ。ただ、私は努力すれば、あんなふうになれるのかしら……」

　ドヴォール卿が手をひらひらと振ふった。

「ふふっ、無理じゃな。レイチェル・エマーソンよ、貴様はヨルにはなれまいよ」

　レイチェルは唇くちびるを尖とがらせる。

「そりゃ……いろいろ差が大きいのはわかります。でも、努力すれば近づけると思いませんか？　少なくとも、無理だって決めつけて努力しないうちから諦あきらめるなんて、私は嫌です」

「ヨルはな、特別じゃ。あれは、人の枠わくから外れたところにおる」

「枠から……」

「根本的に違うな。そういうニオイがするぞえ？」

「え、ええ……」

　ヨルは、魔ま王おうを倒たおした英えい雄ゆうの一人だ。そのことに、ドヴォール卿は気づいているのかもしれなかった。

「無理に枠の外を目指すのは、必ずしも良いことではないのじゃぞ？　レイチェルよ、そなたは若くして国家騎き士しになった実力者で、民たみの信も厚い。無む闇やみにヨルと比べるのではなく、自分のままで高みに向かうがよかろう」

　そう言って、ドヴォール卿がエールを飲み干した。

　おかわりを要求して、店主が応こたえる。

　──あ、もしかして励はげまされたのかしら？

　レイチェルは考える。

「自分のままで……いつか、ヨルさんと同じことはできなくても……お手伝いできるくらいなら目指せるのかな？」

「して？　そのヨルはどこにおるのじゃ？」

「宿屋です。モンスターの大群について、対策を考えてるみたいで」

「ほう？」

　ドヴォール卿の目が輝かがやく。

　ユニスが眠ねむそうな顔をして言う。

「ヨル、思いつくといいね～」

「……そうね。でも、ちゃんと街を守るから、心配しなくていいって言ってたから、きっと大だい丈じよう夫ぶよ？」

「そっか～。なら、だいじょうぶだねー」

　あらあら……とナンナが首をかしげた。

「それ、ヨルさんが言ったの？　〝ちゃんと街を守るから、心配しなくていい〟って？」

「え？　言ってましたけど……」

　ナンナが、ドヴォール卿のほうを見た。

　視線を受けて、卿がため息をつく。

「そして、作戦を考えるから一人になりたい、とでも言ったのかや？」

「え、ええ……だから《グラン亭てい》にいるように言われて……」

　レイチェルはうなずいた。

　ドヴォール卿が、ドン、とジョッキをテーブルに置く。

「ヨルのやつめ、一人で行ったようじゃな」

「ええっ!?　どういうことですか!?」

　思わず腰こしを浮うかせた。

「どうもうこうも。ヨルは守れない約束はしない性格じゃろ？」

「ええ、そういえば……〝気休めは言わないことにしてる〟って言ってました」

　ナンナが困ったような顔をした。

「そのヨルさんが、なんの考えも思いついてないのに〝街を守る〟なんて言わないんじゃないかしら？」

「あっ!!」

　レイチェルは《グラン亭》の外を睨にらむ。

　周りに大勢の客がいなければ、駆かけだしていただろう。

　もうヨルは策を思いついていた。そして、わざわざレイチェルを遠ざけたのは、一人で行くつもりだったからだ！

　ドヴォール卿きようが片手で制してきた。

「落ち着くのじゃ。ヨルが一人で行ったのなら、それも策の内かもしれぬ」

「あ……そ、そうですね……」

　レイチェルは肩かたを落とす。

　自分が手伝いすらできない役立たずだから、置いて行かれたのか。そのうえ、街から飛び出したら、彼に迷めい惑わくをかけるかもしれなかった。

「……私は……待ってることしかできないんでしょうか……？」

「ふむ？　託たくしたからには、信じて任せておけばよいと思うが、どうしたいのじゃ？」

「大変なことを押しつけて待ってるだけの人には、なりたくないんです。でも、力不足の私では足手まといにしかなれないのかも……」

　ドヴォール卿が立ちあがった。

「よし、では行くか！」

「えっ!?　どこにですか？」

「力はない。しかし、なにかしたい。そういう者ができることは、古いにしえより決まっておるのじゃ！」

「な、なんですか？」

「応おう援えんする！」

「お……」

　レイチェルは呆あつ気けにとられる。

　ドヴォール卿が牙きばをのぞかせて笑った。

「じゃから、近くまで行くのじゃよ。現場から遠くては応援できぬでな」

　ナンナやユニスまで席を立つ。

「そうね……」

「応援する～！　ヨルを応援するよ！」

　レイチェルは慌あわてた。

「ま、まさか、モンスターの大群のところに行くんですか!?」

「そこまで行ってしまったら、応援じゃなくて参戦じゃろう？　ヨルの邪じや魔まをしてしまうことになるやもしれん」

「そ、そうですね」

　ナンナが提案する。

「ウルグ橋きよう砦さいなんてどうかしら？」

「そうじゃな。万が一のときにも、ちょうどよかろう」

　ファルトラ市の西側に、《ウルグ橋砦》というのがある。ちょうど《人ひと喰くいの森》までの中間地点だ。川に石橋がかかっていて砦とりでになっていた。

　昔は、ファルトラ市に近づくモンスターを見張り、食い止めるための施し設せつだった。

　今は旧魔王領へ向かう者から通行料を取るための関所となっている。所有者はドヴォール卿だった。

　レイチェルは尋たずねる。

「万が一……ですか？」

「うむ。わらわはヨルを信じておる。しかし、絶対はなかろ？　策が破れ、モンスターが街に向かってきたとき、時じ間かん稼かせぎをするなら街から少し離はなれている場所でなくてはな」

　ナンナが相変わらずのほほんと言う。

「ウルグ橋砦は古戦場でね、ずっとファルトラ市と人ひと族ぞくの国を守ってきた場所なの。昔は一〇〇体の魔族を退けたなんて話もあるのよ？」

　レイチェルは戸と惑まどう。

　ヨルのことは、自分だって信じている。

　しかし、もしも失敗してしまったら、モンスターの大群に、ここにいるドヴォール卿やナンナや……まして、ユニスまで？

「……もしかして、私がヨルさんのことを言ったせいなんじゃ？　みなさんを、私が巻きこんでしまったんじゃ？」

　体が震ふるえた。

　ナンナに優やさしく手を握にぎられた。

「巻きこんだなんて、おかしな話なのよ？　これはナンナさんたち、みんなの問題じゃないの？　モンスターの大群が来たら、街にいてもウルグ橋砦にいても変わらないわ」

「それは、そうですけど……」

「あと、忘れないで。ヨルさんを応援しに行くのよ？」

　ドヴォール卿がうなずく。

「左様、ヨルを信じておるからこそ、応援できるのじゃ」

「……はい」

　レイチェルは拳こぶしを握りしめた。

　ドヴォール卿が声をあげ、彼女の部下たちが応じる。ナンナが歩きだすと、商人たちは当然のようについてくる。

　ユニスも一いつ緒しよだ。

　この街を捨てられない者たちは、ヨルを信じる。そして、もしものときには壁かべとなる。

《グラン亭》にいた他ほかの客たちまで、一緒に歩いていた。

　それどころか、店主まで!?

「ウチは父親オヤジの代から、あの場所だ。今さら余所よそに店を構える気もないんでね」

　後ろを見ると、ものすごい人数になっていた。

　どんどん増えている。

「わわ……すごい」

　圧あつ倒とうされてしまう。

　これだけの人たちが、この街を大切にしていて、ヨルを信じて応援しようと思ってくれている。

　レイチェルは胸の奥が熱くなるのだった。








第四章　魔王









　夜──

　月が綺き麗れいだった。

　ファルトラ市から西へ、徒歩で二時間半ほどの位置に川があり、石橋がかかっている。そこにある砦が《ウルグ橋きよう砦さい》だ。

　さらに西へ同じくらい歩いた所に、《星ほし降ふりの塔とう》がある。その西側には《人ひと喰くいの森》が広がっていた。

　森から先は旧魔王領だ。

　魔王が倒たおれてからは、遥はるかに容易に人族が立ち入ることができるが……

　今は、森の手前に無数のモンスターがならんでいた。

　森の木々よりも巨きよ大だいな異形の生き物たちが、彫ちよう像ぞうのように身じろぎもせず立っている。

　野や獣じゆうと魔ま獣じゆうだけでなく、なかには召しよう喚かん獣じゆうの姿もあった。




　塔の屋上で壁にもたれ、シャノワールは佇たたずんでいる。




　このあたりの地形は起き伏ふくに富んで、なだらかな丘おかが続く地形だった。昼間ならば、高い場所から、遠くにファルトラ市の城じよう壁へきが見えるだろう。

　今は夜なので、なにも見えなかった。

　夜目の利きく豹ひよう人じん族ぞくやドワーフなら、なにか見えるのかもしれないが……

　シャノワールは混魔族デイーマンで、身体能力は人間ヒユーマンよりも劣おとっていた。魔術の才はあるが、それしかない。

　だから目を凝こらしても、街の様子なんてわからない。

　軍隊でも出てきたら松明たいまつの光で気づくかもしれないが、そうした変化はなかった。

「……もっと早い時間にすればよかったかしら？　よかったわね」

　夜明けは遠い。

　月と星を見ているのにも飽あきた。

　モンスターの大群も、眺ながめていて気分のいいものではない。

　まだアレン──ヨルは来ない。

　国家騎き士しを差し出すこともせず、シャノワールを殺しにくることもせず、ただ時間が過ぎてしまうのだろうか。

「……そんなはずないわね」

　彼は勇者だ。

　誰だれもが動けない状じよう況きようでも、彼だけは違ちがう。そのはずだった。

　ざわざわ、と森の木々が揺ゆれた。

　……風？

　気配を察するのは、さほど得意ではないシャノワールだが、妙みような違い和わ感かんを覚えた。

《星降の塔》の階段をおりて外に出て、下草を踏ふんで歩く。

　夜の森は、星空を切り取ったように黒色だった。

　まるで穴のようだ。

　その穴の奥から、何かが近寄ってくる気配がした。気のせい？

　子供じみた〝オバケがコワイ〟というやつか。馬ば鹿か馬ば鹿かしかった。

　しかし、違う。

　足音がした。




　なにか、いる！




　シャノワールは緊きん張ちようして、森の奥へと目を凝らした。

　──勇者様？

　いや、それよりもっと重たい足音だ。

　大型の野獣？　そんなものは、この大群を出したときに、驚おどろいて森からいなくなったと思ったが……

　シャノワールはローブの内側で、ポケットの中のクリスタルを摑つかむ。

　このクリスタルを放ほうることで召喚獣を出す。

　自分は召喚術士だ。召喚獣がいなければ、たいした能力はない。

　しかし、自分ほど強力な召喚獣を持っている者は人族にはいない。

　魔王がいた頃ころならともかく、今の《人喰の森》に、シャノワールの召喚獣に勝まさるほどのものが出るとは思えなかった。

　そのはずだ。

　なのに、妙な胸むな騒さわぎがした。

　次し第だいに森の奥から近づいてくるものの姿がはっきりと見えてくる。

　──魔ま術じゆつ師し？

　それはローブをかぶった人族に見えた。ただし、大きい。

　人族のなかで最も大きいのは豹ひよう人じん族ぞくの男性で、二メートル超こえる者も珍めずらしくない。

　しかし、近づいてくる者は、三メートルはあるように見えた。

　だとすると、魔族か!?

　頭に角がある。

　月明かりが、そいつを照らした。

「え……？」

　シャノワールは、その姿に見覚えがある。

　雄お牛うしのような角に、漆しつ黒こくの衣ころも。周囲を睥へい睨げいする巨きよ軀く。そして、顔には銀の仮面をかぶっていた。

　シャノワールは頭が真っ白になる。

　ありえない──という言葉だけが繰くり返された。

　驚きすぎて思考がまとまらない。

　自分は夢でも見ているのではないか？　これが夢なら、間違いなく悪夢だ。

　かすれる声で、つぶやく。




「……魔王？」




　森からやってきたのは、間違いなく、かつて死し闘とうの果てに倒した魔王のものだった。

　そう、たしかに倒したはず。

　仲間たちの攻こう撃げきにより鉄てつ壁ぺきの魔術防ぼう御ぎよを砕くだき、最後は勇者アレンの一撃が、銀色の仮面を貫つらぬいた。

　魔王は光の粒つぶになって消しよう滅めつした。

　そのはずだ。

　どうして、そいつが今、ここにいるのか。

　シャノワールは動どう揺ようして動けなかった。その間に、魔王が近づいてくる。

　その距きよ離りは、三〇歩ほどか。

　魔王は千の魔術を操あやつるだけでなく、接近戦も勇者アレンと互ご角かくか、それ以上だった。

　そんなはずない、と思いつつも近づかれるのは危険だ──とシャノワールは判断する。

「くっ……」

　ローブの内側からクリスタルを取り出した。

　魔王が立ち止まる。

「久しいな、人ひと族ぞく」

　シャノワールは背筋が凍こおるかと思った。

　二年前、耳にしたおぞましい声と全く変わらない。恐きよう怖ふを魂たましいに染しみこませてくるような声だ。

　ほとんど動いていないのに、シャノワールの心臓は鼓こ動どうを速め、呼吸は小刻みになる。

　自分一人では、魔王には絶対に勝てない。

　あのとき、六人で、ようやく勝てたのだから。

「……おかしいわ。おかしいわ。あなたは滅ほろんだはず……どういうことかしら？」

「ククク……余が何者であるか……あえて問うか」

「一度、滅んだものが、蘇よみがえったとでもいうのかしら？　そんなはずない。そんなこと、ありえない。それなら、あなたは、偽にせ物ものね？　偽物だわ」

「余を疑うか。ならば……」

　魔王の手が一いつ瞬しゆんだけ動いた。

　見えなかった。

　轟ごう音おん。

　衝しよう撃げき波はが地面をえぐり、シャノワールのすぐ横の足元に深い亀き裂れつを作る。

「……ッ!?」

　シャノワールは剣けんを使えないが、苛か烈れつな冒ぼう険けんの日々により相当の能力を身につけている。勇者の武ぶ技ぎですら、目で追うことくらいはできるのだから。

　しかし、今のは見えなかった。

　魔王が低い声で笑う。

「ククク……思い出したか？」

「……魔王の剣？」

「仲間はどうした？　ここには一人なのか？　で、あれば、魔術を使うまでもない」

「くっ！」

　クリスタルを放ほうる。

「戦いなさい、《マンティコア》！」

　シャノワールの背後にならんでいるモンスターの大群──そのなかから、巨大な獅し子しが飛び出してくる。

　背中にはコウモリの翼つばさがあり、尾おの先には無数の針が生えていた。

　魔王に向かって飛びかかる。

　さらに、針の生えた尾を叩たたきつけた。

　大型の召喚獣にもかかわらず、動きが速く、頑がん強きようで、攻撃力も高い。

　なにより、無属性だ。強さが相あい性しように左右されにくい。それゆえ、未知の相手に対する初手として優ゆう秀しゆうだった。

　──普ふ通つうの相手であれば。

　魔ま王おうが右手を一瞬だけ前に突つき出した。そうとしか見えなかった。

《マンティコア》が消滅してしまう。

　召しよう喚かん獣じゆうが倒たおされたのだ！

　地面にクリスタルが転がった。

　シャノワールは絶句する。

「……なっ!?」

「こんなものか？」

　二年前の魔王との戦いのとき、シャノワールは前衛を支し援えんする特とく殊しゆ効果を持つ召喚獣を使っていた。

　召喚獣で攻撃するのは初めてだ。

　まさか、上級の召喚獣が、一瞬で倒されてしまうとは思わなかった。

　魔王が一歩、近づいてくる。

「次は、余の番か？」

　シャノワールは次のモンスターに指示を飛ばす。

「《メガロック》！」

　モンスターの大群の中から、また一体が前に出る。

　複数の岩石で構成された巨きよ大だいな召喚獣だ。

　どれほど破は壊かいされようと、核かくが無事なかぎり、地面の土や岩を使って、いくらでも再生する。

　広こう範はん囲いを消滅させるような極大魔術ならともかく、魔王が剣だけを使ううちは、これで止とめられるはず。

　魔王が剣を突き出してきた。

　剣が一瞬にして、何度も《メガロック》を切り刻む。

　再生するより早く、端はしから砕いていき、ろくに時間を稼かせげないまま、召喚獣は核を破壊されてしまった。

　シャノワールは、ゾクッと胃の底が重たくなる。恐きよう怖ふ心しんだった。

「な……そんな……」

　魔王が、もう一歩、近づいてくる。

「どうしたのだ、人族よ？　それだけ多くのモンスターを従えていながら、なぜ一いつ斉せいに戦わせない？　まさか余を前にして、手加減しておるのか？」

「……知りたいの？　知りたいのね。答えないわ」

　シャノワールはいつもの調子で返した。

　しかし、余よ裕ゆうはない。

　有効な対たい抗こう手段がなかった。

　グリーンベヒモスでも呼べれば、少なくとも壁かべ役にはなったかもしれない。

　しかし、あれは大規模な陣じん式しき魔術だった。クリスタルを放るだけの召喚術や、魔術の名前を言うだけの詠えい唱しよう魔術と違ちがって、下準備に長い時間がかかる。

　こんなものと対たい峙じすると思っていなかったから、用意などなかった。

　魔王が近づいてくる。

　もう一〇歩の距離しかなかった。

　達人であれば、剣の届く間合いだ。

「ククク……人族よ、余の力が衰おとろえておらぬこと、わかったであろう？」

「わからないわ」

　噓うそではなかった。底が見えない。

　例えば、勇者アレンであれば、魔王の本気を引き出せるのかもしれないが……

　そう、勇者が来れば、一方的にやられたりしない。

　──そして、戦いに気づけば、彼は放っておかないはず。ううん、もう気づいているかもしれない。

　今は時間が必要だった。

「……あなたは魔王？　魔王の目的はなにかしら？」

「魔王の目的だと？　なぜ、そのような下らないことを聞くのか。魔王とは神と敵対する存在。そして、神の末まつ裔えいである人族を滅ぼす存在だ。この先に見える人の街を滅ぼす。他ほかに望むもののあろうはずがない」

　シャノワールは緊きん張ちようで喉のどを鳴らす。

　やはり、これは魔王なのだろう。

　どうして、二年前に倒したはずの魔王が、今、こんな場所に現れたのかはわからないけれど……

　もしかしたら、自分がモンスターの大群などならべたせいなのか？

「そう。魔王は人を殺すの……」

「貴様は、なんだ？　人族よ。なにが目的だ？」

「目的……」

「これだけのモンスターを従え、街を睨にらみ、なにをしていた？」

「わたしは……わたしは……」

　シャノワールの声が震ふるえる。

　こんなはずではなかった。

　こんな魔王などと一人で対峙することになるなんて、思っていなかった。

　魔王が左手を差し出してくる。

「貴様は……人族に仇あだ成なす者か？　ならば、余に従うがよい」

「なにを!?」

「神の末裔でありながら、同じ末裔を殺すのなら、まさに魔王の配下に相応ふさわしい」

　シャノワールは浅く呼吸する。

　もう不必要な緊張はない。驚おどろきはしたが、混乱はしていない。

　冷静に判断できる。

　一度、後ろを見た──

　真っ暗な地面と、星空しか見えない。しかし、この夜よる闇やみの向こうに、街がある。

　仲間たちと守った人の街が……

　ふと思い出す。

　ヨルと、楽しそうに話す騎き士しの少女の姿を。

　シャノワールは拳こぶしを握にぎった。

「……そう……わたしに、人を殺せというの？　いうのね」

「それが望みでなくて、どうしてモンスターをならべて、街を睨む？」

「わたしは〝喰くう側〟になりたかった。もう〝喰われる側〟はいや……失うばかりはいや」

「…………そうであろう」

「魔王の部下になったら、それは〝喰う側〟なの？」

「余は人族を滅ぼす。それは、貴様の望みでもあるはず」




「そんなのは全すべてを失う〝喰われる側〟だわ」




　シャノワールはクリスタルを地面に叩きつけた。

「来なさい、《フェニックス》！」

　地面から空へと炎ほのおの柱が伸のびる。

　巨大な火柱のなかから、大きな翼が広げられる。細い嘴くちばしが、炎により形作られた。

　炎がうねり、広がり、鳳ほう凰おうとなる。

　シャノワールの持つなかで、火属性最強の召喚獣だった。

《フェニックス》は炎そのものであり、物理攻こう撃げきは受け付けない。触ふれたものは岩すら溶とかす。飛行能力があり、地形に関係なく戦うことができる。

　ただし、精神力がごっそり持っていかれた。気を抜ぬくと膝ひざをついてしまいそうだ。

　魔王が飛び退のいた。

「それが貴様の答えか、人ひと族ぞく……なぜ余を拒こばむ？　貴様にとって人族とは、そこまでして守る価値のあるものなのか？」

「……価値？　それはなあに？　いったい誰だれが決めるのかしら」

　歌うように問い返した。

《フェニックス》が特殊行動により、翼を羽ばたかせる。炎の雨が魔王に降り注ぐ。

　魔王がわずかな動きで、炎の雨を避よける。

「価値とは、力ある者が定めるものだ」

「そう、それなら、わたしにとっての価値を決めるのは、わたしの勇者様よ。そして、わたしの勇者様は人族を守るわ。彼の守るものを、わたしは守る」

「……答えるがいい。人族を守るだと？　ならば、どうして貴様は、モンスターをならべていた？」

　シャノワールは笑う。

　自分の中でも整理のついていなかった答えが、今なら、はっきりと口にできた。

「世界を守るためよ。守るためだわ」

　魔王が動きを止めた。

「だから、わたしは……魔王と戦う。すこしでも、かすり傷でも、残すために。そして、あとは、わたしの勇者様が……また魔王を倒して……この世界を救うわ」

「自分の命など、どうでもいいということか」

「いいえ？　大切よ。とても大切……順番は変わってしまったけれど、わたしの命は……ちゃんと消してもらわないと」

「……なに？」

　シャノワールは〝きっと理解されない〟と思った。

　しかし、ここで対話を拒きよ絶ぜつしたら、あとは潰つぶし合うしかない。もう自分は切り札を出してしまっている。

《フェニックス》は強力な召喚獣だが、それだけで倒せるほど簡単な相手ではないだろう。

　それならば、ここに魔ま王おうがいることを勇者に伝える。

　派手な戦せん闘とうを続けて、時間を稼ぐ。

　話すことで時間が稼げるのなら……

　シャノワールは言葉を続ける。

「魔王のいなくなった世界は、魔王がいたときより恐おそろしい世界になったわ。そんなこと考えたこともないでしょう」

「ほう……？　それは面おも白しろいが……貴様が死を望むことと関係があるのか？」

「ええ……今の、この世界ではね、常に〝喰う側〟が〝喰われる側〟を狙ねらっているのよ。強くないと失うわ。失うのよ。全て。全てを……だから、わたしは誰よりも強く強く強く……全てを〝喰う側〟じゃないと。いつか大切なものを失ってしまうの」

「失うのが恐こわい、か」

「そう、恐いわ……とても……わたしは……臆おく病びようなの。恐がりなの。もう失わない、なんて思うには、あまりに失いすぎたわ。そして、わたしの臆病さは……この世界を壊こわしてしまう」

「妙みようなことを言う。臆病が、世界を壊すだと？」

「そう……わたしは失いたくない。だから〝喰う側〟になる。周りを喰い続ける。そして、わたしの力は強くなりすぎた」

「余を前にして、強くなりすぎた、か」

「ええ、強くなりすぎたわ。もう勇者様にしか止められないくらい。でも、魔王でもかまわないわね。かまわないわ……」

　魔王がうなずいた。

　ため息をつく。そんな仕草が、妙に人族っぽかった。

「奪うばわれるのが恐くて、周りから奪う側になった。そうしなければ失うと思うほど、世界が恐くなっちまったわけか。しかし、そんなふうに奪うのは嫌いやだ……だから、自分から死を望んでる……」

　いささか魔王らしからぬ砕けた口調だった。

　──滑こつ稽けいね。滑稽だわ。言わなければよかったかも。

　シャノワールは片手を挙げる。

《フェニックス》が魔王へと突つっこんでいく。

「でも、これでいいの。きっと……気づいてくれる。わたしの勇者様が、気づいて、魔王を倒たおしてくれるから」

　魔王が左手を前に出す。

　その薬指には、銀色の指輪が嵌はまっていた。

　それを、右手の指先でつまみ、外す。

　魔王の姿が歪ゆがんでいく。

　魂たましいまで凍こおらせるような声と重なって、シャノワールにとって忘れ得ない、たった一人の大切な人の声がした。




「悪いけどな、シャノワール。俺はどんなことがあっても、あんたを殺したりしない」




　シャノワールは再び頭が真っ白になる。

　そして、意識するよりも早く、彼を味方として認にん識しきした。

　召しよう喚かん獣じゆうは味方を攻撃しない。《フェニックス》は魔王だった者を素す通どおりし、再び上空へと飛んでいく。

　巨きよ軀くで黒衣の魔王だったものは、その姿を変えていた。

　金色の髪かみと、青い瞳ひとみの青年。銀色の鎧よろい姿に。

　シャノワールは唇くちびるをわななかせる。

「……勇者……様」
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　俺は右手に持っていた剣けんを、腰こしの鞘さやへと収める。

　魔王の技わざを真似まねて、けっこう無茶をしたのだが壊れなかった。かなり上等な剣を格安で売ってもらったようだ。

　南地区の商人に、心の中で感謝した。

　目の前には、シャノワールが驚きよう愕がくの表情を浮うかべて立ち尽つくしている。

「……どういうこと？」

「あんたの常識の中にはなかったんだな。この世には、完全に姿を変えられる魔法の道具があるのさ。俺は《変へん化げの指輪》と呼んでるんだが……」

　指輪を見せる。

　シャノワールが目をすがめた。

「……固有魔導具ワンアーテイフアクトね？」

「ああ、ヨル・ブラッククロスの姿を見てるあんたなら、気づくかもしれないと思ったけどな」

「……疑うたがったわ。でも、魔王だったのは姿だけじゃなかったもの」

　拗すねたような口調だった。

　騙だまされたことが地味に悔くやしかったようだ。

　俺は肩かたをすくめる。

「そっちは、俺の特技だ。一度戦った相手の武技なら、だいたい再現できる。地面に裂さけ目を作るような衝しよう撃げき波はを飛ばすくらいは、な」

　シャノワールが俺を睨にらんだ。

「……取引の刻限までは、まだあるわ」

　たしかに、夜明けまでは、まだ時間があるだろう。

「今さらだな。あんたの本当の目的は、あんた自身の口から聞いたんだぜ？」

「…………あれは、うそだから」

「いじけるなよ。騙したのは悪かった。でも、お前だって騙しただろ？　街を人質にして要求する振ふりをして、俺を挑ちよう発はつして……自分を殺させようとした」

　名付けるなら《魔王僭せん称しよう詐さ欺ぎ》ってところか。

　だから、こっちも同じように、魔王の振りして騙し返したわけだが。
















「……ずるい。固有魔導具ワンアーテイフアクトに、特技まで使って……わたしの勇者様は大人おとな気げないわ。がっかりよ。がっかりだわ」

　そっぽを向かれる。

　なんというか、子供だ。

　仕し掛かけがバレて居い心地ごこちが悪いのはわかるのだが。

「あんたが街を守るために魔王と戦ったとき、俺は本当に嬉うれしかったんだぜ。泣きそうだった」

「……今からでも、モンスターを街にけしかけることはできるのよ？」

「ああ、そういう〝幻まぼろし〟も見せられるのか？　これ、幻げん覚かくだろ」

「……どうして？」

　シャノワールが唇を尖とがらせた。まだ素直に負けを認めることができないらしい。

　俺は苦く笑しようした。

「自分の知識にないからって、可能性を除外したらダメなんだよな。すっかり騙されかけたぜ。でも、他ほかの可能性を一つ一つ確かめて潰していけば、〝自分の知識の外の真実〟を削けずり出せる──あんたがモンスターの大群をならべている方法はなにか？　未知の方法だ。俺の《変化の指輪》みたいにな。じゃあ、モンスターの大群は本物か？　魔王の姿で現れてみたら、あんたは全力で戦うだろ？　しかし、奥の手の《フェニックス》まで出しておいて、他のモンスターは棒立ちだ」

「……むー」

「べつにタネまで見せろとは言わないけどな」

「……これよ」

　シャノワールがローブの下から何かを取り出した。

　神話の時代の文字と、不思議な模様の描えがかれた香こう炉ろだ。金属の壺つぼで、蓋ふたがついてる。

　今は蓋が開いていた。

　シャノワールが香炉の蓋を閉じる。

　すると、周りにならんでいた大量のモンスターが、煙けむりのように消えていく。

　風に吹ふき散らされてしまった。

　まるで最初からなにもいなかったかのように。

　なにもなくなる。

　俺は口笛を鳴らした。

「すごいな！　どこで手に入れたんだよ!?」

「村がなくなってしまってから、死ぬつもりで魔王城にまた行ったとき……」

「お、おい……一人で行ったのか!?」

「弱った魔族が隠かくれ住んでたていどだったわ。がっかりよ。がっかりだったわ」

　魔族と遭そう遇ぐうしたなら、充じゆう分ぶんに命の危険があったと思うが……

　俺は彼女が無事だったことに、胸を撫なで下ろした。

「あんたを村に帰したときは、それが一番だと思ってた。すまなかった。かえって、つらい目に遭あわせちまったな」

「……悪いのは、村の人たちを騙した詐欺師だわ。そんなこと、わかってる」

「もう、あんたが何かを失うことはない」

「そんなこと言われて、信じられると思う？」

「信じるさ。あんたは……魔王だって倒せるって俺のことを信じてるんだろ？　これからは俺が守る。だから、もう、あんたは大だい丈じよう夫ぶだ」

「……なっ!?」

　ずっと凍ったようだった彼女の表情が、溶とける。

　頰ほおが朱しゆ色に染まった。

「それなら、もう恐こわくないだろ？　世界の全すべてを〝喰くう側〟にならなくても、もう〝喰われる側〟なんかじゃない」

　シャノワールの瞳が潤うるむ。

　透とう明めいな雫しずくがこぼれる。

　しかし、彼女の足は俺から離はなれるように、後ずさった。

「……だめよ」

「どうしてだ？　あの街が嫌なら、また一いつ緒しよに旅をしてもいい。もう二度と、あんたを手放したりしない」

「……甘い言葉。魅み力りよく的な未来……でもね、わたしの勇者様？　あなたがわたしを捨てたように、わたしもあなたを捨てたのよ？」

「一度捨てたら、もうダメなのか？　こうして、やり直せる機会があっても？」

「守られてばかりじゃ、いつまでも隣となりに立てないもの……勇者様の後ろにいる五人の英えい雄ゆうのうちの一人だわ。そんなの、ダメよ。ダメだわ。お姫ひめ様に勝てないわ」

　俺は頭を押さえた。

「ちょっと待て……隣に立つって……そりゃ、強さが並び立つという意味じゃねえのか？　なんでアンジェリカが出てくる？」

「……わからないの？　わからないのね。そう」

「いや、まぁ、もしかして、とは思ってたけど……」

　それほど鈍どん感かんではなかった。

　魔ま王おう討とう伐ばつの冒ぼう険けんをしていたときは、ここまで明確な意思表示をされなかっただけだ。

　今回くらい言われたら、さすがに気づく。

　俺はシャノワールに右手を伸のばした。

「いいぜ……じゃあ、隣にいろよ。あんたのことを〝守られるばかり〟なんて思ったことはない」

　シャノワールが目を伏ふせる。

「後こう悔かいするわ。だって、わたしは……きっと、あなたを幸せにしない……」

「ここで、あんたを失う以上の不幸なんて、たぶんないぜ？　俺にとってはな。それとも、また俺に挑いどんでくるのか？」

「どうしようかしら？　どうしたらいいかしら？　わたしは……わたしは……」

　歌うようにつぶやいた。

　そして、シャノワールは──
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　未明──

　太陽がわずかに顔を出し、世界が白く染め上げられつつある。

　俺は一人で歩いていた。

《人ひと喰くいの森》からファルトラ市へと。

　しばらく進んで行くと、《ウルグ橋きよう砦さい》のあたりが妙みように騒さわがしいことに気づく。

　目をこらせば、そこには大勢の人ひと影かげがあった。

「……おいおい？　なんの騒ぎだ？」

　俺のことを見つけると、その集団が一いつ斉せいにこちらへと走りだす。

　思わずたじろいでしまった。

　よくよく観察すれば、集まっているのは、どいつも見覚えのある人たちばかりだ。

　商工協会の連中や、宿屋の店員や、いつも行く《グラン亭てい》の店主や常連たち。

　さらには、ドヴォール卿きようの私兵だろうか？

　そのうえ、領主ベアトリスに、彼女を守るように地方騎き士しや、軍人たち。

　先頭を走ってくるのは──

　レイチェルだった。

「ヨルさーん！　無事だったんですね！」

　両手を伸ばしてくる。

　抱だきつかれた。

　──ユニスに。

「ヨル[image: ～][image: ～][image: ～]!!　無事でよかった～!!」

「お、おう」

「はぁはぁ……ユニス、速い……あ、そうじゃなくて、なんかすごい火柱とか燃える鳥とか見えたんですけど、大丈夫だったんですか？」

「ああ、あれな……」

　シャノワールの《フェニックス》のことだろう。

　俺は首をかしげる。

「見てのとおり、俺は無事だが……あんたら、どうして《ウルグ橋砦》に？」

「応おう援えんに来たんです。声なんて聞こえなかったかもしれないけれど……」

　少し照れたようにレイチェルが言った。

「なに!?」

　意味がわからなかった。

　あれだけのモンスターの大群に、わざわざ近づいて、応援？

　下手すれば、死体が増えるだけだったろうに。実際には幻だったからよかったけれど。

　高らかに笑いながら、ドヴォール卿がやってきた。それと、ナンナもいる。

　彼女たちを見て、俺はだいたい察した。

「はぁ……あんたらだろ？　応援なんて言いだしたのは……」

「はっはっはっ！　当然じゃろ。こんな面おも白しろそうなこと、せめて近くまで行かなくてなんとする!?」

「相変わらずノリがいいというか……」

　ドヴォール卿の隣では、ナンナが無害そうな笑えみを浮うかべていた。

「冗じよう談だんでここまで来たわけじゃないのよ？　イングリットは照れ屋なの」

「……わかってる。俺が失敗した場合、モンスターの大群が街に進みだす可能性もあった。街の連中が逃にげだすまでの時じ間かん稼かせぎをする気だったんだろ？」

「みんな、ヨルさんが失敗するなんて思ってなかったみたいだけど」

「おいおい……」

　今回、シャノワールが使っていたのが〝大規模な幻を作る〟という魔ま導どう具ぐだから無事で済んだ。

　しかし、例えば〝魔力を無限にする〟なんてシロモノだったら、俺が負けてモンスターの大群が街へ向かっていた可能性もあった。

　まぁ、そんなものがあったら、別のやり方があっただろうけれど。

　ドヴォール卿が笑う。

「それにしても、あの数のモンスターを一いつ瞬しゆんで消し去ってしまうとはのう！　さすがと言うしかないのう！　まったくもってウチに欲ほしい人材じゃ！」

　俺は肩かたをすくめる。

「そんな大したもんじゃねえよ。あれは……まぁ、ちょっとした仕し掛かけがあったんだ」

「それを見破ったのじゃから、やはり大手て柄がらじゃのう」

「まぁ、細かいことはいいだろ？　事件は解決したんだからな」

　シャノワールのことは言わないでおいた。

　ベアトリスが敬礼する。

「ファルトラ市をよくぞ救ってくれた。しかし、報ほう酬しゆうの件は保留になっていたね？」

「ゲッ、そういや……」

「感謝状を贈おくらせてもらおう」

「おいおい!?」

　ドヴォール卿が爆ばく笑しようする。

「相変わらず、ベアトリスはケチじゃのう！」

「ふふ……冗談だ。ちゃんと謝礼も出させてもらう。あなたはファルトラ市の……いや、リフェリア王国の恩人だからな」

「うっ……」

　そこまで話が大きくなると、困る。

　国王はともかく、王女の耳に入るのは避さけたい。

「まぁ、待て。実は俺は何もしてないんだ。あれは勝手に消えたんだよ。そういうことにしといてくれ」

「ん？　いや、そういうわけには……」

「感謝してるなら、そういうことで頼たのむ！」

　ベアトリスが困こん惑わくする。

　ドヴォール卿やナンナが苦く笑しようしていた。

　レイチェルが微笑ほほえむ。

「感謝状も謝礼もいらないなんて、ヨルさんらしいですね。立派です」

「いや、立派な理由じゃなくて……見つかりたくないから……ああ、まぁ、いいや。帰ろうぜ。眠ねむくて仕方ねえよ」

　俺は大きなアクビをした。

　みんなが笑う。

　そして、人ひと垣がきが割れて、街への道が開けた。

　隣にならぶレイチェルがささやく。

「ヨルさん、私たちの街を守ってくださって、本当にありがとうございました」

　彼女の言葉を皮切りに──

　周囲の人々が、口々に感謝を述べた。

　ありがとう、ありがとう、と合唱のように鳴り響ひびく。

　まるで凱がい旋せんパレードのようになって街へと帰る。

　俺は、ひらひらと手を振ふるだけにした。

　──平和が戻もどってきたのは、いいことだ。

　一ひと眠ねむりして……日ひ雇やといの仕事でも探すとしようか。








終章　続いていく冒険









　昼過ぎ──

　ようやく起きた俺は、遅おそい昼食を取るために《グラン亭》に来た。

　真ま面じ目めな冒険者としては、真っ先に冒険者協会へ出向いて仕事を探すべきなのだろうけど、俺の勤労意い欲よくは空腹に勝てなかったのだ。

　食堂はいつもどおり賑にぎわっている。

　常連客が声をかけてきた。それに軽く返しながら、いつものカウンター席に向かった。

　いつも座る一番端はしの席には、先客がいる。

　俺はそいつの横に腰こし掛かけた。

「よう、食事か？」

　先客が答える。

「……とっくに終わったわ。ずいぶんお寝ね坊ぼうなのね、わたしの勇者様」

　赤い瞳ひとみでうらみがましくこちらを見た。

　シャノワールだった。

　フードを深くかぶっているので表情はわかりにくいものの、静かに怒おこっていることが声からわかる。

　俺は頭を搔かいた。

「悪い悪い。っていうか、眠るのが遅くなったのは、あんたのせいでもあるんだぜ。許してくれよな？」

「……許そうかしら？　許すべきよね。あなたはわたしを許したもの。許されるはずもないのにね」

　悔くいるような声だった。

　俺は肩をすくめる。

「あんまり思い詰つめるな。必要な償つぐないなら俺が手伝ってやるからさ。そのためにも──まずは飯だな。オヤジ！　ボリュームあるもの、くれ！」

　カウンターの中で、髭ひげ面づらのオヤジが「あいよ！　大盛りな！」と威い勢せいよく答えた。

　隣となりの席で、少女がフッと笑う。

「あなたは本当に昔のままなのね。よく眠って、よく食べて、あまり悩なやまない」

「これでも悩んでるんだがな」

「でも、だいたいのことは考えるまでもなくわかるのでしょう？」

「そうでもねえさ。最近は悩みっぱなしだ。たとえば、今日の支し払はらいはどうしようとか、明日あしたからの稼かせぎをどうしようとか。あと……この街にいつまでいよう、とかな？」

「好きにしたらいいわ。わたしは……わたしの勇者様の隣にいると決めたから」

　穏おだやかな声だった。

「あんたの悩みは解消された？」

「どうなのかしら？　そうなのかしら？　悩みはあるわ。恐きよう怖ふもあるわ。でも、わたしは……今は……たぶん」

「そうだな」

　ほどなくして、目の前に料理が置かれる。

　今日のメニューはでっかいオムレツと豆のスープ、いつもの固焼きパンだ。

　オムレツの横にはマッシュポテトやカリカリに焼かれたベーコンが添そえられている。

　ベーコンからはジュウジュウという焼ける音が聞こえてきており、食しよく欲よくを刺し激げきしてくれた。

　木製のスプーンでオムレツを口に入れる。

　卵とチーズの濃のう厚こうなコク、それに酸味がいっぱいに広がっていく。

「……ああ、うめぇなあ」

　食事が美味おいしいというだけで世界が平和に思えてくる。

《グラン亭てい》に新しい客が来た──

　やはり常連客と挨あい拶さつを交かわしながら、こちらへ真っ直すぐにやってくる。

「ヨルさん、おはようございます。今、お昼ですか？」

　レイチェルとユニスだった。俺の隣──シャノワールと反対側へと座る。

「あんたもか？」

「昼過ぎまで寝ていられたらよかったんですが、今朝から仕事でしたから」

「そいつは大変だな」

「国家騎き士しのつらいところです。あと領主様から、非公式に感謝したいから、近いうちに来るように……と言こと伝づてをもらっていますよ？」

「うーん、借りを作るようで、ちょっとな」

「そんな……ん？」

　レイチェルが、俺の奥へと視線を向ける。

　目をまんまるに見開く。

「えっ!?　えっ!?　えっ!?」

「落ち着けよ」

「無理です！　落ち着けませんよ！　そ、そこにいる方って、シャノワ──」

「静かにしとけ。他ほかの客にばれたら面めん倒どうだ」

　俺と違ちがって姿を変えているわけではない。

　レイチェルがうなずいた。

「は、はい……ふわぁぁぁ……ど、どういうことなんですか？」

　目がぐるぐるしている。よほど混乱しているようだ。

　……無理もない。

　俺の隣の席にいるのは英えい雄ゆうの一人、召しよう喚かん術じゆつ士しシャノワールなのだから。

　しかも、レイチェルはモンスターの大群を出現させていたのが彼女であることを知っている。

　なんと説明したものか。

「……まぁ、話はついたってことだ。これからは一いつ緒しよにいる」

「一緒にいるわ。ずっと。永遠に」

　いつになくシャノワールが身を寄せてきた。いつもは、べたべたするのは嫌いやがるくせに。

　レイチェルがこほんと咳せき払ばらいをする。

「な、なるほど……そういう仲なんですね？　あの、私、シャ……そちらの方に質問があるんですけど」

　シャノワールがレイチェルを見る。

　無言のままだ。

　……こいつは基本的に人見知りなので、知らない相手とは口を利きかない。

　俺は代わりに返事をする。

「あんたには迷めい惑わくかけたからな。できるかぎり答えると思うぜ」

　レイチェルが真しん剣けんな口調で尋たずねる。

「私、どうしても気になっていることがあるんです。勇者アレン様とくっついたのって、誰だれだったんですか!?」

　俺はつっぷして、あやうくオムレツに顔をつっこむところだった。

「あんたは、それ以外に訊ききたいことはねえのか!?」

「だって！　だって！　気になるんですもの！　勇者様の仲間には女性がたくさんいらしたんですよ!?　きっと恋こい心ごころが生まれていたはずです！」

　勇者マニアめ……

　以前、同じような質問をされたときに、ちゃんと答えなかったからな。

　シャノワールが口を開いた。珍めずらしく。

「……わたしの勇者様は、わたしのものよ。誰にも譲ゆずらないわ」

　レイチェルが悲鳴をあげそうなほど興奮する。

「ひゃー!?　つ、つまり、シャノ……あなた様と勇者アレン様は恋仲なんですか!?」

「……恋？　恋なのかしら？　わからないけれど、わたしの勇者様はわたしの。手を出したやつから順番に召しよう喚かん獣じゆうの餌えさにするわ。まずは王女アンジェリカね。あれは放ほうっておけないから」

　今の発言で、俺はシャノワールを連れて王都に帰ることが不可能になったわけだが。

　ていうか、国家騎士の前で王女殺害の予告をするんじゃねえ！

　俺は頭を抱かかえた。

「あー……まあ、こういうやつだ。幻げん滅めつさせたなら悪かった」

　レイチェルが首を横に振る。

「いえ！　一いち途ずなんですね！　素す敵てきです！」

「あんたはもう勇者ならなんだっていいのか？　国家騎士としての立場を思い出せ？」

　こいつら本当に……

　レイチェルの隣から、ユニスが声をかける。

「ねえねえ、レイチェルー、お昼ご飯は二人分でいいの？」

「あ、そうね、二人分で。ヨルさんのと同じのを」

「ああ、これ美味うまいぞ」

「ですよねー。最初に見たときから、いいなーって思ったんです」

「あんた、卵とチーズ好きだもんな」

「はい！　ヨルさんもですよね」

　シャノワールの目つきが鋭するどくなった。

「……勇者様、わたし、このレイチェルとかいう泥どろ棒ぼう猫ねこが、嫌きらいだわ。今日にでも冒ぼう険けんに出ましょう。この街から離はなれましょう」

「ど、泥棒猫？　しかも冒険か？　唐とう突とつだな……まぁ、ダメじゃねえけど」

　レイチェルが絶望したような顔になった。

「私……なんかしましたか!?　ヨルさん、行っちゃうんですか!?　まだまだ教えてほしいことがあるのに……」

　ユニスが飛びついてくる。

「やだよ～!?　ヨル、行っちゃダメー!!　レイチェル、泣いちゃうよ!?」

　珍しく大声だった。

　思った以上の反応でびっくりする。

　この街に長居しすぎた気もするが……

　しかし、いろいろな人とかかわりすぎたので、出て行きにくいのもある。

　ぽんぽん、とシャノワールの頭をなでた。

「まぁ、〝好きにしたらいい〟と言われてるんでな……冒険に出るかどうかは、その日の気分で決めるさ。だよな？」

「…………たしかに、言ったわね。言ったわ」

　レイチェルが安あん堵どの吐と息いきをついた。

「ふぅ……よかったです。急に旅立つなんて言われたら、心の整理がつかなかったです」

「ヨル、ずっと街にいようよ～」

　ユニスはまだ抱だきついていて、シャノワールがぐいぐいと頭を押して引き剝はがそうとしていた。

　しかし、たぶん、あれだけの荷物を毎日持ち運んでいるユニスのほうが、魔ま術じゆつ師しのシャノワールより腕わん力りよくは上だぞ？

「まぁ、身勝手な欲よく望ぼうを満たそうとする〝モンスター〟がいたら、そいつを狩かるのは、俺の仕事だ。しばらくは終わりそうにないな」

「ヨルさんって、勇者みたいですよね」

　レイチェルが微笑ほほえむ。

　シャノワールが俺の服の袖そでをつまんできた。

「……わたしの勇者様はわたしの」

「ヨル、商人になろうよ～？」

　まだユニスはへばりついていた。

　──勇者か。

　結局、俺は困ってる人がいたら放ほうっておけない。そういう性しよう分ぶんだ。

　この街に限らない。

　魔王がおらず、世界が平和だからこそ、解決すべき問題は起きており、俺は戦い続けるのだろう。

　人の手から人の手へ金貨は踊おどるのだから。








あとがき






『放ほう浪ろう勇者は金貨と踊おどる２』を読んでいただき、ありがとうございました。

　著者の『むらさきゆきや』です。

　異世界で勇者が詐さ欺ぎ師しを騙だます物語でした。シャノワールとの関係がなんとかなってよかったです。楽しんで貰もらえたなら嬉うれしく思います。

　この巻で本シリーズは完結となります。似たような世界観の『異世界魔ま王おうと召しよう喚かん少女の奴ど隷れい魔ま術じゆつ』（講談社ラノベ文庫）が刊行中です。あと、９月25日に『異世界チート戦争』（オーバーラップノベルス）が刊行予定です。『放課後のゲームフレンド、君のいた季節』（ＭＦ文庫Ｊ）も、ちょっと繫がってます。よろしくお願いします。
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